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１  概 説  
 

１ - １  概 要  

Ｌ Ｃ ８ ７ ２ Ｒ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 小 バ ス サ イ ク ル タ イ ム ８ ３ ． ３ ｎ ｓ で 動 作 す る Ｃ Ｐ Ｕ 部 を 中 心 に し

て 、 ４ Ｋ バ イ ト の フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ （ オ ン ボ ー ド 書 き 換 え 可 能 ） ま た は 、 マ ス ク Ｒ Ｏ Ｍ 、 １ ２ ８ バ

イ ト Ｒ Ａ Ｍ ， 高 機 能 １ ６ ビ ッ ト タ イ マ ／ カ ウ ン タ × １ （ ８ ビ ッ ト タ イ マ に 分 割 可 ） ， プ リス ケ ー ラ 付

き ８ ビ ッ ト タ イ マ × ２ ， 非 同 期 ／ 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ × １ ， １ ２ ／ ８ ビ ッ ト 分 解 の 切 り 替 え 付 き １ ２ ビ ッ

ト ８ チ ャ ネ ル Ａ Ｄ コ ン バ ー タ ， シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 機 能 ， 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 ， １ ２ 要 因 ８ ベ ク

タ割 り込 み機 能 等 を１チップに集 積 した８ビット マイク ロコンピュータです。  

 

１ - ２  特 徴  
 

■ Ｒ Ｏ Ｍ  
・ フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ 版  

Ｌ Ｃ ８ ７ Ｆ ２ Ｒ ０ ４ Ａ  ：  ４ ０ ９ ６ × ８ ビ ッ ト  
・ 電 源 電 圧 ２ ． ２ ～ ５ ． ５ Ｖ の 幅 広 い オ ン ボ ー ド 書 き 込 み が 可 能  
・ １ ２ ８ バ イ ト 単 位 で の ブ ロ ッ ク 消 去 可 能  

・ ２ バ イ ト 単 位 で の 書 き 込 み 可 能  

・ マ ス ク Ｒ Ｏ Ｍ 版  

Ｌ Ｃ ８ ７ ２ Ｒ ０ ４ Ａ  ：  ４ ０ ９ ６ × ８ ビ ッ ト  
 

■ Ｒ Ａ Ｍ  
・ １ ２ ８ × ９ ビ ッ ト  
 

■ 小 バ ス サ イ ク ル タ イ ム  
・ ８ ３ ． ３ ｎ ｓ (１ ２ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ７ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

・ １ ０ ０ ｎ ｓ  (１ ０ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ２ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

（ 注 ） バ ス サ イ ク ル タ イ ム は Ｒ Ｏ Ｍ の 読 み 出 し 速 度 を 表 し ま す 。  

 

■ 小 命 令 サ イ ク ル タ イ ム （ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
・ ２ ５ ０ ｎ ｓ （ １ ２ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ７ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

・ ３ ０ ０ ｎ ｓ （ １ ０ Ｍ Ｈ ｚ ， Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ２ ～ ５ ． ５ Ｖ )  

 

■ ポ ー ト  
・ ノ ー マ ル 耐 圧 入 出 力 ポ ー ト  

１ ビ ッ ト 単 位 で 入 出 力 指 定 可 能   １ １ （ Ｐ １ ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ７ ０ ）  
４ ビ ッ ト 単 位 で 入 出 力 指 定 可 能   ８ （ Ｐ ０ ｎ ）  

・ 発 振 ／ 入 力 専 用 ポ ー ト     ２ （ Ｃ Ｆ １ ／ Ｘ Ｔ １ ， Ｃ Ｆ ２ ／ Ｘ Ｔ ２ ）  
・ リ セ ッ ト 端 子       １ （ Ｒ Ｅ Ｓ ）  
・ 電 源 端 子       ２ （ Ｖ Ｓ Ｓ １ ， Ｖ Ｄ Ｄ １ ）  
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■ タ イ マ  
・ タ イ マ ０ ： キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き の １ ６ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ  

モ ー ド ０ ： ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス

タ 付 ） × ２ チ ャ ネ ル  

モ ー ド １ ： ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス

タ 付 ） ＋ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 ）  

モ ー ド ２ ： ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 １ ６ ビ ッ ト タ イ マ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ

ス タ 付 ）  

モ ー ド ３ ： １ ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 ）  

・ タ イ マ ６ ： ６ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 ）  

・ タ イ マ ７ ： ６ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト タ イ マ （ ト グ ル 出 力 付 ）  
 

■ Ｓ Ｉ Ｏ  

・ Ｓ Ｉ Ｏ １ ： ８ ビ ッ ト 非 同 期 ／ 同 期 式 シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス  

モ ー ド ０ ： 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ Ｏ  

（ ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 ， 転 送 ク ロ ッ ク ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モ ー ド １ ： 非 同 期 シ リ ア ル Ｉ Ｏ  

（ 半 二 重 ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， ス ト ッ プ ビ ッ ト １ ， ボ ー レ ー ト ８ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モ ー ド ２ ： バ ス モ ー ド １ （ ス タ ー ト ビ ッ ト ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， 転 送 ク ロ ッ ク ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モ ー ド ３ ： バ ス モ ー ド ２ （ ス タ ー ト 検 出 ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， ス ト ッ プ 検 出 ）  
 

■ Ａ Ｄ コ ン バ ー タ ： １ ２ ビ ッ ト × ８ チ ャ ネ ル  

 ・ １ ２ ／ ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 分 解 能 切 り 替 え  
 

■ リ モ コ ン 受 信 回 路 （ Ｐ １ ５ ／ Ｓ Ｃ Ｋ １ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ 端 子 と 共 用 ）  
・ノイズ除 去 機 能 （ノイズ除 去 フィルタの時 定 数 選 択 ：１Ｔｃｙｃ／３２Ｔ ｃ ｙ ｃ ／１２８Ｔｃｙｃ） 

 

■ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ  
・ Ｒ Ｃ 外 付 け に よ る ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ  
・ 割 り 込 み ， リ セ ッ ト の 選 択 可 能  

 

■ 割 り 込 み  
・ １ ２ 要 因 ８ ベ ク タ  

① 割 り 込 み は 低 レ ベ ル （ Ｌ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｈ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｘ ） の ３ レ ベ ル の 多 重 割 り

込 み 制 御 。 割 り 込 み 処 理 中 に 、 同 一 レ ベ ル ま た は 下 位 の レ ベ ル の 割 り 込 み 要

求 が 入 っ て も 受 け 付 け ら れ ま せ ん 。  

② ２ つ 以 上 の ベ ク タ ア ド レ ス へ の 割 り 込 み 要 求 が 同 時 に 発 生 し た 場 合 、 レ ベ ル の 高

い も の が 優 先 さ れ ま す 。 ま た 、 同 一 レ ベ ル で は 飛 び 先 ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い 方 の

割 り 込 み が 優 先 さ れ ま す 。  

 

Ｎｏ． ベクタ 選択レベル 割り込み要因 

１ ００００３Ｈ ＸまたはＬ ＩＮＴ０ 

２ ００００ＢＨ ＸまたはＬ ＩＮＴ１ 

３ ０００１３Ｈ ＨまたはＬ ＩＮＴ２／Ｔ０Ｌ／ＩＮＴ４ 

４ ０００１ＢＨ ＨまたはＬ ＩＮＴ３ 

５ ０００２３Ｈ ＨまたはＬ Ｔ０Ｈ 

６ ０００２ＢＨ ＨまたはＬ なし 

７ ０００３３Ｈ ＨまたはＬ なし 

８ ０００３ＢＨ ＨまたはＬ ＳＩＯ１ 

９ ０００４３Ｈ ＨまたはＬ ＡＤＣ／Ｔ６／Ｔ７ 

１０ ０００４ＢＨ ＨまたはＬ ポート０ 

・ 優 先 レベル Ｘ＞Ｈ ＞Ｌ 

・同 一 レベルではベクタアドレスの小 さいものが優 先  
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■ サ ブ ル ー チ ン ス タ ッ ク レ ベ ル ： 大 ６ ４ レ ベ ル （ ス タ ッ ク は Ｒ Ａ Ｍ の 中 に 設 定 ）  
 

■ 高 速 乗 除 算 命 令  
・ １ ６ ビ ッ ト ×  ８ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ：  ５ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
・ ２ ４ ビ ッ ト × １ ６ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ： １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
・ １ ６ ビ ッ ト ÷  ８ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ：  ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
・ ２ ４ ビ ッ ト ÷ １ ６ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ： １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
 

■ 発 振 回 路  
・ 内 蔵 発 振 回 路  

① 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路   ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 （ １ Ｍ Ｈ ｚ ）  
② 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路  ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 （ ８ Ｍ Ｈ ｚ ）  

・ 外 部 発 振 回 路  
① 高 速 Ｃ Ｆ 発 振 回 路   ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 ， Ｒ ｆ 内 蔵  

シ ス テ ム リ セ ッ ト 状 態 で の Ｃ Ｆ 発 振 回 路 は 動 作 を 停 止 し 、 リ セ ッ ト 解 除 後 Ｃ Ｆ 発 振

回 路 の 動 作 を 開 始 し ま す 。  

 

■ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 機 能  
・ 低 消 費 電 流 動 作 可 能  
・ 小 命 令 サ イ ク ル で ３ ０ ０ ｎ ｓ ， ６ ０ ０ ｎ ｓ ， １ ． ２ μ ｓ ， ２ ． ４ μ ｓ ， ４ ． ８ μ ｓ ， ９ ． ６ μ ｓ ，  

１ ９ ． ２ μ ｓ ， ３ ８ ． ４ μ ｓ ， ７ ６ ． ８ μ ｓ の 選 択 が 可 能 （ メ イ ン ク ロ ッ ク １ ０ Ｍ Ｈ ｚ 使 用 時 ）  
 
■ 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路  

・ パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ） 機 能  
① Ｐ Ｏ Ｒ は 電 源 投 入 時 の み リ セ ッ ト が か か り ま す 。  
② ＰＯＲの解 除 レベルを８レベル（１．６７Ｖ，１．９７Ｖ，２．０７Ｖ，２．３７Ｖ，２．５７Ｖ，２．８７Ｖ，

３．８６Ｖ，４．３５Ｖ）オプションにて切 り替 え可 能 。  
・ 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト （ Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能  

① Ｌ Ｖ Ｄ は Ｐ Ｏ Ｒ と の 併 用 に よ り 、 電 源 投 入 時 と 電 源 低 下 時 と も に リ セ ッ ト が か か り ま す 。  
② Ｌ Ｖ Ｄ 機 能 を 使 用 す る ／ 使 用 し な い と 低 電 圧 検 知 レ ベ ル を ７ レ ベ ル （ １ ． ９ １ Ｖ ， ２ ． ０ １ Ｖ ，

２．３１Ｖ，２．５１Ｖ，２．８１Ｖ，３．７９Ｖ，４．２８Ｖ）オプションにて切 り替 え可 能 。  
 

■ ス タ ン バ イ 機 能  
・ Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド ： 命 令 実 行 停 止 ， 周 辺 回 路 動 作 継 続  

① 発 振 の 停 止 は 自 動 的 に は 行 い ま せ ん 。  
② Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド を 解 除 す る に は 次 の ４ つ の 方 法 が あ り ま す 。  

( 1 ) リ セ ッ ト 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を 入 力 す る 。  

( 2 ) 低 電 圧 検 知 に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 3 ) ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 4 ) 割 り 込 み の 発 生 。  

 
・ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド ： 命 令 実 行 停 止 ， 周 辺 回 路 動 作 停 止  

① Ｃ Ｆ 発 振 ， 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 の い ず れ も 自 動 的 に 停 止 し ま す 。  
② Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド を 解 除 す る に は 次 の ５ つ の 方 法 が あ り ま す 。  

( 1 ) リ セ ッ ト 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を 入 力 す る 。  

( 2 ) 低 電 圧 検 知 に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  

( 3 ) ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ る リ セ ッ ト 発 生 。  
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( 4 ) Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ の 何 れ か で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

※ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ は レ ベ ル 検 出 設 定 に 限 る 。  

( 5 ) ポ ー ト ０ で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

 
■ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 機 能 （ フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ 版 ）  

・ タ ー ゲ ッ ト 基 板 に 実 装 状 態 で ソ フ ト デ バ ッ グ 可 能  

・ 小 ピ ン 対 応 に 合 わ せ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ ・ タ ー ミ ナ ル は ２ チ ャ ネ ル 装 備 。  

  Ｄ Ｂ Ｇ Ｐ ０ （ Ｐ ０ ） ， Ｄ Ｂ Ｇ Ｐ １ （ Ｐ １ ）  

 

■ デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ 機 能 （ フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ 版 ）  

・ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ に 書 き 込 ま れ て い る プ ロ グ ラ ム デ ー タ の 不 正 読 出 し や コ ピ ー を 防 止  

（ 注 ） デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ 機 能 に は 絶 対 的 な セ キ ュ リ テ ィ は あ り ま せ ん 。  

 

■ 出 荷 形 態  
・ Ｍ Ｆ Ｐ ２ ４ Ｓ （ ３ ０ ０ ｍ ｉ ｌ ） 『 鉛 フ リ ー ・ ハ ロ ゲ ン フ リ ー 仕 様 品 』  

・ Ｓ Ｓ Ｏ Ｐ ２ ４ （ ２ ２ ５ ｍ ｉ ｌ ） 『 鉛 フ リ ー ・ ハ ロ ゲ ン フ リ ー 仕 様 品 』  

 
■ 開 発 ツ ー ル  

・ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ  ：  Ｔ Ｃ Ｂ ８ ７  Ｔ ｙ ｐ ｅ Ｂ ＋ Ｌ Ｃ ８ ７ Ｆ ２ Ｒ ０ ４ Ａ  
：  Ｔ Ｃ Ｂ ８ ７  Ｔ ｙ ｐ ｅ Ｃ （ ３ 線 用 ケ ー ブ ル ） ＋ Ｌ Ｃ ８ ７ Ｆ ２ Ｒ ０ ４ Ａ  

  

■ 書 き 込 み 基 板  

パ ッ ケ ー ジ  書 き 込 み 基 板  

M F P 2 4 S  W 8 7 F 2 G M  

S S O P 2 4  W 8 7 F 2 G S  
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１ - ３  ピン配 置 図  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ｓ Ａ Ｎ Ｙ Ｏ  ： Ｍ Ｆ Ｐ ２ ４ Ｓ ／ Ｓ Ｓ Ｏ Ｐ ２ ４  『 鉛 フ リ ー ・ ハ ロ ゲ ン フ リ ー 仕 様 品 』  
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１ - ４  システムブロック図  
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１ - ５  端 子 機 能 表  

 
端子名 Ｉ／Ｏ 機能説明 オプション

ＶＳＳ１ － 電源の－端子 なし 

ＶＤＤ１ － 電源の＋端子 なし 

ポート０ 

Ｐ００～Ｐ０７ 

Ｉ／Ｏ ・８ビットの入出力ポート 
・４ビット単位の入出力指定可能 
・４ビット単位のプルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・ＨＯＬＤ解除入力 
・ポート０割り込み入力 
・端子機能 

Ｐ０６ ： タイマ６トグル出力 

Ｐ０７ ： タイマ７トグル出力 

Ｐ００（ＡＮ０）～Ｐ０６（ＡＮ６） ： ＡＤ変換入力ポート 

Ｐ０５（ＤＢＧＰ００）～Ｐ０７（ＤＢＧＰ０２） ： オンチップデバッガ-０用端子 

あり 

ポート１ ・８ビットの入出力ポート 
・１ビット単位の入出力指定可能 
・１ビット単位のプルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・端子機能 

Ｐ１３ ： ＳＩＯ１データ出力 
Ｐ１４ ： ＳＩＯ１データ入力／バス入出力 
Ｐ１５ ： ＳＩＯ１クロック入出力／ＩＮＴ３入力（ノイズフィルタ付入力）／ 

タイマ０イベント入力／タイマ０Ｈキャプチャ入力 
Ｐ１６ ： ＩＮＴ２入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ０イベント入力／ 

タイマ０Ｌキャプチャ入力 
Ｐ１７ ： ＩＮＴ１入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ０Ｈキャプチャ入力 
Ｐ１５（ＤＢＧＰ１０）～Ｐ１３（ＤＢＧＰ１２） ： オンチップデバッガ-１用端子 

インタラプト受付形式 

 立ち上がり 立ち下がり
立ち上がり
立ち下がり

Ｈレベル Ｌレベル 

ＩＮＴ１ 
ＩＮＴ２ 
ＩＮＴ３ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

× 
○ 
○ 

○ 
× 
× 

○ 
× 
× 

 

Ｐ１０～Ｐ１７ 

Ｉ／Ｏ 

 

あり 

ポート２ ・２ビットの入出力ポート 
・１ビット単位の入出力指定可能 
・１ビット単位のプルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・端子機能 

Ｐ２０，Ｐ２１ ： ＩＮＴ４入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ０Ｌキャプチャ入力 
／タイマ０Ｈキャプチャ入力 

インタラプト受付形式 

 
立ち上がり 立ち下がり

立ち上がり
立ち下がり

Ｈレベル Ｌレベル 

ＩＮＴ４ ○ ○ ○ × × 
 

Ｐ２０，Ｐ２１ 

Ｉ／Ｏ 

 

あり 

ポート７ ・１ビットの入出力ポート 
・入出力指定可能 
・プルアップ抵抗 ＯＮ／ＯＦＦ可能 
・端子機能 

Ｐ７０ ： ＩＮＴ０入力／ＨＯＬＤ解除入力／タイマ０Ｌキャプチャ入力 
／ウォッチドッグタイマ用出力 

Ｐ７０（ＡＮ８） ： ＡＤ変換入力ポート 
インタラプト受付形式 

 立ち上がり 立ち下がり
立ち上がり
立ち下がり

Ｈレベル Ｌレベル 

ＩＮＴ０ ○ ○ × ○ ○ 

 

Ｐ７０ 

Ｉ／Ｏ 

 

なし 

（次ページへ） 
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端子名 Ｉ／Ｏ 機能説明 オプション

RES  Ｉ／Ｏ 外部リセット入力／内部リセット出力端子 なし 

ＣＦ１ Ｉ ・セラミック発振子用入力端子 

・端子機能 

汎用入力ポート 

なし 

ＣＦ２ Ｉ／Ｏ ・セラミック発振子用出力端子 

・端子機能 

汎用入力ポート 

なし 

 

１ - ６  オンチップデバッガ端 子 処 理  

オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 端 子 処 理 に 関 し て は 、 別 マ ニ ュ ア ル 【 オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ Ｒ Ｄ ８ ７ 導

入 資 料 】 、 【 L C 8 7 2 0 0 0 シ リ ー ズ  端 子 処 理 資 料 】 を ご 参 照 く だ さ い 。  

 
 

１ - ７  未 使 用 端 子 の推 奨 処 理  

 

未使用時の推奨処理 
端子名 

基板 ソフトウェア 

P00～P07 OPEN 出力Low設定 

P10～P17 OPEN 出力Low設定 

P20～P21 OPEN 出力Low設定 

P70 OPEN 出力Low設定 

CF1 100kΩ以下の抵抗でプルダウン 汎用入力設定 

CF2 100kΩ以下の抵抗でプルダウン 汎用入力設定 

 

１ - ８  ポート出 力 形 態  

ポ ー ト の 出 力 形 態 と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 有 無 を 以 下 に 示 し ま す 。  
な お 、 入 力 ポ ー ト で の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト が 出 力 モ ー ド 時 で も 可 能 で す 。  
 

ポート名 
オプション 

切替単位 

オプション 

種類 
出力形式 プルアップ抵抗 

１ ＣＭＯＳ プログラマブル（注１） Ｐ００～Ｐ０７ １ビット単位 

２ Ｎｃｈ－オープンドレイン なし 

１ ＣＭＯＳ プログラマブル Ｐ１０～Ｐ１７ 

Ｐ２０，Ｐ２１ 

 

１ビット単位 

２ Ｎｃｈ－オープンドレイン プログラマブル 

Ｐ７０ － なし Ｎｃｈ－オープンドレイン プログラマブル 

注１ ポ ー ト ０ の プ ロ グ ラ マ ブ ル プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 有 無 と Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ ／  

Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ 切 り 替 え は 、 共 に ニ ブ ル （ ４ ビ ッ ト ） 単 位 （ Ｐ ０ ０ ～ ０ ３ ，

Ｐ ０ ４ ～ ０ ７ ） の 制 御 と な り ま す 。  
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１ - ９  ユーザオプション一 覧 表  

 

オプション名 オプション種類 
マスク版

※１ 
フラッシュ版

オプション 

切り替え単位
指定する内容 

ポート出力形式 

P00～P07 ○ ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch-オープンドレイン 

P10～P17 ○ ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch-オープンドレイン 

P20～P21 ○ ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch-オープンドレイン 

プログラム 

スタート番地 
- 

× 

※２ 
○ - 

00000h 

01E00h 

低電圧検知 

リセット機能 

検知機能 ○ ○ - 
許可:使用する 

禁止:使用しない 

検知レベル ○ ○ - 7 レベル 

パワーオン 

リセット機能 

パワーオンリセッ

ト 

レベル 

○ ○ - 8 レベル 

※ １  ：  マ ス ク オ プ シ ョ ン と し て の 選 択 に な り ま す の で マ ス ク 完 成 後 の 変 更 は で き ま せ ん 。  

※ ２  ：  マ ス ク 版 の プ ロ グ ラ ム ス タ ー ト 番 地 は ０ ０ ０ ０ ０ ｈ に な り ま す 。  
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２ 内 部 システム構 成  
 

２ - １ メモリ空 間  

 

Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 次 の ３ 種 類 の メ モ リ 空 間 を 持 ち ま す 。  

① プ ロ グ ラ ム メ モ リ 空 間  ２ ５ ６ Ｋ バ イ ト （ １ ２ ８ Ｋ バ イ ト × ２ バ ン ク ）  

② 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間  ６ ４ Ｋ バ イ ト （ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｈ の う ち ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ が ス

タ ッ ク エ リ ア 兼 用 ） 。  

③ 外 部 デ ー タ メ モ リ 空 間  １ ６ Ｍ バ イ ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ） Ｓ Ｆ Ｒ ： ア キ ュ ム レ ー タ 等 の 特 殊 機 能 レ ジ ス タ の 配 置 さ れ て い る 領 域 （ Ａ Ｐ Ｐ Ｅ Ｎ Ｄ Ｉ Ｘ   

Ａ － Ｉ 参 照 ）  

図 ２ － １ － １   メ モ リ 空 間  

 

２ - ２ プログラムカウンタ（ＰＣ）  

 

プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ （ Ｐ Ｃ ） は １ ７ ビ ッ ト で 構 成 さ れ て 、 そ の ほ か に バ ン ク フ ラ グ Ｂ Ｎ Ｋ が あ り 、

Ｂ Ｎ Ｋ の 値 で バ ン ク が 変 化 し ま す 。 Ｐ Ｃ の 下 位 １ ７ ビ ッ ト に よ り 、 バ ン ク 内 の １ ２ ８ Ｋ の Ｒ Ｏ Ｍ

空 間 が リ ニ ア に ア ク セ ス で き ま す 。  
通 常 、 Ｐ Ｃ は 命 令 実 行 毎 に バ ン ク 内 で 自 動 的 に 進 み ま す 。 バ ン ク の 切 り 替 え は ス タ ッ ク

に ア ド レ ス を プ ッ シ ュ し て 、 リ タ ー ン 命 令 を 実 行 す る こ と で 行 い ま す 。  
分 岐 命 令 ， サ ブ ル ー チ ン 命 令 の 実 行 時 、 割 り 込 み 受 け 付 け 時 や リ セ ッ ト 時 に は 、 各 動

作 に 応 じ た 値 が Ｐ Ｃ に 設 定 さ れ ま す 。  
各 動 作 に お け る Ｐ Ｃ の 設 定 デ ー タ を 表 ２ － ２ － １ に 示 し ま す 。  
 

アドレス

アドレス プログラムメモリ空間 
3FFFFH 

1FFFFH 

00000H 

ROM バンク 1 
128KB 

ROM バンク 0 
128KB 

アドレス 外部データメモリ空間

FFFFFFH 

000000H 

RAM 
16MB 

内部データメモリ空間

FFFFH

FF00H

FEFFH

FE00H

FDFFH

0000H

システム 
予約領域

SFR（8 ビット）
（一部 9 ビット）

RAM／スタック
64KB 

（9 ビット構成）
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表 ２ － ２ － １  Ｐ Ｃ 設 定 値  
動作の種類 ＰＣの値 ＢＮＫの値 

00000H 0 リセット（注） 
01E00H 0 

INT0 00003H 0 
INT1 0000BH 0 
INT2／T0L／INT4 00013H 0 
INT3 0001BH 0 
T0H 00023H 0 
なし 0002BH 0 
なし 00033H 0 
SIO1 0003BH 0 
ADC／T6／T7 00043H 0 

割
り
込
み 

ポート 0 0004BH 0 
JUMP  a17 PC=a17 不変 無条件分岐命令 
BR     r12 PC=PC+2+r12[-2048～+2047] 不変 

条件分岐命令 BE,BNE,DBNZ,DBZ,BZ,BNZ,
BZW,BNZW,BP,BN,BPC 

PC=PC+nb+r8[-128～+127] 
nb：命令のバイト数 

不変 

CALL   a17 PC=a17 不変 
RCALL  r12 PC=PC+2+r12[-2048～+2047] 不変 

ＣＡＬＬ命令 

RCALLA PC=PC+1+Areg[0～+255] 不変 
リターン命令 RET,RETI PC16～08=(SP), 

PC07～00=(SP-1) 
(SP)はスタックポインタの値ＳＰで
指示されるＲＡＭの内容。 

BNK は 
(SP-1)の 
ビット８ 

通常命令 NOP,MOV,ADD,… PC=PC+nb 
nb：命令のバイト数 

不変 

（ 注 ） フ ラ ッ シ ュ 版 で は 、 ユ ー ザ オ プ シ ョ ン 設 定 に よ り 、 リ セ ッ ト 時 の プ ロ グ ラ ム ス タ ー ト ア ド

レ ス を 選 択 す る こ と が で き ま す 。 マ ス ク 版 で は 、 ０ ０ ０ ０ ０ Ｈ 番 地 固 定 と な り ま す 。  

 

２ - ３ プログラムメモリ（ＲＯＭ）  

 
プ ロ グ ラ ム メ モ リ 空 間 は ２ ５ ６ Ｋ バ イ ト あ り ま す が 、 実 際 に 内 蔵 し て い る Ｒ Ｏ Ｍ は 機 種 に よ り

異 な り ま す 。 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照 命 令 （ Ｌ Ｄ Ｃ ） で バ ン ク 内 の 全 て の Ｒ Ｏ Ｍ デ ー タ を 参 照

で き ま す 。 Ｒ Ｏ Ｍ 空 間 の う ち Ｒ Ｏ Ｍ バ ン ク ０ の ２ ５ ６ バ イ ト （ Ｌ Ｃ ８ ７ ２ Ｒ ０ ０ シ リ ー ズ ： １ Ｆ ０ ０ Ｈ

～ １ Ｆ Ｆ Ｆ Ｈ ） を オ プ シ ョ ン 指 定 領 域 と し て 使 用 し ま す の で 、 こ の 領 域 は プ ロ グ ラ ム 領 域 と

し て 使 え ま せ ん 。  
 
 

２ - ４ 内 部 データメモリ（ＲＡＭ）  

 
内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 は ６ ４ Ｋ バ イ ト あ り ま す が 、 実 際 に 内 蔵 し て い る Ｒ Ａ Ｍ は 機 種 に よ り

異 な り ま す 。 Ｒ Ａ Ｍ の ビ ッ ト 長 は 、 １ ２ ８ Ｋ の Ｒ Ｏ Ｍ 空 間 を 実 現 す る た め に ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ

Ｆ Ｈ で は ９ ビ ッ ト で 、 Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｈ で は ８ ビ ッ ト ま た は ９ ビ ッ ト で す 。 な お 、 Ｒ Ａ Ｍ の ９

ビ ッ ト 目 は Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ を 使 用 し 、 読 み 書 き で き ま す 。  
Ｒ Ａ Ｍ の ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ ０ ０ ７ Ｆ Ｈ の １ ２ ８ バ イ ト は ２ バ イ ト ず つ ペ ア に な り ６ ４ 個 の 間 接 ア ド レ ス レ

ジ ス タ と し て も 使 用 で き ま す 。 こ れ ら 間 接 レ ジ ス タ の ビ ッ ト 長 は 通 常 １ ６ ビ ッ ト （ ８ ビ ッ ト × ２ ）

と し て 扱 わ れ ま す が 、 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照 命 令 （ Ｌ Ｄ Ｃ ） で 使 用 す る 時 は １ ７ ビ ッ ト （ ９ ビ ッ ト

( 上 位 ) ＋ ８ ビ ッ ト ( 下 位 ) ） と な り ま す 。  
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図 ２ － ４ － １ に 示 す よ う に 、 Ｒ Ａ Ｍ の ア ド レ ス に よ り 使 用 で き る 命 令 が 異 な り ま す 。 こ れ ら の

命 令 を 使 い 分 け る こ と に よ っ て 、 使 用 Ｒ Ｏ Ｍ ／ 実 行 ス ピ ー ド の 効 率 化 が 図 れ ま す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２ － ４ － １   Ｒ Ａ Ｍ ア ド レ ッ シ ン グ マ ッ プ  
 

ま た 、 サ ブ ル ー チ ン 呼 び 出 し 命 令 や イ ン タ ラ プ ト で Ｐ Ｃ が Ｒ Ａ Ｍ に 格 納 さ れ る 時 に は 、 現

在 の ス タ ッ ク ポ イ ン タ の 値 を Ｓ Ｐ と す る と 、 Ｒ Ａ Ｍ の Ｓ Ｐ ＋ １ に Ｂ Ｎ Ｋ の 値 と Ｐ Ｃ （ １ ７ ビ ッ ト ） の

下 位 ８ ビ ッ ト が 、 Ｓ Ｐ ＋ ２ に Ｐ Ｃ の 上 位 ９ ビ ッ ト が 格 納 さ れ 、 Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ ２ と な り ま す 。  
 

２ - ５ アキュムレータ／Ａレジスタ（ＡＣＣ／Ａ）  

 
ア キ ュ ム レ ー タ （ Ａ Ｃ Ｃ ） は Ａ レ ジ ス タ と も 呼 ば れ 、 デ ー タ の 演 算 ， 転 送 ， 入 出 力 の 処 理 が

行 わ れ る の に 使 用 さ れ る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 の Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ 番 地

に 割 り 当 て ら れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ Ｈ に 初 期 化 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE00 0000 0000 R/W AREG AREG7 AREG6 AREG5 AREG4 AREG3 AREG2 AREG1 AREG0

 

２ - ６ Ｂレジスタ（Ｂ）  

 
Ｂ レ ジ ス タ は １ ６ ビ ッ ト 演 算 命 令 で は 、 Ａ Ｃ Ｃ と 組 み 合 わ せ て １ ６ ビ ッ ト の 演 算 用 レ ジ ス タ と

な り ま す 。 ま た 、 乗 除 算 命 令 で は 、 Ａ Ｃ Ｃ ， Ｃ レ ジ ス タ と と も に 、 結 果 の 格 納 に 使 わ れ ま す 。

さ ら に 、 外 部 メ モ リ ア ク セ ス 命 令 （ Ｌ Ｄ Ｘ ， Ｓ Ｔ Ｘ ） で は 、 ２ ４ ビ ッ ト ア ド レ ス の 上 位 ８ ビ ッ ト の

指 定 を 行 い ま す 。  
Ｂ レ ジ ス タ は 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 の Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ 番 地 に 割 り 当 て ら れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ Ｈ

に 初 期 化 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE01 0000 0000 R/W BREG BREG7 BREG6 BREG5 BREG4 BREG3 BREG2 BREG1 BREG0

システム予約領域 

FFFFH 

FF00H 
FEFFH 

0000H 

SFR 領域 
*8 ビット長 

*注）一部に 9 ビット長のレジスタあり 

RAM／スタック領域 
9 ビット長 

FE00H 
FDFFH 

2000H 
1FFFH 

0200H 
01FFH 

0100H 
00FFH 

ビット命令直接（ロング）

ビット命令直接（ショート） 
ビット命令以外直接（ロング）／間接，16 ビット演算命令直接／間接 

ビット命令以外直接（ショート）
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２ - ７ Ｃレジスタ（Ｃ）  
 
Ｃ レ ジ ス タ は 、 乗 除 算 命 令 で は 、 Ａ Ｃ Ｃ ， Ｂ レ ジ ス タ と と も に 、 結 果 の 格 納 に 使 わ れ ま す 。

さ ら に 、 Ｃ レ ジ ス タ ・ オ フ セ ッ ト 間 接 命 令 で は 、 間 接 レ ジ ス タ の 内 容 に 対 す る オ フ セ ッ ト

デ ー タ （ － １ ２ ８ ～ ＋ １ ２ ７ ） を 格 納 し ま す 。  
Ｃ レ ジ ス タ は 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 の Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ 番 地 に 割 り 当 て ら れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ Ｈ

に 初 期 化 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE02 0000 0000 R/W CREG CREG7 CREG6 CREG5 CREG4 CREG3 CREG2 CREG1 CREG0

 

２ - ８ プログラムステータスワード（ＰＳＷ）  
 
プ ロ グ ラ ム ス テ ー タ ス ワ ー ド （ Ｐ Ｓ Ｗ ） は 、 演 算 結 果 の 状 態 を 示 す フ ラ グ と Ｒ Ａ Ｍ の ９ ビ ッ ト

目 を ア ク セ ス す る フ ラ グ と Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ 命 令 時 の バ ン ク 指 定 の フ ラ グ か ら 構 成 さ れ て い ま す 。  
Ｐ Ｓ Ｗ は 内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 の Ｆ Ｅ ０ ６ Ｈ 番 地 に 割 り 当 て ら れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ Ｈ に 初

期 化 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE06 0000 0000 R/W PSW CY AC PSWB5 PSWB4 LDCBNK OV P1 PARITY
 
Ｃ Ｙ （ ビ ッ ト ７ ） ： キ ャ リ ー フ ラ グ  

Ｃ Ｙ は 、 演 算 の 実 行 に よ り キ ャ リ ー が 生 じ た 時 セ ッ ト （ １ ） さ れ 、 生 じ な か っ た

時 ク リ ア （ ０ ） さ れ ま す 。 キ ャ リ ー に は 次 の 種 類 が あ り ま す 。  
① 加 算 結 果 の キ ャ リ ー  
② 減 算 結 果 の ボ ロ ー  
③ 比 較 結 果 の ボ ロ ー  
④ ロ ー テ ー ト の キ ャ リ ー  

但 し 、 命 令 に よ っ て は フ ラ グ が 変 化 し な い 場 合 が あ り ま す 。  
 
Ａ Ｃ （ ビ ッ ト ６ ） ： 補 助 キ ャ リ ー フ ラ グ  

Ａ Ｃ は 、 加 減 算 の 実 行 に よ り ビ ッ ト ３ （ １ ６ ビ ッ ト 演 算 で は 上 位 バ イ ト の ビ ッ ト

３ ） に キ ャ リ ー ま た は ボ ロ ー が 生 じ た 時 セ ッ ト （ １ ） さ れ 、 生 じ な か っ た 時 ク リ ア

（ ０ ） さ れ ま す 。  
但 し 、 命 令 に よ っ て は フ ラ グ が 変 化 し な い 場 合 が あ り ま す 。  

 
Ｐ Ｓ Ｗ Ｂ ５ ， ４ （ ビ ッ ト ５ ， ４ ） ： ユ ー ザ ビ ッ ト  

命 令 で リ ー ド ／ ラ イ ト で き ま す の で 、 ご 自 由 に お 使 い く だ さ い 。  
 
Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ （ ビ ッ ト ３ ） ： テ ー ブ ル 参 照 命 令 （ Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ ） 用 バ ン ク フ ラ グ  

テーブル参 照 命 令 でプログラムＲＯＭを読 む時 の ＲＯＭバンク を指 定 します。  
（ ０ ： Ｒ Ｏ Ｍ － Ａ Ｄ Ｒ ＝ ０ ～ １ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ   １ ： Ｒ Ｏ Ｍ － Ａ Ｄ Ｒ ＝ ２ ０ ０ ０ ０ ～ ３ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ ）  

 
Ｏ Ｖ （ ビ ッ ト ２ ） ： オ ー バ フ ロ ー フ ラ グ  

Ｏ Ｖ は 、 算 術 演 算 の 実 行 に よ り オ ー バ フ ロ ー が 生 じ た 時 セ ッ ト （ １ ） さ れ 、 生

じ な か っ た 時 ク リ ア （ ０ ） さ れ ま す 。 オ ー バ フ ロ ー が 生 じ る 場 合 に は 次 の 種 類

が あ り ま す 。  
① Ｍ Ｓ Ｂ を 符 号 ビ ッ ト と し た 時 、 負 数 ＋ 負 数 ま た は 負 数 － 正 数 の 結 果 が

正 数 と な っ た 時  
② Ｍ Ｓ Ｂ を 符 号 ビ ッ ト と し た 時 、 正 数 ＋ 正 数 ま た は 正 数 － 負 数 の 結 果 が

負 数 と な っ た 時  
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③ １ ６ ビ ッ ト × ８ ビ ッ ト の 乗 算 結 果 の 上 位 ８ ビ ッ ト の 値 が ０ で な い 時  
④ ２ ４ ビ ッ ト × １ ６ ビ ッ ト の 乗 算 結 果 の 上 位 １ ６ ビ ッ ト の 値 が ０ で な い 時  
⑤ 除 算 で 除 数 が ０ の 時  

但 し 、 命 令 に よ っ て は フ ラ グ が 変 化 し な い 場 合 が あ り ま す 。  
 
Ｐ １ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｒ Ａ Ｍ ビ ッ ト ８ デ ー タ フ ラ グ  

Ｐ １ は 、 ９ ビ ッ ト で 構 成 さ れ る 内 部 デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ （ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ） の ビ ッ ト

８ を 操 作 す る の に 使 い ま す 。 命 令 に よ り 動 作 が 異 な り ま す 。 詳 し く は 、 表 ２

－ ４ － １ を 参 照 し て く だ さ い 。  
 
Ｐ Ａ Ｒ Ｉ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト ０ ） ： パ リ テ ィ フ ラ グ  

ア キ ュ ム レ ー タ （ Ａ レ ジ ス タ ） の パ リ テ ィ を 示 し ま す 。  
Ａ レ ジ ス タ の ビ ッ ト 状 態 が 、 “ １ ” が 奇 数 個 の 場 合 に パ リ テ ィ フ ラ グ が セ ッ ト

（ １ ） さ れ ま す 。 ま た 、 “ １ ” が 偶 数 個 の 場 合 に は 、 パ リ テ ィ フ ラ グ が リ セ ッ ト （ ０ ）

さ れ ま す 。  
 

２ - ９ スタックポインタ（ＳＰ）  

 
Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は Ｒ Ａ Ｍ の ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ を ス タ ッ ク 領 域 と し て 使 用 で き ま す 。

但 し 、 内 蔵 し て い る Ｒ Ａ Ｍ サ イ ズ は 機 種 に よ り 異 な り ま す 。  
Ｓ Ｐ は １ ６ ビ ッ ト 長 で 、 Ｓ Ｐ Ｌ （ Ｆ Ｅ ０ Ａ 番 地 ） と Ｓ Ｐ Ｈ （ Ｆ Ｅ ０ Ｂ 番 地 ） の ２ つ の レ ジ ス タ で 構 成 さ

れ 、 リ セ ッ ト 時 に は ０ ０ ０ ０ Ｈ に 初 期 化 さ れ ま す 。  
Ｓ Ｐ は 、 ス タ ッ ク メ モ リ に デ ー タ を 待 避 す る 前 に ＋ １ さ れ 、 デ ー タ を ス タ ッ ク メ モ リ か ら 復 帰 し

た 後 で － １ さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0A 0000 0000 R/W SPL SP7 SP6 SP5 SP4 SP3 SP2 SP1 SP0 

FE0B 0000 0000 R/W SPH SP15 SP14 SP13 SP12 SP11 SP10 SP9 SP8 

Ｓ Ｐ の 値 は 以 下 の よ う に 変 化 し ま す 。  
① Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ 命 令 実 行 時  ： Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ １ ， Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｄ Ａ Ｔ Ａ  
② Ｃ Ａ Ｌ Ｌ 命 令 実 行 時  ： Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ １ ， Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｒ Ｏ Ｍ Ｂ Ａ Ｎ Ｋ ＋ Ａ Ｄ Ｌ  

Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ １ ， Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ａ Ｄ Ｈ  
③ Ｐ Ｏ Ｐ 命 令 実 行 時  ： Ｄ Ａ Ｔ Ａ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － １  
④ Ｒ Ｅ Ｔ 命 令 実 行 時  ： Ａ Ｄ Ｈ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － １  

Ｒ Ｏ Ｍ Ｂ Ａ Ｎ Ｋ + Ａ Ｄ Ｌ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － １  
 

２ - １０ 間 接 アドレスレジスタ  

Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 間 接 レ ジ ス タ の 内 容 を 用 い た 番 地 指 定 機 能 （ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア

ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド ） を ３ 種 類 （ [ Ｒ ｎ ] ， [ Ｒ ｎ ＋ Ｃ ] ， [ ｏ ｆ ｆ ] ） 持 っ て い ま す 。 ( ア ド レ ッ シ ン グ ・

モ ー ド に つ い て は ２ ‐ １ １ 項 参 照 ) こ の 時 使 用 さ れ る の が 、 Ｒ Ａ Ｍ の ０ ～ ７ Ｅ Ｈ 番 地 に ２ バ イ ト

構 成 で ６ ４ 個 （ Ｒ ０ ～ Ｒ ６ ３ ） 存 在 す る 間 接 レ ジ ス タ で す 。 間 接 レ ジ ス タ は 、 汎 用 レ ジ ス タ （ ２

バ イ ト デ ー タの 待 避 用 等 ） と し ても 使 用 で き ます 。 も ち ろん、 間 接 レ ジス タ と し て 使 用 し な い

場 合 に は 、通 常 Ｒ Ａ Ｍ （ １ バ イ ト （ ９ビ ッ ト ） デ ータ 単 位 ） と し て 使 用 で き ま す 。 Ｒ ０ ～ Ｒ ６ ３ は 、

アセンブラにて「システム予 約 語 」となっておりユーザが定 義 する必 要 はありません。  
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図 ２ － １ ０ － １   間 接 レ ジ ス タ 配 置  
 
 

２ - １１ アドレッシング・モード  

 
Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 以 下 の ７ 種 類 の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド が あ り ま す 。  

① イ ミ デ ィ エ イ ト （ 即 値 ： プ ロ グ ラ ム 作 成 （ ア セ ン ブ ル ） 時 に 値 が 確 定 し て い る デ ー タ ）  
② 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ｎ ） ・ イ ン ダ イ レ ク ト （ 間 接 ）  （ ０ ＜ ＝ ｎ ＜ ＝ ６ ３ ）  
③ 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ｎ ） ＋ Ｃ レ ジ ス タ ・ イ ン ダ イ レ ク ト （ 間 接 ）  （ ０ ＜ ＝ ｎ ＜ ＝ ６ ３ ）  
④ 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ） ＋ オ フ セ ッ ト 値 ・ イ ン ダ イ レ ク ト （ 間 接 ）  
⑤ ダ イ レ ク ト （ 直 接 ）  
⑥ Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照  
⑦ 外 部 デ ー タ メ モ リ ・ ア ク セ ス  

次 項 よ り 、 各 ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド の 説 明 を 行 い ま す 。  
 
 

２ - １ １ - １  イ ミ デ ィ エ イ ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ （ ＃ ）  

 
イ ミ デ ィ エ イ ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ で は 、 ８ ビ ッ ト （ １ バ イ ト ） ま た は １ ６ ビ ッ ト （ １ ワ ー ド ） の イ ミ デ ィ エ

イ ト （ 即 値 ） デ ー タ を 扱 う こ と が で き ま す 。 以 下 に 例 を 示 し ま す 。  
例 ：  

Ｌ Ｄ  ＃ １ ２ Ｈ  ； ア キ ュ ム レ ー タ に バ イ ト デ ー タ （ １ ２ Ｈ ） を 設 定  
Ｌ １ ：  Ｌ Ｄ Ｗ  ＃ １ ２ ３ ４ Ｈ  ； Ｂ Ａ ペ ア レ ジ ス タ に ワ ー ド デ ー タ （ １ ２ ３ ４ Ｈ ） を 設 定  

Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  ＃ ３ ４ Ｈ  ； ス タ ッ ク に バ イ ト デ ー タ （ ３ ４ Ｈ ） を 設 定  
Ａ Ｄ Ｄ  ＃ ５ ６ Ｈ  ； ア キ ュ ム レ ー タ と バ イ ト デ ー タ （ ５ ６ Ｈ ） の 加 算  
Ｂ Ｅ  ＃ ７ ８ Ｈ ， Ｌ １  ； ア キ ュ ム レ ー タ と バ イ ト デ ー タ （ ７ ８ Ｈ ） の 比 較 ・ 分 岐  

 
 

システム予約データ

アドレス 

RAM 

・ 

R63（上位） 

R63（下位） 

・ 

・ 

R1（上位） 

R1（下位） 

R0（上位） 

R0（下位） 

R63=7EH 

・ 

・ 

R1=2 

R0=0 

7FH 

7EH 

・ 

・ 

03H 

02H 

01H 

00H 
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２ - １ １ - ２  間 接 レ ジ ス タ ・ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ （ [ Ｒ ｎ ] ）  

 
間 接 レ ジ ス タ ・ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ で は 、 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ～ Ｒ ６ ３ ） の ど れ か 一

つ を 選 択 し 、 そ の レ ジ ス タ の 内 容 で Ｒ Ａ Ｍ ま た は Ｓ Ｆ Ｒ の 番 地 を 指 定 す る こ と が で き ま す 。

つ ま り 、 選 択 し た 間 接 レ ジ ス タ の 内 容 が 例 え ば “ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ” で あ っ た 場 合 、 「 Ｃ レ ジ ス タ 」 を

示 す こ と に な り ま す 。  
例 ：  

Ｒ ３ の 内 容 が “ １ ２ ３ Ｈ ” の 場 合 （ Ｒ Ａ Ｍ ６ 番 地 ： ２ ３ Ｈ ， Ｒ Ａ Ｍ ７ 番 地 ： ０ １ Ｈ ）  
Ｌ Ｄ  [ Ｒ ３ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  

Ｌ １ ：  Ｓ Ｔ Ｗ  [ Ｒ ３ ]  ； ＢＡペア・レジスタの内 容 をＲＡＭの１２３Ｈ番 地 に転 送  
Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  [ Ｒ ３ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ス タ ッ ク に 待 避  
Ｓ Ｕ Ｂ  [ Ｒ ３ ]  ； アキュムレータからＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 を減 算  
Ｄ Ｂ Ｚ  [ Ｒ ３ ] ， Ｌ １  ； ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

 
 

２ - １１ - ３ 間 接 レジスタ＋Ｃレジスタ・インダイレクト・アドレッシング（ [ Ｒｎ，Ｃ ] ）  
 
間 接 レ ジ ス タ ＋ Ｃ レ ジ ス タ ・ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ で は 、 間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ～ Ｒ ６ ３ ）

の ど れ か 一 つ の 内 容 と Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 （ Ｍ Ｓ Ｂ を 符 号 と す る － １ ２ ８ ～ ＋ １ ２ ７ ） を 加 算 し

た 結 果 で Ｒ Ａ Ｍ ま た は Ｓ Ｆ Ｒ の 番 地 を 指 定 す る こ と が で き ま す 。 つ ま り 、 選 択 し た 間 接 レ

ジ ス タ の 内 容 を “ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ” と し 、 Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 が “ Ｆ Ｆ Ｈ （ － １ ） ” で あ っ た の で 「 Ｂ レ ジ

ス タ （ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ＋ （ － １ ） ＝ Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ ） 」 を 示 す こ と に な り ま す 。  
例 ：  

Ｒ ３ の 内 容 が “ １ ２ ３ Ｈ ” 、 Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 が “ ０ ２ Ｈ ” の 場 合  
Ｌ Ｄ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ５ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  

Ｌ １ ：  Ｓ Ｔ Ｗ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ]  ； ＢＡペア・レジスタの内 容 をＲＡＭの１２５Ｈ番 地 に転 送  
Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ５ Ｈ 番 地 の 内 容 を ス タ ッ ク に 待 避  
Ｓ Ｕ Ｂ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ]  ； アキュムレータからＲＡＭの１２５Ｈ番 地 の内 容 を減 算  
Ｄ Ｂ Ｚ  [ Ｒ ３ ， Ｃ ] ， Ｌ １  ； ＲＡＭの１２５Ｈ番 地 の内 容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

＜ こ の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド の 注 意 事 項 ＞  
内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 は 、 前 述 （ ２ ． １ 項 ） の よ う に ① シ ス テ ム 予 約 領 域 （ Ｆ Ｆ ０ ０ － Ｆ Ｆ Ｆ

Ｆ ） ② Ｓ Ｆ Ｒ 領 域 （ Ｆ Ｅ ０ ０ － Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ ） ③ Ｒ Ａ Ｍ ／ ス タ ッ ク 領 域 （ ０ ０ ０ ０ － Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ ） の ３ つ の 機

能 領 域 に 分 か れ て 閉 じ て い ま す 。 よ っ て 、 基 本 と な る Ｒ ｎ の 内 容 が 示 す 領 域 か ら Ｃ レ ジ

ス タ の 値 に よ っ て 別 領 域 を 示 す と い う こ と は で き ま せ ん 。 例 え ば 、 Ｒ ５ の 内 容 が “ ０ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ

Ｈ ” で 、 Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 が “ １ ” で あ る 場 合 に 「 Ｌ Ｄ  [ Ｒ ５ ， Ｃ ] 」 命 令 を 実 行 す る と 、 基 本

と な る 領 域 は ③ Ｒ Ａ Ｍ ／ ス タ ッ ク 領 域 （ ０ ０ ０ ０ － Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ ） で あ る た め 、 ア ド レ ッ シ ン グ し よ う と

し た “ ０ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ １ ＝ ０ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ” は 領 域 外 と な り 、 Ｌ Ｄ の 結 果 は “ ０ Ｆ Ｆ Ｈ ” が Ａ Ｃ Ｃ に 入

り ま す 。 ま た 、 Ｒ ５ の 内 容 が “ ０ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ” で Ｃ レ ジ ス タ の 内 容 が “ ２ ” で あ る 場 合 に 「 Ｌ Ｄ  

[ Ｒ ５ ， Ｃ ] 」 命 令 を 実 行 す る と 、 基 本 と な る 領 域 は ② Ｓ Ｆ Ｒ 領 域 （ Ｆ Ｅ ０ ０ － Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ ） で あ る

た め 、 ア ド レ ッ シ ン グ し よ う と し た “ ０ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ ２ ＝ ０ Ｆ Ｆ ０ １ Ｈ ” は 領 域 外 と な り ま す 。 こ の

場 合 は 、 Ｓ Ｆ Ｒ が ８ ビ ッ ト ア ド レ ス 空 間 で 閉 じ て い る た め ８ ビ ッ ト を 超 過 し た 部 分 は 無 視 さ

れ “ ０ Ｆ Ｆ ０ １ Ｈ ＆ ０ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ ０ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ＝ ０ Ｆ Ｅ ０ １ ” と な り ０ Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ （ Ｂ レ ジ ス タ ） の 内 容 が Ａ

Ｃ Ｃ に 入 り ま す 。  
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２ - １ １ - ４  間 接 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ） ＋ オ フ セ ッ ト 値 ・ イ ン ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ

（ [ ｏ ｆ ｆ ] ）  
 
こ の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド で は 、 間 接 レ ジ ス タ 「 Ｒ ０ 」 の 内 容 と 符 号 付 き ７ ビ ッ ト オ フ セ ッ ト

デ ー タ ｏ ｆ ｆ （ － ６ ４ ～ ＋ ６ ３ ） を 加 算 し た 結 果 で 、 Ｒ Ａ Ｍ ま た は Ｓ Ｆ Ｒ の 番 地 を 指 定 す る こ と

が で き ま す 。 つ ま り 、 Ｒ ０ の 内 容 が “ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ” で あ り ｏ ｆ ｆ 値 を “ ７ Ｅ Ｈ （ － ２ ） ” と し た 場 合 、

「 Ａ レ ジ ス タ （ Ｆ Ｅ ０ ２ Ｈ ＋ （ － ２ ） ＝ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ） 」 を 示 す こ と に な り ま す 。  
例 ：  

Ｒ ０ の 内 容 が “ １ ２ ３ Ｈ ” の 場 合 （ Ｒ Ａ Ｍ ０ 番 地 ： ２ ３ Ｈ ， Ｒ Ａ Ｍ １ 番 地 ： ０ １ Ｈ ）  
Ｌ Ｄ  [ １ ０ Ｈ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ３ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  

Ｌ １ ：  Ｓ Ｔ Ｗ  [ １ ０ Ｈ ]  ； ＢＡペア・レジスタの内 容 をＲＡＭの１３３Ｈ番 地 に転 送  
Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  [ １ ０ Ｈ ]  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ３ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ス タ ッ ク に 待 避  
Ｓ Ｕ Ｂ  [ １ ０ Ｈ ]  ； アキュムレータからＲＡＭの１３３Ｈ番 地 の内 容 を減 算  
Ｄ Ｂ Ｚ  [ １ ０ Ｈ ] ， Ｌ １  ； ＲＡＭの１３３Ｈ番 地 の内 容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

＜ こ の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド の 注 意 事 項 ＞  
内 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 は 、 前 述 （ ２ ． １ 項 ） の よ う に ① シ ス テ ム 予 約 領 域 （ Ｆ Ｆ ０ ０ － Ｆ Ｆ Ｆ

Ｆ ） ② Ｓ Ｆ Ｒ 領 域 （ Ｆ Ｅ ０ ０ － Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ ） ③ Ｒ Ａ Ｍ ／ ス タ ッ ク 領 域 （ ０ ０ ０ ０ － Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ ） の ３ つ の 機

能 領 域 に 分 か れ て 閉 じ て い ま す 。 よ っ て 、 基 本 と な る Ｒ ０ の 内 容 が 示 す 領 域 か ら オ フ

セ ッ ト 値 に よ っ て 別 領 域 を 示 す と い う こ と は で き ま せ ん 。 例 え ば 、 Ｒ ０ の 内 容 が “ ０ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ

Ｈ ” で あ る 場 合 に 「 Ｌ Ｄ  [ １ ] 」 命 令 を 実 行 す る と 、 基 本 と な る 領 域 は ③ Ｒ Ａ Ｍ ／ ス タ ッ ク

領 域 （ ０ ０ ０ ０ － Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ ） で あ る た め 、 ア ド レ ッ シ ン グ し よ う と し た “ ０ Ｆ Ｄ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ １ ＝ ０ Ｆ Ｅ ０ ０

Ｈ ” は 領 域 外 と な り 、 Ｌ Ｄ の 結 果 は “ ０ Ｆ Ｆ Ｈ ” が Ａ Ｃ Ｃ に 入 り ま す 。 ま た 、 Ｒ ０ の 内 容 が “ ０ Ｆ

Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ” で あ る 場 合 に 「 Ｌ Ｄ  [ ２ ] 」 命 令 を 実 行 す る と 、 基 本 と な る 領 域 は ② Ｓ Ｆ Ｒ 領 域

（ Ｆ Ｅ ０ ０ － Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ ） で あ る た め 、 ア ド レ ッ シ ン グ し よ う と し た “ ０ Ｆ Ｅ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ ２ ＝ ０ Ｆ Ｆ ０ １ Ｈ ” は

領 域 外 と な り ま す 。 こ の 場 合 は 、 Ｓ Ｆ Ｒ が ８ ビ ッ ト ア ド レ ス 空 間 で 閉 じ て い る た め ８ ビ ッ ト を

超 過 し た 部 分 は 無 視 さ れ “ ０ Ｆ Ｆ ０ １ Ｈ ＆ ０ Ｆ Ｆ Ｈ ＋ ０ Ｆ Ｅ ０ ０ Ｈ ＝ ０ Ｆ Ｅ ０ １ ” と な り ０ Ｆ Ｅ ０ １ Ｈ

（ Ｂ レ ジ ス タ ） の 内 容 が Ａ Ｃ Ｃ に 入 り ま す 。  
 
 

２ - １ １ - ５  ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ （ ｄ ｓ ｔ ）  

 
ダ イ レ ク ト ・ ア ド レ ッ シ ン グ で は 、 Ｒ Ａ Ｍ ま た は Ｓ Ｆ Ｒ の 番 地 を オ ペ ラ ン ド に 記 述 し 直 接 指 定

す る こ と が 可 能 で す 。 こ の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド で は 、 記 述 さ れ た オ ペ ラ ン ド の 番 地 か ら

ア セ ン ブ ラ が 自 動 的 に 最 適 な 命 令 コ ー ド を 生 成 し ま す （ オ ペ ラ ン ド の 番 地 に よ り 命 令 の

バ イ ト 数 が 異 な る ） 。 ま た 、 命 令 の バ イ ト 数 を 一 定 （ バ イ ト 数 の 多 い 方 ） と し た い 場 合 の た

め に 、 ロ ン グ （ ミ ド ル ） ・ レ ン ジ 命 令 も 用 意 し ま し た （ ニ ー モ ニ ッ ク の 最 後 に “ Ｌ （ Ｍ ） ” が 付 い

て い る も の ） 。  
例 ：  

Ｌ Ｄ  １ ２ ３ Ｈ  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  
（ ２ バ イ ト 命 令 ）  

Ｌ Ｄ Ｌ  １ ２ ３ Ｈ  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ア キ ュ ム レ ー タ に 転 送  
（ ３ バ イ ト 命 令 ）  

Ｌ １ ：  Ｓ Ｔ Ｗ  １ ２ ３ Ｈ  ； ＢＡペア・レジスタの内 容 をＲＡＭの１２３Ｈ番 地 に転 送  
Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ  １ ２ ３ Ｈ  ； Ｒ Ａ Ｍ の １ ２ ３ Ｈ 番 地 の 内 容 を ス タ ッ ク に 待 避  
Ｓ Ｕ Ｂ  １ ２ ３ Ｈ  ； アキュムレータからＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 を減 算  
Ｄ Ｂ Ｚ  １ ２ ３ Ｈ ， Ｌ １  ； ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  
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２ - １ １ - ６  Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照 ・ ア ド レ ッ シ ン グ  

 
Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 「 Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ 」 命 令 を 用 い る こ と に よ り Ｒ Ｏ Ｍ 上 の ２ バ イ ト デ ー タ を Ｂ

Ａ レ ジ ス タ ペ ア に 一 度 に 読 み 出 す こ と が で き ま す 。 こ の 時 の ア ド レ ッ シ ン グ ・ モ ー ド は 、 [ Ｒ

ｎ ] ， [ Ｒ ｎ ， Ｃ ] ， [ ｏ ｆ ｆ ] の ３ 種 類 が 使 用 で き ま す 。 ( こ の 場 合 に 限 り 、 Ｒ ｎ は １ ７ ビ ッ ト 構 成 （ １

２ ８ Ｋ バ イ ト 空 間 ） と な り ま す 。 )  
Ｒ Ｏ Ｍ に バ ン ク が あ る 機 種 で は 、 Ｐ Ｓ Ｗ 内 の “ Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ ” フ ラ グ （ ｂ ｉ ｔ ３ ） が 示 す Ｒ Ｏ Ｍ バ ン

ク 内 （ １ ２ ８ Ｋ バ イ ト ） の Ｒ Ｏ Ｍ デ ー タ を 参 照 す る こ と が で き ま す 。 よ っ て 、 Ｒ Ｏ Ｍ バ ン ク の 存

在 す る 機 種 で の Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 参 照 時 に は 、 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル が 存 在 す る Ｒ Ｏ Ｍ バ ン ク を

“ Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ ” フ ラ グ が 示 す よ う に 「 Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ 等 」 の 命 令 で 切 り 替 え て か ら 「 Ｌ Ｄ Ｃ

Ｗ 」 命 令 を 実 行 し て く だ さ い 。  
例 ：  

Ｔ Ｂ Ｌ ：  Ｄ Ｂ  ３ ４ Ｈ  
Ｄ Ｂ  １ ２ Ｈ  
Ｄ Ｗ  ５ ６ ７ ８ Ｈ  
 ・  ・  
 ・  ・  
Ｌ Ｄ Ｗ  ＃ Ｔ Ｂ Ｌ  ； Ｂ Ａ レ ジ ス タ ペ ア に “ Ｔ Ｂ Ｌ ア ド レ ス ” を 設 定  

（ 注 １ ）  Ｃ Ｈ Ｇ Ｐ ３  （ Ｔ Ｂ Ｌ ＞ ＞ １ ７ ） ＆ １  ； Ｐ Ｓ Ｗ の Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ に Ｔ Ｂ Ｌ ア ド レ ス ｂ ｉ ｔ １ ７ を  
設 定 す る 。  

 Ｃ Ｈ Ｇ Ｐ １  （ Ｔ Ｂ Ｌ ＞ ＞ １ ６ ） ＆ １  ； Ｐ Ｓ Ｗ の Ｐ １ に “ Ｔ Ｂ Ｌ ア ド レ ス ｂ ｉ ｔ １ ６ を 設 定  
す る 。  

Ｓ Ｔ Ｗ  Ｒ ０  ； 間 接 レジスタＲ０へのＴＢＬアドレス設 定 （ ｂ ｉ ｔ１６～ｂ ｉ ｔ０）  
Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ  [ １ ]  ； Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 読 み 出 し （ Ｂ ＝ ７ ８ Ｈ ， Ａ Ｃ Ｃ ＝ １ ２ Ｈ ）  
Ｍ Ｏ Ｖ  ＃ １ ， Ｃ  ； Ｃ レ ジ ス タ に “ ０ １ Ｈ ” を 設 定  
Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ  [ Ｒ ０ ， Ｃ ]  ； Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 読 み 出 し （ Ｂ ＝ ７ ８ Ｈ ， Ａ Ｃ Ｃ ＝ １ ２ Ｈ ）  
Ｉ Ｎ Ｃ  Ｃ  ； Ｃ レ ジ ス タ を イ ン ク リ メ ン ト （ ＋ １ ）  
Ｌ Ｄ Ｃ Ｗ  [ Ｒ ０ ， Ｃ ]  ； Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル 読 み 出 し （ Ｂ ＝ ５ ６ Ｈ ， Ａ Ｃ Ｃ ＝ ７ ８ Ｈ ）  

 
（ 注 １ ）  Ｒ Ｏ Ｍ に バ ン ク が あ る 機 種 の み 、 Ｐ Ｓ Ｗ の Ｌ Ｄ Ｃ Ｂ Ｎ Ｋ （ ｂ ｉ ｔ ３ ） の 設 定 が 必 要 。  

 

２ - １ １ - ７  外 部 デ ー タ ・ メ モ リ ・ ア ド レ ッ シ ン グ  

 
Ｌ Ｃ ８ ７ ０ ０ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 「 Ｌ Ｄ Ｘ ， Ｓ Ｔ Ｘ 」 命 令 を 用 い る こ と に よ り 、 １ ６ Ｍ バ イ ト （ ２ ４ ビ ッ ト ）

の 外 部 デ ー タ メ モ リ 空 間 を ア ク セ ス す る こ と が 可 能 で す 。 ２ ４ ビ ッ ト の 空 間 指 定 に は 、 Ｂ レ

ジ ス タ （ ８ ビ ッ ト ） の 内 容 を 上 位 に 、 ま た 、 （ Ｒ ｎ ） ， （ Ｒ ｎ ） ＋ （ Ｃ ） ， （ Ｒ ０ ） ＋ ｏ ｆ ｆ （ の ど れ か

一 つ ） の 内 容 （ １ ６ ビ ッ ト ） を 下 位 に 用 い ま す 。  
例 ：  

Ｌ Ｄ Ｗ  ＃ ３ ４ ５ ６ Ｈ  ； 下 位 １ ６ ビ ッ ト 設 定  
Ｓ Ｔ Ｗ  Ｒ ５  ； 間 接 レ ジ ス タ Ｒ ５ に ア ド レ ス 下 位 １ ６ ビ ッ ト を 設 定  
Ｍ Ｏ Ｖ  ＃ １ ２ Ｈ ， Ｂ  ； ア ド レ ス 上 位 ８ ビ ッ ト 設 定  
Ｌ Ｄ Ｘ  [ １ ]  ； 外 部 デ ー タ メ モ リ （ １ ２ ３ ４ ５ ６ Ｈ 番 地 ） の 内 容 を ア キ ュ

ム レ ー タ に 転 送  
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表 ２ － ４ － １  Ｂ Ｉ Ｔ ８ （ Ｒ Ａ Ｍ ／ Ｓ Ｆ Ｒ ） と Ｐ １ の 状 態 変 化 表  
命令 ＢＩＴ８（ＲＡＭ／ＳＦＲ） Ｐ１（ＰＳＷのＢＩＴ１） 備考 

LD#/LDW# － －  
LD － P1←REG8  
LDW － P1←REGH8  
ST REG8←P1 －  
STW REGL8,REGH8←P1 －  
MOV REG8←P1 －  
PUSH# RAM8←P1 －  
PUSH RAM8←REG8 P1←REG8  
PUSHW RAMH8←REGH8,RAML8←REGL8 P1←REGH8  
PUSH_P RAM8←P1 －  
PUSH_BA RAMH8←P1,RAML8←P1 －  
POP REG8←RAM8 P1←RAM8 PSW 対 象 の場 合 、P1←

bit1 
POPW REGH8←RAMH8,REGL8←RAML8 P1←RAMH8 上位ｱﾄﾞﾚｽ PSW 対象時、

P1←bit1 
POP_P － P1←RAM1(bit1) BIT8 は無視 
POP_BA － P1←RAMH8  
XCH REG8<->P1 同左  
XCHW REGH8←P1,REGL8←P1,P1←REGH8 同左  
INC 9bit の INC 演算後,P1←REG8 9bit の INC 
INCW 17bit の INC,REGL8←下位ﾊﾞｲﾄの CY 演算後,P1←REGH8 17bit の INC 
DEC 9bit の DEC 演算後,P1←REG8 9bit の DEC 
DECW 17bit の DEC, 

REGL8←下位ﾊﾞｲﾄの CY の反転 
演算後,P1←REGH8 17bit の DEC 

DBNZ 9bit の DEC P1←REG8 9bit の DEC， 
判定は下位 8bit 

DBZ 9bit の DEC P1←REG8 9bit の DEC， 
判定は下位 8bit 

SET1 － －  
NOT1 － －  
CLR1 － －  
BPC － －  
BP － －  
BN － －  
MUL24/DIV24 RAM8←“1” － 演算結果の入る RAM の

BIT8 は 1 
FUNC － －  

注 ） 対 象 が ８ ｂ ｉ ｔ レ ジ ス タ （ ｂ ｉ ｔ ８ な し ） の 場 合 “ １ ” が 読 み 込 ま れ て 処 理 さ れ ま す 。  
記 号 ）  R E G 8 ：  R A M ま た は S F R の b i t 8 。   

R E G H 8 / R E G L 8 ： R A M ま た は S F R の 上 位 バ イ ト の b i t 8 / 下 位 バ イ ト の b i t 8 。  
R A M 8 ：  R A M の b i t 8 。   
R A M H 8 / R A M L 8 ： R A M の 上 位 バ イ ト の b i t 8 / 下 位 バ イ ト の b i t 8 。  
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３ 周 辺 システム構 成  
 

こ の 章 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ コ ア ， Ｒ Ａ Ｍ ， Ｒ Ｏ Ｍ 以 外 の 内 蔵 さ れ て い る 機 能 ブ ロ ッ ク （ 周 辺 シ ス テ

ム ） に つ い て 説 明 し ま す 。  

ま た 、 ポ ー ト の ブ ロ ッ ク 図 を Ａ Ｐ Ｐ Ｅ Ｎ Ｄ Ｉ Ｘ （ Ａ － Ⅱ ） に 添 付 し ま し た の で 、 ご 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - １ ポート０  

３ - １ - １  概 要  

ポ ー ト ０ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ８ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出 力 方 向 と プ ル ア ッ プ 抵

抗 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ４ ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  
ポ ー ト ０ は 、 外 部 割 り 込 み 端 子 と し て も 使 用 で き 、 ホ ー ル ド モ ー ド の 解 除 も 可 能 で す 。  
ユ ー ザ オ プ シ ョ ン に よ り 、 出 力 形 式 と し て プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出

力 ま た は Ｎ チ ャ ネ ル オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 の ど ち ら か を ビ ッ ト 毎 に 選 択 で き ま す 。  
＜ フ ラ ッ シ ュ 版 の 注 意 点 ＞  

マ イ コ ン に リ セ ッ ト が 掛 か る と ポ ー ト Ｐ ０ ５ は 一 時 的 に Ｌ ｏ ｗ を 出 力 し ま す 。 ま た 、 リ セ ッ ト 期

間 中 のポートＰ０７には、クロックや中 間 電 位 （Ｈｉ－Ｚ含 む）を印 加 しないでください。  
オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 端 子 処 理 に 関 し て は 、 別 マ ニ ュ ア ル 【 オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ Ｒ Ｄ ８ ７ 導

入 資 料 】 、 【 L C 8 7 2 0 0 0 シ リ ー ズ  端 子 処 理 資 料 】 を ご 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - １ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ８ ビ ッ ト ： Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ７ ）  
・ ポ ー ト ０ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ： Ｆ Ｅ ４ ０ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 い   

ま す 。  
・ Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ３ の 入 出 力 の 制 御 は 、 Ｐ ０ Ｌ Ｄ Ｄ Ｒ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の ビ ッ ト ０ ） で 行 い  

ます。  
・ Ｐ ０ ４ ～ Ｐ ０ ７ の 入 出 力 の 制 御 は 、 Ｐ ０ Ｈ Ｄ Ｄ Ｒ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の ビ ッ ト １ ） で 行 い  

ます。  
・ ユ ー ザ オ プ シ ョ ン で Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 を 選 ん だ ポ ー ト に 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵

抗 が 付 き ま す 。  
・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 に は Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ と Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ

ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ が 選 択 で き ま す 。  
・ Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ３ の プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 は 、 Ｐ ０ Ｌ Ｐ Ｕ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４

１ の ビ ッ ト ２ ） で 行 い 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ と Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア

ッ プ の 選 択 は Ｐ ０ Ｌ Ｐ Ｕ Ｓ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の ビ ッ ト ６ ） で 行 い ま す 。  
・ Ｐ ０ ４ ～ Ｐ ０ ７ の プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 は 、 Ｐ ０ Ｈ Ｐ Ｕ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ

４ １ の ビ ッ ト ３ ） で 行 い 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ と Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル

ア ッ プ の 選 択 は Ｐ ０ Ｈ Ｐ Ｕ Ｓ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の ビ ッ ト ７ ） で 行 い ま す 。  
 
② 割 り 込 み 端 子 機 能  

入 力 ポ ー ト 指 定 さ れ 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ： Ｆ Ｅ ４ ０ ） の ビ ッ ト が “ １ ” の ポ

ー ト の ど れ か １ つ に “ ０ ” レ ベ ル の デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の

ビ ッ ト ５ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  
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こ の 時 、 Ｐ ０ Ｉ Ｅ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ １ の ビ ッ ト ４ ） が “ １ ” で あ れ ば 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 と 、

ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 を 行 い ま す 。  
 
③ 兼 用 機 能  

Ｐ ０ ６ で タ イ マ ６ ト グ ル 出 力 、 Ｐ ０ ７ で タ イ マ ７ ト グ ル 出 力 、 Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ６ で ア ナ ロ グ 入 力

チ ャ ネ ル Ａ Ｎ ０ ～ Ａ Ｎ ６ 機 能 を 兼 用 し ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE40 0000 0000 R/W P0 P07 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR P0HPUS P0LPUS P0FLG P0IE P0HPU P0LPU P0HDDR P0LDDR

FE42 00HH HHHH R/W P0FCR T7OE T6OE - - - - - - 

 

３ - １ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ - ３ - １  ポ ー ト ０ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ）  

① ポ ー ト ０ の 出 力 デ ー タ と ポ ー ト ０ 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
② こ の レ ジ ス タ を 命 令 で 読 む と Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ７ の 端 子 の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。 但 し 、 Ｎ

Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｄ Ｂ Ｚ ， Ｄ Ｂ Ｎ Ｚ ， Ｉ Ｎ Ｃ ， Ｄ Ｅ Ｃ 命 令 で Ｐ ０ （ Ｆ Ｅ ４ ０ ） を 操 作 す る と 、

端 子 の デ ー タ で な く 、 レ ジ ス タ の 内 容 が 参 照 さ れ ま す 。  
③ ポ ー ト ０ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE40 0000 0000 R/W P0 P07 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

 
３ - １ - ３ - ２  ポ ー ト ０ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ４ ビ ッ ト 毎 ポ ー ト ０ の 入 出 力 方 向 の 制 御 と 、 ４ ビ ッ ト 毎 の プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 と ポ ー

ト ０ 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR P0HPUS P0LPUS P0FLG P0IE P0HPU P0LPU P0HDDR P0LDDR

 
Ｐ ０ Ｈ Ｐ Ｕ Ｓ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４  Ｈ ｉ ｇ ｈ ／ Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 選 択  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ は Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ が 選

択 さ れ 、 こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ は Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ

プ が 選 択 さ れ ま す 。  
 
Ｐ ０ Ｌ Ｐ Ｕ Ｓ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０  Ｈ ｉ ｇ ｈ ／ Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 選 択  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ は Ｈ ｉ ｇ ｈ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ プ が 選

択 さ れ 、 こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ は Ｌ ｏ ｗ イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ ル ア ッ

プ が 選 択 さ れ ま す 。  
 
Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｐ ０ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

入 力 ポ ー ト 指 定 さ れ た ポ ー ト ０ で 、 対 応 す る Ｐ ０ （ Ｆ Ｅ ４ ０ ） の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ

て い る ポ ー ト に “ Ｌ ” レ ベ ル が 印 可 さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。  
こ の ビ ッ ト と 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｐ ０ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ

ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｐ ０ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｐ ０ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド

レ ス ０ ０ ４ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
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Ｐ ０ Ｈ Ｐ Ｕ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ プ ル ア ッ プ 抵 抗 制 御  
こ の ビ ッ ト が “ １ ” で 、 Ｐ ０ Ｈ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ の う ち の オ プ シ ョ ン

で Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 指 定 さ れ た ポ ー ト に プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 付 き ま す 。  
Ｐ ０ Ｌ Ｐ Ｕ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ プ ル ア ッ プ 抵 抗 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” で 、 Ｐ ０ Ｌ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ の う ち の オ プ シ ョ ン で

Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 指 定 さ れ た ポ ー ト に プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 付 き ま す 。  
 
Ｐ ０ Ｈ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ が 出 力 モ ー ド に な り 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ

ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ） の 内 容 が ポ ー ト か ら 出 力 さ れ ま す 。  
こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ が 入 力 モ ー ド に な り 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ

ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ） の 内 容 が “ １ ” の ポ ー ト で “ Ｌ ” レ ベ ル を 検 出 す る と Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ が

セ ッ ト さ れ ま す 。  
 
Ｐ ０ Ｌ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ が 出 力 モ ー ド に な り 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ

ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ） の 内 容 が ポ ー ト か ら 出 力 さ れ ま す 。  
こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ が 入 力 モ ー ド に な り 、 対 応 す る ポ ー ト ０ デ

ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ０ ） の 内 容 が “ １ ” の ポ ー ト で “ Ｌ ” レ ベ ル を 検 出 す る と Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ が

セ ッ ト さ れ ま す 。  
 

Ｐ ０ ７ ～ Ｐ ０ ４ プ ル ア ッ プ 抵 抗 選 択 方 法  
P0HPUS P0HPU P0HDDR=0，CMOS オプション指定ポート 

X 0 プルアップ抵抗 OFF 

X 0 プルアップ抵抗 OFF 

0 1 Low インピーダンス・プルアップ抵抗 ON 

1 1 High インピーダンス・プルアップ抵抗 ON 

 
Ｐ ０ ３ ～ Ｐ ０ ０ プ ル ア ッ プ 抵 抗 選 択 方 法  

P0LPUS P0LPU P0LDDR=0，CMOS オプション指定ポート 

X 0 プルアップ抵抗 OFF 

X 0 プルアップ抵抗 OFF 

0 1 Low インピーダンス・プルアップ抵抗 ON 

1 1 High インピーダンス・プルアップ抵抗 ON 

 
３ - １ - ３ - ３  ポ ー ト ０ 機 能 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ０ Ｆ Ｃ Ｒ ）  

① ポ ー ト ０ の 兼 用 出 力 の 制 御 を 行 う ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE42 00HH HHHH R/W P0FCR T7OE T6OE - - - - - - 

 
Ｔ ７ Ｏ Ｅ （ ビ ッ ト ７ ）  

Ｐ ０ ７ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  
Ｐ ０ ７ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  
Ｐ ０ ７ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： タ イ マ ７ 周 期 で ト グ ル す る 波 形 と ポ ー ト デ ー タ

ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を 出 力 し ま す 。  
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Ｔ ６ Ｏ Ｅ （ ビ ッ ト ６ ）  

Ｐ ０ ６ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  
Ｐ ０ ６ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  
Ｐ ０ ６ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： タ イ マ ６ 周 期 で ト グ ル す る 波 形 と ポ ー ト デ ー タ

ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を 出 力 し ま す 。  
 

３ - １ - ４  オ プ シ ョ ン  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン と し て 次 の ２ 通 り の 選 択 が で き ま す 。  
① Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 （ プ ロ グ ラ マ ブ ル プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  
② Ｎ チ ャ ネ ル オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力  

 

３ - １ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 突 入 時 の 状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ２ ポート１  

 

３ - ２ - １  概 要  

ポ ー ト １ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ８ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ ， 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出 力

方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。 ま た 、 機 能 制 御 レ ジ

ス タ を 操 作 す る こ と に よ り 、 シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス 用 入 出 力 と し て 使 用 で き ま す 。  
ユ ー ザ オ プ シ ョ ン に よ り 、 出 力 形 式 と し て プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出

力 ま た は プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｎ チ ャ ネ ル オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 の ど ち ら

か を ビ ッ ト 毎 に 選 択 で き ま す 。  
＜ フ ラ ッ シ ュ 版 の 注 意 点 ＞  

マ イ コ ン に リ セ ッ ト が 掛 か る と ポ ー ト Ｐ １ ５ は 一 時 的 に Ｌ ｏ ｗ を 出 力 し ま す 。 ま た 、 リ セ ッ ト 期

間 中 のポートＰ１３には、クロックや中 間 電 位 （Ｈｉ－Ｚ含 む）を印 加 しないでください。  
オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 端 子 処 理 に 関 し て は 、 別 マ ニ ュ ア ル 【 オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ Ｒ Ｄ ８ ７ 導

入 資 料 】 、 【 L C 8 7 2 0 0 0 シ リ ー ズ  端 子 処 理 資 料 】 を ご 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - ２ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ８ ビ ッ ト ： Ｐ １ ０ ～ Ｐ １ ７ ）  
・ ポ ー ト １ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ １ ： Ｆ Ｅ ４ ４ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト １ デ ー タ デ ィ

レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ ５ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  
・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  

 
② 割 り 込 み 入 力 端 子 機 能  

・ Ｐ １ ７ は 、 Ｉ Ｎ Ｔ １ と し て Ｌ レ ベ ル 、 Ｈ レ ベ ル 、 Ｌ エ ッ ジ 、 Ｈ エ ッ ジ 検 出 を 行 い 、 割 り 込 み

フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。  
・ Ｐ １ ６ と Ｐ １ ５ は 、 そ れ ぞ れ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ３ と し て Ｌ エ ッ ジ 、 Ｈ エ ッ ジ 、 両 エ ッ ジ 検 出 を 行

い 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。  
 
③ タ イ マ ０ カ ウ ン ト 入 力 機 能  

Ｐ １ ６ ， Ｐ １ ５ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト に 対 し 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変

化 が 入 力 さ れ る 毎 に タ イ マ ０ に カ ウ ン ト 信 号 を 送 り ま す 。  
 
④ タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 入 力 機 能  

Ｐ ７ ０ ， Ｐ １ ６ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト に 対 し 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変

化 が 入 力 さ れ る 毎 に タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 を 送 り ま す 。  
レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 の Ｐ ７ ０ に 、 選 択 さ れ た レ ベ ル の 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 こ の 間 、

１ サ イ ク ル 毎 に タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
 
⑤ タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 機 能  

Ｐ １ ７ ， Ｐ １ ５ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト に 対 し 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変

化 が 入 力 さ れ る 毎 に タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 を 送 り ま す 。  
レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 の Ｐ １ ７ に 、 選 択 さ れ た レ ベ ル の 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 こ の 間 、

１ サ イ ク ル 毎 に タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
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⑥ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能  
・ Ｉ Ｎ Ｔ １ ま た は Ｉ Ｎ Ｔ ２ で 、 割 り 込 み フ ラ グ と 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ の 両 方 が セ ッ ト さ れ る

と 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 が 発 生 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ホ ル ト モ ー ド （ シ

ス テ ム ク ロ ッ ク ＝ 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ） に 移 行 し ま す 。 さ ら に 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と

ホ ル ト モ ー ド か ら 通 常 動 作 モ ー ド へ 移 行 し ま す 。  
・ ホ ー ル ド モ ー ド 時 に 、 レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 さ れ た Ｐ １ ７ に 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す

る よ う な 信 号 レ ベ ル が 入 力 さ れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 対

応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ま す 。  
・ ホ ー ル ド モ ー ド 時 に 、 Ｐ １ ６ に 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変 化 が 入 力 さ

れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が

セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ま す 。 但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時

の Ｐ １ ６ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｐ １ ６ の デ ー タ が

“ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は セ ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｐ １ ６ で ホ ー ル

ドモードを解 除 する時 は、Ｐ１６を両 エッジ割 り込 みモードで使 用 することを薦 めます。  
 
⑦ 兼 用 機 能  

Ｐ １ ７ で タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 ， Ｐ １ ６ で タ イ マ ０ イ ベ ン ト 入 力 ／ タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ

入 力 ， Ｐ １ ５ で タ イ マ ０ イ ベ ン ト 入 力 ／ タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 ／ Ｓ Ｉ Ｏ １ ク ロ ッ ク 入 出

力 ， Ｐ １ ４ ～ Ｐ １ ３ で Ｓ Ｉ Ｏ １ 入 出 力 機 能 を 兼 用 し ま す 。  
 

 入力 出力 
割り込み入力 

信号検出 
タイマ０   

カウント入力
キャプチャ

入力 
ホールド  

モード解除

Ｐ１７ プログラマブ
ル・プルアッ
プ抵抗付き 

ＣＭＯＳ／Ｎチャネ
ルオープンドレイン

Ｌレベル，Ｈレベル，
Ｌエッジ，Ｈエッジ 

－ タイマ０Ｈ 可能（注） 

Ｐ１６ Ｌエッジ，Ｈエッジ， 
両エッジ 

有り タイマ０Ｌ 可能 
Ｐ１５ 有り タイマ０Ｈ － 
（ 注 ） ： Ｐ １ ７ の ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 は レ ベ ル 検 出 設 定 時 の み 可 能 で す 。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE44 0000 0000 R/W P1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

FE45 0000 0000 R/W P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR

FE46 HH00 0HHH R/W P1FCR - - P15FCR P14FCR P13FCR - - - 

FE47 0000 HHH0 R/W P1TST FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 - - - FIX0 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE

FE5F 00HH H000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP - - - NFSEL NFON ST0IN

Ｐ １ Ｔ Ｓ Ｔ （ Ｆ Ｅ ４ ７ ） の ｂ ｉ ｔ ７ ， ｂ ｉ ｔ ６ ， ｂ ｉ ｔ ５ ， ｂ ｉ ｔ ４ ， ｂ ｉ ｔ ０ は テ ス ト 用 で す 。 設 定 値 は “ ０ ” で

使 用 し て く だ さ い 。  
 

３ - ２ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ２ - ３ - １  ポ ー ト １ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ １ ）  

① ポ ー ト １ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
② こ の レ ジ ス タ を 命 令 で 読 む と Ｐ １ ０ ～ Ｐ １ ７ の 端 子 の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。 但 し 、  

Ｎ Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｄ Ｂ Ｚ ， Ｄ Ｂ Ｎ Ｚ ， Ｉ Ｎ Ｃ ， Ｄ Ｅ Ｃ 命 令 で Ｐ １ （ Ｆ Ｅ ４ ４ ） を 操 作 す る

と 、 端 子 の デ ー タ で な く 、 レ ジ ス タ の 内 容 が 参 照 さ れ ま す 。  
③ ポ ー ト １ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE44 0000 0000 R/W P1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 
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３ - ２ - ３ - ２  ポ ー ト １ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト １ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 ビ ッ ト Ｐ １ ｎ Ｄ Ｄ

Ｒ が “ １ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ １ ｎ は 出 力 モ ー ド に な り 、 ビ ッ ト Ｐ １ ｎ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” の 時 、 ポ ー ト   

Ｐ １ ｎ は 入 力 モ ー ド に な り ま す 。  
② ビ ッ ト Ｐ １ ｎ Ｄ Ｄ Ｒ が “ ０ ” で 、 ポ ー ト １ デ ー タ ラ ッ チ の ビ ッ ト Ｐ １ ｎ が “ １ ” の 時 、 ポ ー ト Ｐ １ ｎ は

プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き 入 力 と な り ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE45 0000 0000 R/W P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR

 
レジスタデータ ポートＰ１ｎの状態 内蔵プルアップ

抵抗 P1n P1nDDR 入力 出力 
０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 
１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 
０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 
１ １ 可能 ＨＩＧＨ／オープン（ＣＭＯＳ／Ｎチャネルオープンドレイン） ＯＦＦ 

 
３ - ２ - ３ - ３  ポ ー ト １ 機 能 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ ）  

① ポ ー ト １ の 兼 用 出 力 の 制 御 を 行 う ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE46 HH00 0HHH R/W P1FCR - - P15FCR P14FCR P13FCR - - - 

 
ｎ P1nFCR P1n 出力モード（Ｐ１ｎＤＤＲ＝１）の時のＰ１ｎ端子データ 
５ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１５）の値 

１ ０ ＳＩＯ１クロック出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

４ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１４）の値 
１ ０ ＳＩＯ１出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

３ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１３）の値 
１ ０ ＳＩＯ１出力データ 
１ １ ＨＩＧＨ出力 

尚 、 オ プ シ ョ ン で Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 を 選 択 し た 端 子 の Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ デ ー タ 出 力 は オ ー

プ ン と な り ま す 。  
 
Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｐ １ ５ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ １ ク ロ ッ ク 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ５ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  
Ｐ １ ５ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ５ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ の ク ロ

ッ ク 出 力 デ ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ ５ 端 子 は 出 力 し ま す 。  
 
Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｐ １ ４ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ １ デ ー タ 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ４ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  
Ｐ １ ４ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ 出 力

デ ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ ４ 端 子 は 出 力 し ま す 。  
尚 、 Ｐ １ ４ の 入 出 力 状 態 に 関 係 な く 、 Ｐ １ ４ か ら は Ｓ Ｉ Ｏ １ 動 作 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ 入

力 デ ー タ が 取 り 込 ま れ ま す 。  
 
Ｐ １ ３ Ｆ Ｃ Ｒ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｐ １ ３ 機 能 制 御 （ Ｓ Ｉ Ｏ １ デ ー タ 出 力 制 御 ）  

Ｐ １ ３ 端 子 の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 い ま す 。  
Ｐ １ ３ が 出 力 モ ー ド （ Ｐ １ ３ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ） で 、 Ｐ １ ３ Ｆ Ｃ Ｒ が “ １ ” の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ 出 力

デ ー タ と ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を Ｐ １ ３ 端 子 は 出 力 し ま す 。  
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３ - ２ - ３ - ４  外 部 割 り 込 み ０ ， １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ０ １ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ０ ， １ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE

 
Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｈ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 検 出 極 性 選 択  
Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｖ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 検 出 レ ベ ル ／ エ ッ ジ 選 択  

INT1LH INT1LV INT1 割り込み条件（P17 端子のデータ） 
０ ０ 立ち下がり検出 
０ １ “Ｌ”レベル検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ “Ｈ”レベル検出 

 
Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｈ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｖ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の

ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー

ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア

ド レ ス ０ ０ ０ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
 

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｈ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 検 出 極 性 選 択  
Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｖ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 検 出 レ ベ ル ／ エ ッ ジ 選 択  

INT0LH INT0LV INT0 割り込み条件（P70 端子のデータ） 
０ ０ 立ち下がり検出 
０ １ “Ｌ”レベル検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ “Ｈ”レベル検出 

 
Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｈ ， Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｖ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の

ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー

ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア

ド レ ス ０ ０ ０ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
 

３ - ２ - ３ - ５  外 部 割 り 込 み ２ ， ３ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ２ ３ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ２ ， ３ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE
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Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｈ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 立 ち 上 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  
Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｌ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 立 ち 下 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

INT3HEG INT3LEG INT3 割り込み条件（P15 端子のデータ） 
０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 

 
Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｈ Ｅ Ｇ ， Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｌ Ｅ Ｇ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、

ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み

要 求 が 発 生 し ま す 。  
 

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｈ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 立 ち 上 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  
Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｌ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 立 ち 下 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

INT2HEG INT2LEG INT2 割り込み条件（P16 端子のデータ） 
０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 

 
Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｈ Ｅ Ｇ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｌ Ｅ Ｇ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、

ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生

し ま す 。  
但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｐ １ ６ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー

ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｐ １ ６ の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ

グ は セ ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｐ １ ６ で ホ ー ル ド モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｐ １ ６

を 両 エ ッ ジ 割 り 込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア

ド レ ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
 

３ - ２ - ３ - ６  入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ）  

① タ イ マ ０ の 入 力 ， ノ イ ズ フ ィ ル タ の 時 定 数 の 制 御 を 行 う ５ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5F 00HH H000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP - - - NFSEL NFON ST0IN
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Ｓ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ （ ビ ッ ト ７ ） ： タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト 選 択  
タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  
“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ７ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。 ま た Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み

検 出 が レ ベ ル 検 出 の 時 、 検 出 レ ベ ル が Ｐ １ ７ に 入 力 さ れ て い る 間 、 １ Ｔ ｃ ｙ ｃ

毎 に キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ７ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
 
Ｓ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ （ ビ ッ ト ６ ） ： タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト 選 択  

タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  
“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ ７ ０ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。 ま た Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み

検 出 が レ ベ ル 検 出 の 時 、 検 出 レ ベ ル が Ｐ ７ ０ に 入 力 さ れ て い る 間 、 １ Ｔ ｃ ｙ ｃ

毎 に キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ６ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
 
Ｎ Ｆ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ２ ） ： ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ 時 定 数 選 択  
Ｎ Ｆ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト １ ） ： ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ 時 定 数 選 択  

ＮＦＳＥＬ ＮＦＯＮ ノイズ除去フィルタ時定数 
０ ０ １Ｔｃｙｃ 
０ １ １２８Ｔｃｙｃ 
１ ０ １Ｔｃｙｃ 
１ １ ３２Ｔｃｙｃ 

 
Ｓ Ｔ ０ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ０ ） ： タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 ポ ー ト 選 択  

タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  
“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ５ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク が 発 生 し ま す 。  
“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ６ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク が 発 生 し ま す 。  
 
注 意 ：  Ｉ Ｎ Ｔ ４ で 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 が Ｐ ７ ０ ，

Ｐ １ ７ ～ Ｐ １ ５ と 重 複 し て 指 定 さ れ た 場 合 、 ポ ー ト ７ ， ポ ー ト １ か ら の 信 号 は 無 視 さ

れ ま す 。  
 

３ - ２ - ４  オ プ シ ョ ン  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン と し て 次 の ２ 通 り の 選 択 が で き ま す 。  
① Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力  （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  
② Ｎ チ ャ ネ ル オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力  （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き ）  

 

３ - ２ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 突 入 時 の 状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ３ ポート２  

 

３ - ３ - １  概 要  

ポ ー ト ２ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ２ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出 力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ

ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  
ポ ー ト ２ は 、 外 部 割 り 込 み 用 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用 で き ま す 。 ま た 、 タ イ マ ０ の キ ャ プ チ

ャ 信 号 入 力 や ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用 で き ま す 。  
ユ ー ザ オ プ シ ョ ン に よ り 、 出 力 形 式 と し て プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出

力 ま た は プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き Ｎ チ ャ ネ ル オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 の ど ち ら

か を ビ ッ ト 毎 に 選 択 で き ま す 。  

 

３ - ３ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ２ ビ ッ ト ： Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ）  
・ ポ ー ト ２ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ２ ： Ｆ Ｅ ４ ８ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 、 ポ ー ト ２ デ ー タ デ ィ

レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ： Ｆ Ｅ ４ ９ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  
・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  

② 割 り 込 み 入 力 端 子 機 能  
Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ４ ） に は 、 端 子 割 り 込 み 機 能 が あ り 、 Ｌ エ ッ

ジ ， Ｈ エ ッ ジ ， 両 エ ッ ジ 検 出 を 行 い 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。 さ ら に 選 択 さ れ た

こ れ ら ２ ポ ー ト は タ イ マ ０ の キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 と し て も 使 用 で き ま す 。  
③ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能  

・ Ｉ Ｎ Ｔ ４ で 割 り 込 み フ ラ グ と 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ の 両 方 が セ ッ ト さ れ る と 、 ホ ー ル ド モ

ー ド 解 除 信 号 が 発 生 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ホ ル ト モ ー ド （ シ ス テ ム ク ロ ッ ク

＝ 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ） に 移 行 し ま す 。 さ ら に 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 ホ ル ト モ ー ド

か ら 通 常 動 作 モ ー ド へ 移 行 し ま す 。  
・  ホ ー ル ド モ ー ド 時 に Ｉ Ｎ Ｔ ４ 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変 化 が 入 力 さ れ る

と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト

さ れ て い れ ば ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ま す 。  
但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ４ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー ル ド モ

ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ４ の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は セ ッ ト で

き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ で ホ ー ル ド モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ４ を 両 エ ッ ジ 割 り

込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE48 HHHH HH00 R/W P2 - - - - - - P21 P20 

FE49 HHHH HH00 R/W P2DDR - - - - - - P21DDR P20DDR

FE4A 0000 0000 R/W I45CR FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE

FE4B 0000 0000 R/W I45SL FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0

 
 
 



ＰＯＲＴ２  

3-12 

３ -３ -３  関 連 レジスタ  

３ -３ -３ -１  ポート２データラッチ（Ｐ２ ）  

①ポート２の出 力 データとプルアップ抵 抗 の制 御 を行 う２ビットのレジスタです。  
②このレジスタを命 令 で読 むとＰ２０，Ｐ２ １の端 子 のデータが読 み込 まれます。但 し、Ｎ

ＯＴ１，ＣＬＲ１，ＳＥＴ１，ＤＢＺ，ＤＢＮＺ， ＩＮＣ，ＤＥＣ命 令 でＰ２（ＦＥ４８）を操 作 すると、

端 子 のデータでなく、レジスタの内 容 が参 照 されます。  
③ポート２のデータの読 み込 みは、ポートの入 出 力 状 態 にかかわらず、常 に可 能 です。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE48 HHHH HH00 R/W P2 - - - - - - P21 P20 

 
３ -３ -３ -２  ポート２データディレクションレジスタ（Ｐ２ＤＤＲ）  

①ポート２の入 出 力 方 向 の制 御 をビット毎 に行 う２ビットのレジスタです。ビットＰ２ｎＤＤ

Ｒが“１ ”の時 、ポートＰ２ｎは出 力 モードになり、ビットＰ２ｎＤＤＲが“０ ”の時 、ポートＰ２

ｎは入 力 モードになります。  
②ビットＰ２ｎＤＤＲが“０ ”で、ポート２データラッチのビットＰ２ｎが“１ ”の時 、ポートＰ２ｎは

プルアップ抵 抗 付 き入 力 となります。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE49 HHHH HH00 R/W P2DDR - - - - - - P21DDR P20DDR

 
レジスタデータ ポートＰ２ｎの状態 内蔵プルアップ

抵抗 P2n P2nDDR 入力 出力 
０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 
１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 
０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 
１ １ 可能 ＨＩＧＨ／オープン（ＣＭＯＳ／Ｎチャネルオープンドレイン） ＯＦＦ 

 
３ -３ -３ -３  外 部 割 り込 み４，５制 御 レジスタ（ Ｉ ４ ５ＣＲ ）  

①外 部 割 り込 み４，５の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4A 0000 0000 R/W I45CR FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE

 
Ｆ ＩＸ０ （ビット７～４） ： “０ ”で使 用 してください。  
 
ＩＮＴ４ＨＥＧ（ビット３） ： ＩＮＴ４立 ち上 がりエッジ検 出 制 御  
ＩＮＴ４ＬＥＧ（ビット２） ： ＩＮＴ４立 ち下 がりエッジ検 出 制 御  

INT4HEG INT4LEG INT4 割り込み条件（端子のデータ） 
０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 

 
ＩＮＴ４ ＩＦ （ビット１） ： ＩＮＴ４割 り込 み要 因 フラグ  

ＩＮＴ４ＨＥＧ， ＩＮＴ４ＬＥＧで指 定 された条 件 が満 たされるとセットされます。  
このビットと ＩＮＴ４の割 り込 み要 求 許 可 ビット（ ＩＮＴ４ ＩＥ ）がともに“１”の時 、

ホールドモード解 除 信 号 とベクタアドレス００１３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生

します。  
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但 し、ホールドモード突 入 時 の ＩＮＴ４のデータが“Ｈ ”の時 のＨエッジと、ホ

ールドモード突 入 時 のＩＮＴ４のデータが“Ｌ ”の時 のＬエッジでは、割 り込 み

フラグはセットできません。従 って、ＩＮＴ４でホールドモードを解 除 する時 は、

ＩＮＴ４を両 エッジ割 り込 みモードで使 用 することを薦 めます。  
このビットは、自 動 的 にはクリアされませんので命 令 でクリアしてください。  

 
ＩＮＴ４ ＩＥ （ビット０） ： ＩＮＴ４割 り込 み要 求 許 可  

このビットと ＩＮＴ４ Ｉ Ｆがともに“１ ”の時 、ホールドモード解 除 信 号 とベクタア

ドレス００１３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  
 

３ -３ -３ -４  外 部 割 り込 み４，５端 子 選 択 レジスタ（ Ｉ ４ ５ＳＬ ）  

①外 部 割 り込 み４，５の端 子 を選 択 する８ビットのレジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4B 0000 0000 R/W I45SL FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0
 
Ｆ ＩＸ０ （ビット７～４） ： “０ ”で使 用 してください。  

 
Ｉ ４ＳＬ３ （ビット３） ： ＩＮＴ４用 端 子 選 択  
Ｉ ４ＳＬ２ （ビット２） ： ＩＮＴ４用 端 子 選 択  

I4SL3 I4SL2 INT4 として使用する端子 
０ ０ ポートＰ２０ 
０ １ ポートＰ２１ 
１ ０ 禁止 
１ １ 禁止 

 
Ｉ ４ＳＬ１ （ビット１） ： ＩＮＴ４用 端 子 機 能 選 択  
Ｉ ４ＳＬ０ （ビット０） ： ＩＮＴ４用 端 子 機 能 選 択  

Ｉ Ｎ Ｔ ４ として選 択 された端 子 に、外 部 割 り込 み４， ５制 御 レジスタ （ Ｉ ４ ５ Ｃ

Ｒ）で指 定 されたデータ変 化 が与 えられると、タイマ０のキャプチャ信 号 を発

生 します。  
I4SL1 I4SL0 INT4 の割り込み以外の機能 

０ ０ なし 
０ １ なし 
１ ０ タイマ０Ｌのキャプチャ信号入力 
１ １ タイマ０Ｈのキャプチャ信号入力 

 
注 意 ：  
①ＩＮＴ４で、タイマ０Ｌキャプチャ信 号 入 力 、タイマ０Ｈキャプチャ信 号 入 力 がＰ７０，Ｐ１７

～Ｐ１５と重 複 して指 定 された場 合 、ポート７，ポート１からの信 号 は無 視 されます。  
 

３ -３ -４  オプション  

ユーザオプションとして次 の２通 りの選 択 ができます。  
①ＣＭＯＳ出 力  （プログラマブル・プルアップ抵 抗 付 き）  
②Ｎチャネルオープンドレイン出 力  （プログラマブル・プルアップ抵 抗 付 き）  

 

３ -３ -５  ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 の動 作  

ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 のポートの入 出 力 状 態 は、ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤの突 入 時 の状 態 を保

持 します。  
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３ - ４ ポート７  

 

３ - ４ - １  概 要  

ポ ー ト ７ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の １ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ

制 御 ラ ッ チ と 制 御 回 路 で 構 成 さ れ ま す 。  
ポ ー ト ７ は 、 外 部 割 り 込 み 用 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用 で き ま す 。 ま た 、 キ ャ プ チ ャ 信 号 入

力 や ホ ー ル ド モ ー ド の 解 除 信 号 入 力 ポ ー ト と し て も 使 用 で き ま す 。  
ユ ー ザ オ プ シ ョ ン は あ り ま せ ん 。  

 

３ - ４ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ １ ビ ッ ト ： Ｐ ７ ０ ）  
・ ポ ー ト ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ７ ： Ｆ Ｅ ５ Ｃ ） の ビ ッ ト ０ で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ビ ッ ト ４ で

入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  
・ Ｐ ７ ０ は Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 と な り ま す 。  
・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 付 い て い ま す 。  

 
② 割 り 込 み 入 力 端 子 機 能  

・ Ｐ ７ ０ は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ０ と し て Ｌ レ ベ ル ， Ｈ レ ベ ル ， Ｌ エ ッ ジ ， Ｈ エ ッ ジ 検 出 を 行 い 、 割 り 込 み

フ ラ グ を セ ッ ト し ま す 。  
 
③ タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 入 力 機 能  

Ｐ ７ ０ ， Ｐ １ ６ か ら 選 択 さ れ た １ ポ ー ト に 対 し 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変

化 が 入 力 さ れ る 毎 に タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 を 送 り ま す 。  
レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 の Ｐ ７ ０ に 、 選 択 さ れ た レ ベ ル の 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 こ の 間 、

１ サ イ ク ル 毎 に タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
 
④ ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能  

・ Ｉ Ｎ Ｔ ０ で 、 割 り 込 み フ ラ グ と 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ の 両 方 が セ ッ ト さ れ る と 、 ホ ー ル ド モ

ー ド 解 除 信 号 が 発 生 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ホ ル ト モ ー ド （ シ ス テ ム ク ロ ッ ク

＝ 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ） に 移 行 し ま す 。 さ ら に 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と ホ ル ト モ ー ド か

ら 通 常 動 作 モ ー ド へ 移 行 し ま す 。  
・ ホ ー ル ド モ ー ド 時 に 、 レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 さ れ た Ｐ ７ ０ に 、 割 り 込 み フ ラ グ を セ ッ ト す

る よ う な 信 号 レ ベ ル が 入 力 さ れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の 時 、 対

応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 ホ ー ル ド モ ー ド が 解 除 さ れ ま す 。  
 
⑤ 兼 用 機 能  

Ｐ ７ ０ に Ａ Ｎ ８ の ア ナ ロ グ 入 力 チ ャ ネ ル 機 能 を 兼 用 し ま す 。  
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 入力 出力 
割り込み入力 

信号検出 
タイマ０  

カウント入力
キャプチャ

入力 
ホールド  

モード解除

Ｐ７０ プログラマブ
ル・プルアッ
プ抵抗付き 

Ｎｃｈオープンドレイ
ン 

Ｌレベル，Ｈレベル，

Ｌエッジ，Ｈエッジ 
－ タイマ０Ｌ 可能（注） 

（ 注 ） ： Ｐ ７ ０ の ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 は レ ベ ル 検 出 設 定 時 の み 可 能 で す 。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5C HHH0 HHH0 R/W P7 ― ― ― P70DDR ― ― ― P70 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE

FE5F 00HH H000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP - - - NFSEL NFON ST0IN

 

３ - ４ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ４ - ３ - １  ポ ー ト ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ７ ）  

① ポ ー ト ７ の 入 出 力 ， プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
② こ の レ ジ ス タ を 命 令 で 読 む と Ｐ ７ ０ の 端 子 の デ ー タ が ビ ッ ト ０ に 読 み 込 ま れ ま す 。 ビ ッ ト ４

に は レ ジ ス タ Ｐ ７ の ビ ッ ト ４ の デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。  
但 し 、 Ｎ Ｏ Ｔ １ ， Ｃ Ｌ Ｒ １ ， Ｓ Ｅ Ｔ １ ， Ｄ Ｂ Ｚ ， Ｄ Ｂ Ｎ Ｚ ， Ｉ Ｎ Ｃ ， Ｄ Ｅ Ｃ 命 令 で Ｐ ７ （ Ｆ Ｅ ５ Ｃ ） を 操

作 す る と 、 ビ ッ ト ０ と し て 、 端 子 の デ ー タ で な く 、 レ ジ ス タ の 内 容 が 参 照 さ れ ま す 。  
③ ポ ー ト ７ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5C HHH0 HHH0 R/W P7 ― ― ― P70DDR ― ― ― P70DT

 
レジスタデータ ポートＰ７０の状態 

内蔵プルアップ抵抗 
P70DT P70DDR 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 
１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 
０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 
１ １ 可能 オープン ＯＮ 

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ５ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と ‘ １ ’ が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｐ ７ ０ Ｄ Ｄ Ｒ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｐ ７ ０ 入 出 力 制 御  

こ の ビ ッ ト の １ ／ ０ で 、 Ｐ ７ ０ 端 子 の 出 力 （ Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ） ／ 入 力 を 制

御 し ま す 。  
 
（ ビ ッ ト ３ ～ １ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と ‘ １ ’ が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｐ ７ ０ Ｄ Ｔ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ ７ ０ デ ー タ  

Ｐ ７ ０ Ｄ Ｄ Ｒ が １ の 時 、 こ の ビ ッ ト の 値 が Ｐ ７ ０ 端 子 か ら 出 力 さ れ ま す 。  
但 し 、 こ の 端 子 は Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 端 子 な の で 、 Ｐ ７ ０ Ｄ Ｔ の 値 が

“ １ ” の 時 は ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス 出 力 と な り ま す 。  
こ の ビ ッ ト の 値 （ １ ／ ０ ） に よ り 、 Ｐ ７ ０ 端 子 の 内 蔵 プ ル ア ッ プ 抵 抗 の （ Ｏ Ｎ ／ Ｏ

Ｆ Ｆ ） が 制 御 さ れ ま す 。  
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３ - ４ - ３ - ２  外 部 割 り 込 み ０ ， １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ０ １ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ０ ， １ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE

 
Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｈ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 検 出 極 性 選 択  
Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｖ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 検 出 レ ベ ル ／ エ ッ ジ 選 択  

INT1LH INT1LV INT1 割り込み条件（P17 端子のデータ） 
０ ０ 立ち下がり検出 
０ １ “Ｌ”レベル検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ “Ｈ”レベル検出 

 
Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｈ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｌ Ｖ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の

ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー

ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア

ド レ ス ０ ０ ０ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
 

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｈ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 検 出 極 性 選 択  
Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｖ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 検 出 レ ベ ル ／ エ ッ ジ 選 択  

INT0LH INT0LV INT0 割り込み条件（P70 端子のデータ） 
０ ０ 立ち下がり検出 
０ １ “Ｌ”レベル検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ “Ｈ”レベル検出 

 
Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｈ ， Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｌ Ｖ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の

ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー

ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア

ド レ ス ０ ０ ０ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
 
注 意 ：  Ｉ Ｎ Ｔ ０ の ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 機 能 は 、 レ ベ ル 検 出 設 定 時 の み 有 効 で す 。  
 

３ - ４ - ３ - ３  外 部 割 り 込 み ２ ， ３ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ ２ ３ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ２ ， ３ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE
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Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｈ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 立 ち 上 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  
Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｌ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 立 ち 下 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

INT3HEG INT3LEG INT3 割り込み条件（P15 端子のデータ） 
０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 

 
Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｈ Ｅ Ｇ ， Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｌ Ｅ Ｇ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、

ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み

要 求 が 発 生 し ま す 。  
 

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｈ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 立 ち 上 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  
Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｌ Ｅ Ｇ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 立 ち 下 が り エ ッ ジ 検 出 制 御  

INT2HEG INT2LEG INT2 割り込み条件（P16 端子のデータ） 
０ ０ 検出しない 
０ １ 立ち下がり検出 
１ ０ 立ち上がり検出 
１ １ 両エッジ検出 

 
Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｈ Ｅ Ｇ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｌ Ｅ Ｇ で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、

ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生

し ま す 。  
但 し 、 ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｐ １ ６ の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ ジ と 、 ホ ー

ル ド モ ー ド 突 入 時 の Ｐ １ ６ の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ

グ は セ ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｐ １ ６ で ホ ー ル ド モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｐ １ ６

を 両 エ ッ ジ 割 り 込 み モ ー ド で 使 用 す る こ と を 薦 め ま す 。  
こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア

ド レ ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
 

３ - ４ - ３ - ４  入 力 信 号 選 択 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｓ Ｌ ）  

① タ イ マ ０ の 入 力 ， ノ イ ズ フ ィ ル タ の 時 定 数 の 制 御 を 行 う ５ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5F 00HH H000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP - - - NFSEL NFON ST0IN

 
Ｓ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ （ ビ ッ ト ７ ） ： タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト 選 択  

タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  
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“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ７ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。 ま た Ｉ Ｎ Ｔ １ の 割 り 込 み

検 出 が レ ベ ル 検 出 の 時 、 検 出 レ ベ ル が Ｐ １ ７ に 入 力 さ れ て い る 間 、 １ Ｔ ｃ ｙ ｃ

毎 に キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ５ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
 
Ｓ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ （ ビ ッ ト ６ ） ： タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト 選 択  

タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  
“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ ７ ０ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。 ま た Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 割 り 込 み

検 出 が レ ベ ル 検 出 の 時 、 検 出 レ ベ ル が Ｐ ７ ０ に 入 力 さ れ て い る 間 、 １ Ｔ ｃ ｙ ｃ

毎 に キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ６ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 が 発 生 し ま す 。  
 
Ｎ Ｆ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ２ ） ： ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ 時 定 数 選 択  
Ｎ Ｆ Ｏ Ｎ （ ビ ッ ト １ ） ： ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ 時 定 数 選 択  

ＮＦＳＥＬ ＮＦＯＮ ノイズ除去フィルタ時定数 
０ ０ １Ｔｃｙｃ 
０ １ １２８Ｔｃｙｃ 
１ ０ １Ｔｃｙｃ 
１ １ ３２Ｔｃｙｃ 

 
Ｓ Ｔ ０ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ０ ） ： タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 入 力 ポ ー ト 選 択  

タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 信 号 入 力 ポ ー ト を 選 択 し ま す 。  
“ １ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ３ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ５ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク が 発 生 し ま す 。  
“ ０ ” の 設 定 時 、 Ｉ Ｎ Ｔ ２ の 割 り 込 み 検 出 条 件 が 成 立 す る 入 力 が Ｐ １ ６ に 入

力 さ れ る と 、 タ イ マ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク が 発 生 し ま す 。  
 

注 意 ：  Ｉ Ｎ Ｔ ４ で 、 タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 、 タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 信 号 入 力 が Ｐ ７ ０ ，

Ｐ １ ７ ～ Ｐ １ ５ と 重 複 し て 指 定 さ れ た 場 合 、 ポ ー ト ７ ， ポ ー ト １ か ら の 信 号 は 無 視 さ

れ ま す 。  
 

３ - ４ - ４  オ プ シ ョ ン  

ユ ー ザ オ プ シ ョ ン は あ り ま せ ん 。  
 

３ - ４ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

Ｐ ７ ０ の プ ル ア ッ プ 抵 抗 は オ フ し ま す 。  
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３ - ５ タイマ／カウンタ０（Ｔ０）  

 

３ - ５ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ （ Ｔ ０ ） は 、 次 の ４ つ の 機 能 を 持 っ た １ ６ ビ ッ ト

の タ イ マ ／ カ ウ ン タ で す 。  
① モ ー ド ０ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ

レ ジ ス タ 付 ） × ２ ｃ ｈ  
② モ ー ド １ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ

レ ジ ス タ 付 ） ＋ ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 ）  
③ モ ー ド ２ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ

チ ャ レ ジ ス タ 付 ）  
④ モ ー ド ３ ：  １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 ）  
 

３ - ５ - ２  機 能  

① モ ー ド ０ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ

レ ジ ス タ 付 ） × ２ ｃ ｈ  
・ ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ か ら の ク ロ ッ ク （ 周 期 ： １ ～ ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） に よ っ て 、 ２

つ の 独 立 し た ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ ） が 動 作 し ま す 。  
・ Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ ， Ｐ １ ６ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ

入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｌ の 内 容 を キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ Ｔ ０

Ｃ Ａ Ｌ に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  
・ Ｐ １ ７ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ １ ５ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ

入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｈ の 内 容 を キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ Ｔ ０

Ｃ Ａ Ｈ に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  
 

Ｔ ０ Ｌ の 周 期 ＝ （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  
Ｔ ０ Ｈ の 周 期 ＝ （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  

Ｔ ｃ ｙ ｃ ＝ サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期  
 

② モ ー ド １ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ

レ ジ ス タ 付 ） ＋ ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 ）  
・ Ｔ ０ Ｌ は 、 Ｐ １ ６ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ １ ５ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出

信 号 を カ ウ ン ト す る ８ ビ ッ ト の プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ と し て 動 作 し ま す 。  
・ Ｔ ０ Ｈ は 、 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ か ら の ク ロ ッ ク （ 周 期 ： １ ～ ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） に

よ っ て 、 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ と し て 動 作 し ま す 。  
・ Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ ， Ｐ １ ６ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ

入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｌ の 内 容 を キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ Ｔ ０

Ｃ Ａ Ｌ に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  
・ Ｐ １ ７ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ １ ５ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ

入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｈ の 内 容 を キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ Ｔ ０

Ｃ Ａ Ｈ に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  
 

Ｔ ０ Ｌ の 周 期 ＝ （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ＋ １ ）  
Ｔ ０ Ｈ の 周 期 ＝ （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  
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③ モ ー ド ２ ：  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 付 １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ

チ ャ レ ジ ス タ 付 ）  
・ ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ か ら の ク ロ ッ ク （ 周 期 ： １ ～ ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ ） に よ っ て 、 １

６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ と し て 動 作 し ま す 。  
・ Ｐ １ ７ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ １ ５ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ

入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ の 内 容 を キ ャ プ チ ャ レ ジ

ス タ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ， Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ に 同 時 に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  
 

Ｔ ０ の 周 期 ＝ （ [ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ， Ｔ ０ L R ] ＋ １ ） × （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  
 １ ６ ビ ッ ト  

 
④ モ ー ド ３ ：  １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 ）  

・ Ｐ １ ６ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ １ ５ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 を

カ ウ ン ト す る １ ６ ビ ッ ト の プ ロ グ ラ マ ブ ル カ ウ ン タ と し て 動 作 し ま す 。  
・ Ｐ １ ７ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ １ ５ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ

入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ の 内 容 を キ ャ プ チ ャ レ ジ

ス タ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ， Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ に 同 時 に キ ャ プ チ ャ し ま す 。  
 

Ｔ ０ の 周 期 ＝ [ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ， Ｔ ０ L R ] ＋ １  
 １ ６ ビ ッ ト  

 
⑤ 割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ Ｔ ０ Ｌ ま た は Ｔ ０ Ｈ

の カ ウ ン タ 周 期 で 、 Ｔ ０ Ｌ ま た は Ｔ ０ Ｈ 割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  
 
⑥ タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ （ Ｔ ０ ） を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必

要 が あ り ま す 。  
 

・ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ， Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ， Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ Ｒ ， Ｔ ０ Ｈ Ｒ ， Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ， Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ  
・ Ｐ ７ ， Ｉ Ｓ Ｌ ， Ｉ ０ １ Ｃ Ｒ ， Ｉ ２ ３ Ｃ Ｒ  
・ Ｐ ２ ， Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｉ ４ ５ Ｃ Ｒ ， Ｉ ４ ５ Ｓ Ｌ  

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE10 0000 0000 R/W T0CNT T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE

FE11 0000 0000 R/W T0PRR T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0

FE12 0000 0000 R T0L T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0

FE13 0000 0000 R T0H T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0

FE14 0000 0000 R/W T0LR T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0

FE15 0000 0000 R/W T0HR T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0

FE16 XXXX XXXX R T0CAL T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0

FE17 XXXX XXXX R T0CAH T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0

 

３ - ５ - ３  回 路 構 成  

３ - ５ - ３ - １  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  
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３ - ５ - ３ - ２  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 一 致 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。  
 

３ - ５ - ３ - ３  プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止  ： ホ ー ル ド モ ー ド 以 外 で 動 作 し ま す 。  
② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： サ イ ク ル ク ロ ッ ク （ 周 期 ＝ １ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
③ 一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が レ ジ ス タ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生

し ま す 。 （ 周 期 ： １ ～ ２ ５ ６ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
④ リ セ ッ ト  ： 一 致 信 号 の 発 生 ま た は Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ へ デ ー タ の 書 き 込 み に よ り 、 カ ウ

ン タ が ０ か ら カ ウ ン ト し 始 め ま す 。  
 

３ - ５ - ３ - ４  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止  ： Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ６ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止 ／

動 作 が 制 御 さ れ ま す 。  
② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ４ ） の ０ ／ １ に よ り 、 プ リ ス ケ

ー ラ の 一 致 信 号 ／ 外 部 信 号 を 選 択 し ま す 。  
③ 一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発

生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  
④ リ セ ッ ト  ： 動 作 停 止 時 、 ま た は 一 致 信 号 の 発 生 時 。  
 

３ - ５ - ３ - ５  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止  ： Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ７ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止

／ 動 作 が 制 御 さ れ ま す 。  
② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ５ ） の ０ ／ １ に よ り 、 プ リ ス

ケ ー ラ の 一 致 信 号 ／ Ｔ ０ Ｌ の 一 致 信 号 を 選 択 し ま す 。  
③ 一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を

発 生 す る 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  
④ リ セ ッ ト  ： 動 作 停 止 時 、 ま た は 一 致 信 号 の 発 生 時 。  
 

３ - ５ - ３ - ６  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ

ァ レ ジ ス タ 付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ０ Ｌ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号

が 発 生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  
② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ ０ Ｌ Ｒ と 一 致 レ ジ ス タ は 同 値 と な る 。  
動 作 時 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｌ

Ｒ の 内 容 を ロ ー ド す る 。  
 

３ - ５ - ３ - ７  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ

ァ レ ジ ス タ 付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ０ Ｈ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号

が 発 生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  
② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  
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非 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ ０ Ｈ Ｒ と 一 致 レ ジ ス タ は 同 値 と な る 。  
動 作 時 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｈ

Ｒ の 内 容 を ロ ー ド す る 。  
 

３ - ５ - ３ - ８  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ

ス タ ）  

① キ ャ プ チ ャ ク ロ ッ ク ：  
Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ５ ） が ０ の 時 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ ， Ｐ １

６ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ の タ イ マ ０ Ｌ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検

出 信 号 。  
Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ の ビ ッ ト ５ ） が １ の 時 、 Ｐ １ ７ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ １

５ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ の タ イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検

出 信 号 。  
② キ ャ プ チ ャ デ ー タ ： タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） の 内 容 。  
 

３ - ５ - ３ - ９  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ

ス タ ）  

① キ ャ プ チ ャ ク ロ ッ ク ： Ｐ １ ７ ／ Ｉ Ｎ Ｔ １ ／ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｐ ， Ｐ １ ５ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ／ Ｔ ０ Ｉ Ｎ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ の タ

イ マ ０ Ｈ キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 か ら の 外 部 入 力 検 出 信 号 。  
② キ ャ プ チ ャ デ ー タ ： タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） の 内 容 。  
 
表 ３ － ５ － １  タ イ マ ０ （ Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ ） の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  

モード T0LONG T0LEXT T0H のカウントクロック T0L のカウントクロック [T0H,T0L]のカウントクロック

０ ０ ０ Ｔ０ＰＲＲの一致信号 Ｔ０ＰＲＲの一致信号 － 
１ ０ １ Ｔ０ＰＲＲの一致信号 外部信号 － 
２ １ ０ － － Ｔ０ＰＲＲの一致信号 
３ １ １ － － 外部信号 
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 図 ３ － ５ － １   モ ー ド ０ （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ ０ ， Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ ＝ ０ ） ブ ロ ッ ク 図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 ３ － ５ － ２   モ ー ド １ （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ ０ ， Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ ＝ １ ） ブ ロ ッ ク 図  
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 図 ３ － ５ － ３   モ ー ド ２ （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ， Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ ＝ ０ ） ブ ロ ッ ク 図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 ３ － ５ － ４   モ ー ド ３ （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ， Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ ＝ １ ） ブ ロ ッ ク 図  
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３ - ５ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ５ - ４ - １  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

① Ｔ ０ Ｌ ， Ｔ ０ Ｈ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE10 0000 0000 R/W T0CNT T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE

 
Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｔ ０ Ｈ カ ウ ン ト 制 御  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） は 、 カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し 、

Ｔ ０ Ｈ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 は Ｔ ０ Ｈ Ｒ の 値 と 同 じ で す 。  
こ の ビ ッ ト が １ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） は 、 所 定 の カ ウ ン ト 動 作 を

行 い ま す 。 ま た 、 Ｔ ０ Ｈ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 、 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０

Ｈ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド し ま す 。  
 
Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｔ ０ Ｌ カ ウ ン ト 制 御  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） は 、 カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し 、

Ｔ ０ Ｌ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 は Ｔ ０ Ｌ Ｒ の 値 と 同 じ で す 。  
こ の ビ ッ ト が １ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） は 、 所 定 の カ ウ ン ト 動 作 を

行 い ま す 。 ま た 、 Ｔ ０ Ｌ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 、 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０

Ｌ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド し ま す 。  
 
Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ ビ ッ ト 長 選 択  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ は 上 位 と 下 位 の 独 立 し た ８ ビ ッ ト の タ イ

マ ／ カ ウ ン タ と な り ま す 。  
こ の ビ ッ ト が １ の 時 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ は １ ６ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ と な り ま す 。

ま た 、 Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ で 構 成 さ れ る １ ６ ビ ッ ト の カ ウ ン タ 値 と Ｔ ０ Ｈ ， Ｔ ０ Ｌ の 一 致

バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 内 容 が 一 致 し た 時 に 、 一 致 信 号 が 発 生 し ま す 。  
 
Ｔ ０ Ｌ Ｅ Ｘ Ｔ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｔ ０ Ｌ 入 力 ク ロ ッ ク 選 択  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 Ｔ ０ Ｌ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク は プ リ ス ケ ー ラ の 一 致 信 号 と な り  

ま す 。  
こ の ビ ッ ト が １ の 時 Ｔ ０ Ｌ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク は 外 部 入 力 信 号 と な り ま す 。  

 
Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｔ ０ Ｈ 一 致 フ ラ グ  

Ｔ ０ Ｈ が 動 作 し て い る （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） 時 に 、 Ｔ ０ Ｈ の 値 と Ｔ ０ Ｈ の 一 致 バ ッ

フ ァ レ ジ ス タ の 値 が 一 致 し 、 一 致 信 号 が 発 生 す る と セ ッ ト さ れ ま す 。 一 致 信

号 が 発 生 し な い 場 合 は 変 化 し ま せ ん 。 従 っ て 、 こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア

し て く だ さ い 。  
尚 、 １ ６ ビ ッ ト モ ー ド （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ） の 時 、 一 致 信 号 の 発 生 に は 、 １ ６ ビ ッ ト

デ ー タ で の 一 致 が 必 要 で す 。  
 
Ｔ ０ Ｈ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｔ ０ Ｈ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ２ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み

要 求 が 発 生 し ま す 。  
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Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｔ ０ Ｌ 一 致 フ ラ グ  
Ｔ ０ Ｌ が 動 作 し て い る （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） 時 に 、 Ｔ ０ Ｌ の 値 と Ｔ ０ Ｌ の 一 致 バ ッ フ

ァ レ ジ ス タ の 値 が 一 致 し 、 一 致 信 号 が 発 生 す る と セ ッ ト さ れ ま す 。 一 致 信

号 が 発 生 し な い 場 合 は 変 化 し ま せ ん 。 従 っ て 、 こ の フ ラ グ は 命 令 で ク リ ア し

てください。  
尚 、 １ ６ ビ ッ ト モ ー ド （ Ｔ ０ Ｌ Ｏ Ｎ Ｇ ＝ １ ） の 時 、 一 致 信 号 の 発 生 に は 、 １ ６ ビ ッ ト

デ ー タ で の 一 致 が 必 要 で す 。  

Ｔ ０ Ｌ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｔ ０ Ｌ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  
こ の ビ ッ ト と Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ １ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み

要 求 が 発 生 し ま す 。  
 
注 意 ：  
・ Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ ， Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ は 命 令 で ０ に し て く だ さ い 。  
・ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド で 使 用 す る 時 は 、 Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ と Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ は 同 時 に 同 じ 値 を 設 定 し て 、

動 作 を 制 御 し て く だ さ い 。  
・ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド で は 、 Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｍ Ｐ と Ｔ ０ Ｈ Ｃ Ｍ Ｐ は 同 時 に セ ッ ト さ れ ま す 。  
 

３ - ５ - ４ - ２  タ イ マ ０ プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 一 致 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ）  

① タ イ マ ０ プ ロ グ ラ マ ブ ル プ リ ス ケ ー ラ 一 致 レ ジ ス タ は 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ の ク ロ ッ ク 周 期

（ Ｔ ｐ ｒ ） の 設 定 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
② Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ に デ ー タ を 書 き 込 む と 、 プ リ ス ケ ー ラ の カ ウ ン ト 値 は ０ か ら ス タ ー ト し ま す 。  
③ Ｔ ｐ ｒ ＝ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ Ｒ ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  Ｔ ｃ ｙ ｃ ＝ サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE11 0000 0000 R/W T0PRR T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0

 
３ - ５ - ４ - ３  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ）  

① 読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ で す 。 プ リ ス ケ ー ラ の 一 致 信 号 、 ま た は 、 外

部 信 号 を カ ウ ン ト し ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE12 0000 0000 R T0L T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0

 
３ - ５ - ４ - ４  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ）  

① 読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト の タ イ マ ／ カ ウ ン タ で す 。 プ リ ス ケ ー ラ の 一 致 信 号 、 ま た は 、 Ｔ

０ Ｌ の オ ー バ フ ロ ー を カ ウ ン ト し ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE13 0000 0000 R T0H T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0

 
３ - ５ - ４ - ５  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ）  

① Ｔ ０ Ｌ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号

が 発 生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  
② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ ０ Ｌ Ｒ と 一 致 レ ジ ス タ は 同 値 と な る 。  
動 作 時 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｌ

Ｒ の 内 容 を ロ ー ド す る 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE14 0000 0000 R/W T0LR T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0

 



L C 8 7 2 R 0 0  第 ３ 章  

3-27 

３ - ５ - ４ - ６  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ）  

① Ｔ ０ Ｈ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持

ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号

が 発 生 し ま す 。 （ １ ６ ビ ッ ト モ ー ド 時 は 、 １ ６ ビ ッ ト デ ー タ の 一 致 が 必 要 ）  
② 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

 非 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に は 、 Ｔ ０ Ｈ Ｒ と 一 致 レ ジ ス タ は 同 値 と な る 。  
 動 作 時 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に は 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 一 致 信 号 の 発 生 時 に Ｔ ０ Ｈ

Ｒ の 内 容 を ロ ー ド す る 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE15 0000 0000 R/W T0HR T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0

 
３ - ５ - ４ - ７  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｌ ）  

① 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） の 内 容 を キ ャ プ チ ャ す る

読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE16 XXXX XXXX R T0CAL T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0

 
３ - ５ - ４ - ８  タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ Ｃ Ａ Ｈ ）  

① 外 部 入 力 検 出 信 号 に よ り 、 タ イ マ ／ カ ウ ン タ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） の 内 容 を キ ャ プ チ ャ す る

読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE17 XXXX XXXX R T0CAH T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0
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３ - ６ タイマ６，７（Ｔ６，Ｔ７）  

 

３ - ６ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る タ イ マ ６ （ Ｔ ６ ） ， タ イ マ ７ （ Ｔ ７ ） は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 制 御 さ れ る

２ 本 の ６ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト タ イ マ で す 。  
 

３ - ６ - ２  機 能  

① タ イ マ ６ （ Ｔ ６ ）  
タイマ６は 、４ Ｔｃｙｃ ，１６Ｔｃｙｃ，６４Ｔｃｙｃのどれかをクロック とする８ ビットのタイ マです。

また、タイマ６周 期 のトグル波 形 をＰ ０６端 子 に出 力 できます。  
Ｔ ６ の 周 期 ＝ （ Ｔ ６ Ｒ ＋ １ ） × ４ ｎ Ｔ ｃ ｙ ｃ   （ ｎ ＝ １ ， ２ ， ３ ）   

Ｔ ｃ ｙ ｃ ＝ サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期  
 
② タ イ マ ７ （ Ｔ ７ ）  

タイマ７は 、４ Ｔｃｙｃ ，１６Ｔｃｙｃ，６４Ｔｃｙｃのどれかをクロック とする８ ビットのタイ マです。

また、タイマ７周 期 のトグル波 形 をＰ ０７端 子 に出 力 できます。  
Ｔ ７ の 周 期 ＝ （ Ｔ ７ Ｒ ＋ １ ） × ４ ｎ Ｔ ｃ ｙ ｃ   （ ｎ ＝ １ ， ２ ， ３ ）  

Ｔ ｃ ｙ ｃ ＝ サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期  
 

③ 割 り 込 み の 発 生  
タ イ マ ６ ま た は タ イ マ ７ の 周 期 で オ ー バ フ ロ ー フ ラ グ が セ ッ ト さ れ 、 対 応 す る 割 り 込 み

要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 を

発 生 し ま す 。  
 
④ タ イ マ ６ （ Ｔ ６ ） ， タ イ マ ７ （ Ｔ ７ ） を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す

る 必 要 が あ り ま す 。  
・ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ， Ｔ ６ Ｒ ， Ｔ ７ Ｒ  

・ Ｐ ０ ， Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ ０ Ｆ Ｃ Ｒ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE78 0000 0000 R/W T67CNT T7C1 T7C0 T6C1 T6C0 T7OV T7IE T6OV T6IE 

FE7A 0000 0000 R/W T6R T6R7 T6R6 T6R5 T6R4 T6R3 T6R2 T6R1 T6R0 

FE7B 0000 0000 R/W T7R T7R7 T7R6 T7R5 T7R4 T7R3 T7R2 T7R1 T7R0 

FE42 00HH HHHH R/W P0FCR T7OE T6OE - - - - - - 

 

３ - ６ - ３  回 路 構 成  

３ - ６ - ３ - １  タ イ マ ６ ， ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ６ ， Ｔ ７ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  
 

３ - ６ - ３ - ２  タ イ マ ６ カ ウ ン タ （ Ｔ ６ Ｃ Ｔ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① タ イ マ ６ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｔ ６ Ｐ Ｒ ） か ら の ク ロ ッ ク を カ ウ ン ト し 、 タ イ マ ６ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ

６ Ｒ ） の 値 に 達 し た 次 の ク ロ ッ ク で 、 タ イ マ ６ カ ウ ン タ （ Ｔ ６ Ｃ Ｔ Ｒ ） の 値 は ０ に な り 、 割 り 込

み フ ラ グ （ Ｔ ６ Ｏ Ｖ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  
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② Ｔ ６ Ｃ ０ ， Ｔ ６ Ｃ １ （ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ： Ｆ Ｅ ７ ８ の ビ ッ ト ４ ， ５ ） の 値 が と も に ０ の 時 、 タ イ マ ６ カ ウ ン タ

は カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し ま す 。 こ れ 以 外 の 場 合 は タ イ マ ６ の 動 作 を 続 け ま す 。  
③ タ イ マ ６ 動 作 中 に 、 Ｔ ６ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ６ の プ リ ス ケ ー ラ と カ

ウ ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  
 

３ - ６ - ３ - ３  タ イ マ ６ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｔ ６ Ｐ Ｒ ）   （ ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① Ｔ６Ｃ０，Ｔ６Ｃ１（ Ｔ６７ＣＮ Ｔ： ＦＥ７８の ビッ ト４，５） の値 でタイマ６のクロック を設 定 します。  
 
表 ３ － ６ － １  タ イ マ ６ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  

Ｔ６Ｃ１ Ｔ６Ｃ０ Ｔ６のカウントクロック 
０ ０ タイマ６のプリスケーラとタイマカウンタはリセット状態 
０ １ ４Ｔｃｙｃ 
１ ０ １６Ｔｃｙｃ 
１ １ ６４Ｔｃｙｃ 

 
３ - ６ - ３ - ４  タ イ マ ６ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ ６ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① タ イ マ ６ の 周 期 設 定 用 レ ジ ス タ で す 。  
② タ イ マ ６ 動 作 中 に Ｔ ６ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ６ の プ リ ス ケ ー ラ と カ ウ

ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  
 

３ - ６ - ３ - ５  タ イ マ ７ カ ウ ン タ （ Ｔ ７ Ｃ Ｔ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① タ イ マ ７ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｔ ７ Ｐ Ｒ ） か ら の ク ロ ッ ク を カ ウ ン ト し 、 タ イ マ ７ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ

７ Ｒ ） の 値 に 達 し た 次 の ク ロ ッ ク で 、 タ イ マ ７ カ ウ ン タ （ Ｔ ７ Ｃ Ｔ Ｒ ） の 値 は ０ に な り 、 割 り 込

み フ ラ グ （ Ｔ ７ Ｏ Ｖ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  
② Ｔ ７ Ｃ ０ ， Ｔ ７ Ｃ １ （ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ： Ｆ Ｅ ７ ８ の ビ ッ ト ６ ， ７ ） の 値 が と も に ０ の 時 、 タ イ マ ７ カ ウ ン タ

は カ ウ ン ト 値 ０ で 停 止 し ま す 。 こ れ 以 外 の 場 合 は タ イ マ ７ の 動 作 を 続 け ま す 。  
③ タ イ マ ７ 動 作 中 に 、 Ｔ ７ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ７ の プ リ ス ケ ー ラ と カ

ウ ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  
 

３ - ６ - ３ - ６  タ イ マ ７ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｔ ７ Ｐ Ｒ ）   （ ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① Ｔ７Ｃ０，Ｔ７Ｃ１（ Ｔ６７ＣＮ Ｔ： ＦＥ７８の ビッ ト６，７） の値 でタイマ７のクロック を設 定 します。  
 
表 ３ － ６ － ２  タ イ マ ７ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  

Ｔ７Ｃ１ Ｔ７Ｃ０ Ｔ７のカウントクロック 
０ ０ タイマ７のプリスケーラとタイマカウンタはリセット状態 
０ １ ４Ｔｃｙｃ 
１ ０ １６Ｔｃｙｃ 
１ １ ６４Ｔｃｙｃ 

 
３ - ６ - ３ - ７  タ イ マ ７ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ ７ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① タ イ マ ７ の 周 期 設 定 用 レ ジ ス タ で す 。  
② タ イ マ ７ 動 作 中 に Ｔ ７ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ７ の プ リ ス ケ ー ラ と カ ウ

ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  
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 図 ３ － ６ － １  タ イ マ ６ ， ７ 動 作 ブ ロ ッ ク 図  
 

タイマ６プリスケーラ 

（Ｔ６PＲ） 

bit5 bit4

タイマ６，７制御レジスタ 

Ｔ６７ＣＮＴ（ＦＥ７８ｈ）

プリスケーラの 

カウント数を設定 

タイマ６カウンタ 

（Ｔ６ＣＴＲ） 

比較器 

タイマ６周期設定レジスタ 

Ｔ６Ｒ（ＦＥ７Ａｈ） 

１Ｔｃｙｃ 
クロック クロック 

クリア クリア 

Ｔ６オーバーフロー 

（Ｔ６Ｒ＋１）×カウントクロック 

bit3 bit2 bit1 bit0

Ｔ６割り込み 

Ｔ７割り込み 

タイマ７プリスケーラ 

（Ｔ７PＲ） 

bit7 bit6

タイマ６，７制御レジスタ 

Ｔ６７ＣＮＴ（ＦＥ７８ｈ）

プリスケーラの 

カウント数を設定 

タイマ７カウンタ 

（Ｔ７ＣＴＲ） 

タイマ７周期設定レジスタ 

Ｔ７Ｒ（ＦＥ７Ｂｈ） 

１Ｔｃｙｃ 
クロック クロック 

クリア 

比較器 
Ｔ７オーバーフロー 

（Ｔ７Ｒ＋１）×カウントクロック 

クリア 

セット 

セット 

タイマ６，７制御レジスタ 

Ｔ６７ＣＮＴ（ＦＥ７８ｈ）
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３ - ６ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ６ - ４ - １  タ イ マ ６ ， ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

① Ｔ ６ ， T ７ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE78 0000 0000 R/W T67CNT T7C1 T7C0 T6C1 T6C0 T7OV T7IE T6OV T6IE 

 
Ｔ ７ Ｃ １ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｔ ７ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 制 御  
Ｔ ７ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｔ ７ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 制 御  

T７C1 T７C0 Ｔ７のカウントクロック 
０ ０ タイマ７のプリスケーラとタイマカウンタはリセット状態で停止

０ １ ４Ｔｃｙｃ 
１ ０ １６Ｔｃｙｃ 
１ １ ６４Ｔｃｙｃ 

 
Ｔ ６ Ｃ １ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｔ ６ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 制 御  
Ｔ ６ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｔ ６ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 制 御  

T６C1 T６C0 Ｔ６のカウントクロック 

０ ０ タイマ６のプリスケーラとタイマカウンタはリセット状態で停止

０ １ ４Ｔｃｙｃ 
１ ０ １６Ｔｃｙｃ 
１ １ ６４Ｔｃｙｃ 

 
Ｔ ７ Ｏ Ｖ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｔ ７ オ ー バ フ ロ ー フ ラ グ  

タ イ マ ７ が 動 作 し て い る 時 、 タ イ マ ７ の 周 期 ご と に セ ッ ト さ れ ま す 。  
こ の フ ラ グ は 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｔ ７ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｔ ７ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ ７ Ｏ Ｖ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 し ま す 。  
 
Ｔ ６ Ｏ Ｖ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｔ ６ オ ー バ フ ロ ー フ ラ グ  

タ イ マ ６ が 動 作 し て い る 時 、 タ イ マ ６ の 周 期 ご と に セ ッ ト さ れ ま す 。  
こ の フ ラ グ は 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ｔ ６ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｔ ６ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｔ ６ Ｏ Ｖ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 し ま す 。  
 

３ - ６ - ４ - ２  タ イ マ ６ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ ６ Ｒ ）  

① タ イ マ ６ の 周 期 設 定 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
 
タ イ マ ６ の 周 期 ＝ （ Ｔ ６ Ｒ 設 定 値 ＋ １ ） × タ イ マ ６ プ リ ス ケ ー ラ 設 定 値    

（ ４ ， １ ６  ｏ ｒ  ６ ４ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
 
② タ イ マ ６ 動 作 中 に Ｔ ６ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ６ の プ リ ス ケ ー ラ と カ ウ

ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7A 0000 0000 R/W T6R T6R7 T6R6 T6R5 T6R4 T6R3 T6R2 T6R1 T6R0
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３ - ６ - ４ - ３  タ イ マ ７ 周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｔ ７ Ｒ ）  

① タ イ マ ７ の 周 期 設 定 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
 
タ イ マ ７ の 周 期 ＝ （ Ｔ ７ Ｒ 設 定 値 ＋ １ ） × タ イ マ ７ プ リ ス ケ ー ラ 設 定 値    

（ ４ ， １ ６  ｏ ｒ  ６ ４ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
 
② タ イ マ ７ 動 作 中 に Ｔ ７ Ｒ に 対 し て デ ー タ 書 き 込 み を 行 う と 、 タ イ マ ７ の プ リ ス ケ ー ラ と カ ウ

ン タ は 一 度 ク リ ア さ れ て か ら 再 び カ ウ ン ト を 開 始 し ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7B 0000 0000 R/W T7R T7R7 T7R6 T7R5 T7R4 T7R3 T7R2 T7R1 T7R0

 
３ - ６ - ４ - ４  ポ ー ト ０ 機 能 制 御 レ ジ ス タ （ P 0 F C R ）  

① ポ ー ト ０ の 兼 用 出 力 の 制 御 を 行 う ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 タ イ マ ６ ， タ イ マ ７ の ト グ ル 出

力 の 制 御 を 行 い ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE42 00HH HHHH R/W P0FCR T7OE T6OE - - - - - - 

 
T ７ O E （ ビ ッ ト ７ ）  

Ｐ ０ ７ 端 子 の タ イ マ ７ ト グ ル 出 力 の 制 御 を 行 う 場 合 に 操 作 し ま す 。  
Ｐ ０ ７ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  
Ｐ ０ ７ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： タ イ マ ７ 周 期 で ト グ ル す る 波 形 と ポ ー ト デ ー タ

ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を 出 力 し ま す 。  
 
T ６ O E （ ビ ッ ト ６ ）  

Ｐ ０ ６ 端 子 の タ イ マ ６ ト グ ル 出 力 の 制 御 を 行 う 場 合 に 操 作 し ま す 。  
Ｐ ０ ６ が 入 力 モ ー ド の 時 、 こ の ビ ッ ト は 無 効 で す 。  
Ｐ ０ ６ が 出 力 モ ー ド の 時 、 “ ０ ” ： ポ ー ト デ ー タ ラ ッ チ の 値 を 出 力 し ま す 。  

“ １ ” ： タ イ マ ６ 周 期 で ト グ ル す る 波 形 と ポ ー ト デ ー タ

ラ ッ チ の Ｏ Ｒ を 出 力 し ま す 。  
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３-７ シリアルインタフェース１（ＳＩＯ１） 

３ - ７ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス １ （ Ｓ Ｉ Ｏ １ ） は 、 次 の ４ つ の 機 能 を 持 ち  

ま す 。  
① モ ー ド ０ ：  同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ Ｏ  
 （ ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 ， 転 送 ク ロ ッ ク ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
② モ ー ド １ ：  非 同 期 シ リ ア ル  

（ 半 二 重 ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， ス ト ッ プ ビ ッ ト １ ， ボ ー レ イ ト ８ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
③ モ ー ド ２ ：  Ｂ Ｕ Ｓ － マ ス タ （ ス タ ー ト ビ ッ ト ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， 転 送 ク ロ ッ ク ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
④ モ ー ド ３ ：  Ｂ Ｕ Ｓ － ス レ ー ブ （ ス タ ー ト 検 出 ， デ ー タ ８ ビ ッ ト ， ス ト ッ プ 検 出 ）  
 

３ - ７ - ２  機 能  

① モ ー ド ０ ： 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ Ｏ  
・ ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 の 同 期 式 シ リ ア ル 通 信 を 行 い ま す 。 内 部 ク ロ ッ ク と 外 部 ク ロ ッ

ク の ど ち ら で も 使 用 で き ま す 。  
・ 内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 は ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ の 範 囲 で 可 変 で す 。  

 
② モ ー ド １ ： 非 同 期 シ リ ア ル （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ）  

・ デ ー タ ８ ビ ッ ト ， ス ト ッ プ ビ ッ ト １ ビ ッ ト の 半 二 重 の 非 同 期 通 信 を 行 い ま す 。  
・ ボ ー レ イ ト は ８ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ の 範 囲 で 可 変 で す 。  

 
③ モ ー ド ２ ： Ｂ Ｕ Ｓ － マ ス タ  

・ Ｂ Ｕ Ｓ の マ ス タ コ ン ト ロ ー ラ と し て 使 用 し ま す 。  
・ ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン は 自 動 生 成 し ま す が 、 ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン は ポ ー ト を 操 作 し

て 発 生 し て く だ さ い 。  
・ ク ロ ッ ク 同 期 を 行 い ま す 。 転 送 時 の バ ス デ ー タ を 転 送 終 了 後 確 認 で き ま す の で モ

ー ド ３ と 合 わ せ て マ ル チ マ ス タ 対 応 が 可 能 で す 。  
・ 出 力 ク ロ ッ ク の 周 期 は ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ の 範 囲 で 可 変 で す 。  

 
④ モ ー ド ３ ： Ｂ Ｕ Ｓ － ス レ ー ブ  

・ Ｂ Ｕ Ｓ の ス レ ー ブ デ バ イ ス と し て 使 用 し ま す 。  
・ ス タ ー ト ／ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 検 出 は 行 い ま す が 、 ア ド レ ス の 一 致 検 出 と ア ク ノ レ

ッ ジ の 出 力 に は 、 プ ロ グ ラ ム の 介 在 が 必 要 で す 。  
・ プ ロ グ ラ ム で 判 断 を す る た め 、 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り で 自 動 的 に ク ロ ッ ク ラ イ ン に

Ｌ Ｏ Ｗ を 出 力 し た 後 、 割 り 込 み を か け る こ と が で き ま す 。  
 
⑤ 割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 通 信 の 終 了 で 割 り 込 み 要 求 を

発 生 し ま す 。  
 
⑥ シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス １ （ Ｓ Ｉ Ｏ １ ） を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操

作 す る 必 要 が あ り ま す 。  
 

・ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ ， Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ ， Ｓ Ｂ Ｒ １  
・ Ｐ １ ， Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ １ Ｆ Ｃ Ｒ  
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ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FE34 0000 0000 R/W SCON1 - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10

FE36 0000 0000 R/W SBR1 - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10

 

３ - ７ - ３  回 路 構 成  

３ - ７ - ３ - １  Ｓ Ｉ Ｏ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ １ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  
 

３ - ７ - ３ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ １ シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｓ Ｉ Ｏ Ｓ Ｆ １ ）   （ ８ ビ ッ ト シ フ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ １ の デ ー タ 転 送 ・ 受 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  
②  命 令 で 直 接 ア ク セ ス で き ま せ ん 。 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 通 し て ア ク セ ス し ま す 。  
 

３ - ７ - ３ - ３  Ｓ Ｉ Ｏ １ デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ ）   （ ９ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  デ ー タ 転 送 開 始 時 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の 下 位 ８ ビ ッ ト が Ｓ Ｉ Ｏ Ｓ Ｆ １ に 転 送 さ れ ま す 。  
② デ ー タ 転 送 終 了 時 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の 下 位 ８ ビ ッ ト に Ｓ Ｉ Ｏ Ｓ Ｆ １ の 内 容 が 入 り ま す 。 モ ー ド １ ，

２ ， ３ で は 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の ビ ッ ト ８ に 、 ９ 番 目 の 入 力 デ ー タ が 入 る の で ス ト ッ プ ビ ッ ト 等 の 確

認 が で き ま す 。  
 

３ - ７ - ３ - ４  Ｓ Ｉ Ｏ １ ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ ）   （ ８ ビ ッ ト リ ロ ー ド カ ウ ン タ ）  

①  内 部 ク ロ ッ ク 発 生 用 の リ ロ ー ド カ ウ ン タ で す 。  
②  モ ー ド ０ ， ２ で は ２ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ 周 期 、 モ ー ド １ で は ８ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ 周 期 の ク ロ ッ ク を 発

生 で き ま す 。  
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表 ３ － ７ － １  各 モ ー ド で の Ｓ Ｉ Ｏ １ の 動 作  
同期式(ﾓｰﾄﾞ 0) ＵＡＲＴ(ﾓｰﾄﾞ 1) ＢＵＳマスタ(ﾓｰﾄﾞ 2) ＢＵＳスレーブ(ﾓｰﾄﾞ 3)  
転送 
SI1REC=0 

受信 
SI1REC=1 

転送 
SI1REC=0 

受信 
SI1REC=1 

転送 
SI1REC=0 

受信 
SI1REC=1 

転送 
SI1REC=0 

受信 
SI1REC=1 

ｽﾀｰﾄビット なし なし 出力 
(LOW) 

入力 
(LOW) 

下 ① ② 参

照 
不要 不要 下②参照 

ﾃﾞｰﾀ出力 8 
(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ)

8 
(ALL 1) 

8 
(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ)

8 
(ALL 1) 

8 
(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ)

8 
(ALL 1) 

8 
(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ) 

8 
(ALL 1) 

ﾃﾞｰﾀ入力 8 
(入力 PIN)

← 8 
(入力 PIN)

← 8 
(入力 PIN)

← 8 
(入力 PIN) 

← 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ なし ← 出力 
(HIGH) 

入力 
(H/L) 

入力 
(H/L) 

出力 
(SBUF1 bit8) 

入力 
(H/L) 

出力 
(L) 

ｸﾛｯｸ 8 ← 9 
(内部) 

← 9 ← 第 8 ｸﾛｯｸ 
の↓で 
LOW 出力 

← 

動作開始 SI1RUN↑ ← ① 
SI1RUN↑

② 
ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ 
の検出 
 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 
① 
SI1RUN=1
の時の 
SI1END↓

でｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄなし 
② 
SI1END=0
の時の 
SI1RUN↑

でｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄ付き 

左の① 右の① ① 
SI1RUN=1
の時の 
SI1END↓ 
で ｸ ﾛ ｯ ｸ を

解放 
② 
SI1RUN=0
かつ 
SI1END=0
の時の 
ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ 
の検出 

動作周期 2-512Tcyc ← 8-2048 
Tcyc 

← 2-512Tcyc ← 2-512Tcyc ← 

ｾ

ｯ

ﾄ 

命令 ← ①命令 
②ｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄの検出 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 
命令 既にｾｯﾄさ

れている 
既にｾｯﾄさ

れている 
ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 
SI1RUN 
(bit5) 

ｸ

ﾘ

ｱ 

終了時 ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

の終わり 
← ① 

ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞ

ｨｼｮﾝ検出 
② 
ｱｰﾋﾞﾄﾚｰｼｮ

ﾝﾛｽﾄ時 
(注１) 

← ① 
ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞ 
ｨｼｮﾝ検出 
② 
ｱｸﾉﾚｯｼﾞ= 
1 の検出 

← 

ｾ

ｯ

ﾄ 

終了時 ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

の終わり 
← ①第 9 ｸﾛｯ

ｸの↑ 
②ｽﾄｯﾌﾟｺﾝ

ﾃ ﾞ ｨ ｼ ｮ ﾝ

検出 

← ①第 8 ｸﾛｯ

ｸの↓ 
②ｽﾄｯﾌﾟｺﾝ

ﾃ ﾞ ｨ ｼ ｮ ﾝ

検出 

← SI1END 
(bit1) 

ｸ

ﾘ

ｱ 

命令 ← 命令 ← 命令 ← 命令 ← 

（ 注 １ ）  第 １ ～ 第 ８ ク ロ ッ ク 立 ち 上 が り 時 に 、 内 部 デ ー タ 出 力 値 ＝ ‘ Ｈ ’ か つ 、 デ ー タ ポ ー

ト ＝ ‘ Ｌ ’ の 場 合 、 バ ス 競 合 負 け と 判 断 し 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が ク リ ア さ れ ま す （ ク ロ ッ ク 送

出 も そ の 時 点 で 停 止 し ま す ） 。  

 

（ 次 ペ ー ジ へ 続 く ）
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表 ３ － ７ － １  （ 続 き ）  
同期式(ﾓｰﾄﾞ 0) ＵＡＲＴ(ﾓｰﾄﾞ 1) ＢＵＳマスタ(ﾓｰﾄﾞ 2) ＢＵＳスレーブ(ﾓｰﾄﾞ 3)  
転送 
SI1REC=0 

受信 
SI1REC=1 

転送 
SI1REC=0 

受信 
SI1REC=1 

転送 
SI1REC=0 

受信 
SI1REC=1 

転送 
SI1REC=0 

受信 
SI1REC=1 

ｾ

ｯ

ﾄ 

① 
SI1RUN=0
でｸﾛｯｸ↓ 
検出 
② 
SI1END=1
で SI1END
ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 
SI1RUN=0
でｸﾛｯｸ↓ 
検出 
② 
SI1END=1
で SI1END
ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 
SI1END=1
で SI1END
ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 
SI1RUN=0 
でｸﾛｯｸ↓ 
検出 
② 
SI1END=1 
で SI1END
ｾｯﾄ条件成

立 
③ 
ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 

← SI1OVR 
(bit2) 

ｸ

ﾘ

ｱ 

命令 ← 命令 ← 命令 ← 命令 ← 

ｼﾌﾀのﾃﾞｰﾀ 
更新 

動 作 開 始

時 SBUF1
→ｼﾌﾀ 

← 動 作 開 始

時 SBUF1
→ｼﾌﾀ 

← 動 作 開 始

時 SBUF1
→ｼﾌﾀ 

← 動 作 開 始

時 SBUF1
→ｼﾌﾀ 

← 

ｼﾌﾀ→SBUF1 
(bit0-7) 

第 8 ｸﾛｯｸ

の↑ 
← 8 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ

転送時 
8 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ

受信時 
第 8 ｸﾛｯｸ

↑ 
← 第 8 ｸﾛｯｸ

↑ 
← 

SBUF1 bit8 の 
ﾃﾞｰﾀ自動更新 

なし ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 
時に入力 
ﾃﾞｰﾀを取り

込む 

← 第 9 ｸﾛｯｸ

↑に入力ﾃﾞ

ｰﾀを取り込

む 

← 第 9 ｸﾛｯｸ

↑に入力ﾃﾞ

ｰﾀを取り込

む 

← 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３ － ７ － １   Ｓ Ｉ Ｏ １ モード０：同 期 式 ８ビットシリアルＩ／Ｏ  
        （ＳＩ１Ｍ１＝０，ＳＩ１Ｍ０＝０）ブロック図  

P13SIO1 出力制御
P13 ポートラッチ

P13 出力制御
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

クロック生成回路 

ボーレート 

ジェネレータ 
SBR1 (FE36h) 

ｼﾘｱﾙ転送終了ﾌﾗｸﾞ 

ｵｰﾊﾞｰﾗﾝﾌﾗｸﾞ

MSB, LSB 先頭選択

SCON1 (FE34h)

割り込み要求

SBUF1 (FE35h)

ﾃﾞー ﾀ
出力

ｸﾛｯｸ 

ﾃﾞｰﾀ入力 

8 ﾋﾞｯﾄｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ (SIOSF1)

転送終了時 動作開始時

P14SIO1 出力制御
P14 ポートラッチ

P14 出力制御

P15SIO1 出力制御
P15 ポートラッチ

P15 出力制御

ｸﾛｯｸ
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図 ３ － ７ － ２   Ｓ Ｉ Ｏ １ モード１：非 同 期 シリアル［ＵＡＲＴ］  
          （ＳＩ１Ｍ１＝０，ＳＩ１Ｍ０＝１）ブロック図  

 

P13SIO1 出力制御
P13 ポートラッチ

P13 出力制御

P14SIO1 出力制御
P14 ポートラッチ

P14 出力制御
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

クロック生成回路 

ボーレート 

ジェネレータ 
SBR1 (FE36h) 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ終了時 

SI1END をｾｯﾄ 

ｵｰﾊﾞｰﾗﾝﾌﾗｸﾞ 

SCON1 (FE34h) 

割り込み要求

SBUF1 (FE35h)

シフト入力 
8 ﾋﾞｯﾄｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ (SIOSF1)

8 ﾋﾞｯﾄ 

転送終了時 動作開始時

BUS 

スタートビット

付加回路 

bit8 

ｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

付加回路 

LSB MSB

先頭選択

シフト入力

シフトクロック 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ入力 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ入力ｸﾛｯｸ 
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３ - ７ - ４  Ｓ Ｉ Ｏ １ 通 信 の 具 体 例  

３ - ７ - ４ - １  同 期 式 （ モ ー ド ０ ）  

① ク ロ ッ ク の 設 定  
・ 内 部 ク ロ ッ ク 使 用 の 場 合 、 Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 を す る 。  

 
② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ ， Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ ＝ １ の 設 定 を す る 。  
 
③ ポ ー ト と Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ （ ビ ッ ト ４ ） の 設 定 を す る 。  

 クロック用ポート

Ｐ１５ 
内部クロック 出力 
外部クロック 入力 

 
 データ出力ポート

Ｐ１３ 
データ入出力ポート 

Ｐ１４ ＳＩ１ＲＥＣ

データ送信のみ 出力 － ０ 
データ受信のみ － 入力 １ 

データ送受信（３線式） 出力 入力 ０ 
データ送受信（２線式） － Ｎｃｈオープンドレイン出力 ０ 

 
④ 出 力 デ ー タ の 設 定  

・ デ ー タ 送 信 （ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ ＝ ０ ） の 場 合 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  
 
⑤ 動 作 ス タ ー ト  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。  
 

⑥ デ ー タ の 読 み 込 み （ 割 り 込 み 後 ）  
・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に は 送 信 時 で も 、 デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ）  
・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。  
・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 る 。  

 
３ - ７ - ４ - ２  非 同 期 式 （ モ ー ド １ ）  

① ボ ー レ イ ト の 設 定  
・ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 を す る 。  

 
② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ ， Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ ＝ １ の 設 定 を す る 。  
 
③ ポ ー ト の 設 定 を す る 。  
 

 データ出力ポート

Ｐ１３ 
データ入出力ポート 

Ｐ１４ 
データ送受信（２線式） 出力 入力 
データ送受信（１線式） － Ｎｃｈオープンドレイン出力 
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④ 送 信 動 作 ス タ ー ト  
・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を ０ に し て 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  
・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。  
注 意 ：  モ ー ド １ の 送 信 の み を 行 う 場 合 は 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ の デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト （ Ｐ １ ４ ） を 使

用 し て く だ さ い 。  

モ ー ド １ で は 、 受 信 デ ー タ の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と 自 動 的 に 送 信 が ス タ ー

ト し ま す 。 モ ー ド １ 設 定 中 は ､ デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト （ Ｐ １ ４ ） で 、 常 に デ ー タ の 立

ち 下 が り 検 出 が 行 わ れ ま す 。 し た が っ て 、 送 信 ポ ー ト を デ ー タ 出 力 ポ ー ト   

（ Ｐ １ ３ ） に 設 定 し た 場 合 、 Ｐ １ ４ の 状 態 変 化 に よ っ て デ ー タ 送 信 が 勝 手 に   

ス タ ー ト す る 可 能 性 が あ り ま す 。  

 
⑤ 受 信 動 作 ス タ ー ト  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を １ に す る 。 （ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を １ に セ ッ ト し た 後 は 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ の フ ラ グ が セ ッ ト さ

れ る ま で は 、 Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ レ ジ ス タ に 書 き 込 み は 行 わ な い で 下 さ い 。 ）  
・ 受 信 デ ー タ の 立 ち 下 が り 検 出 。  

 
⑥ デ ー タ の 読 み 込 み （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に は 送 信 時 で も 、 デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ま た 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む と ス ト ッ プ ビ ッ ト の 位 置 の

デ ー タ が Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ に 読 み 込 ま れ ま す 。 ）  
・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。  
・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 る 。  

 
注 意 ：  モ ー ド １ （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ） で 連 続 受 信 を 行 う 場 合 、 以 下 の 条 件 を 満 た し て く だ さ い 。  

・ ス ト ッ プ ビ ッ ト は ２ ビ ッ ト 以 上 。  
・ 割 り 込 み 処 理 に よ る Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ の ク リ ア は 、 次 の ス タ ー ト ビ ッ ト が 来 る 前 に 終 了 。  

 
３ - ７ - ４ - ３  Ｂ Ｕ Ｓ － マ ス タ モ ー ド （ モ ー ド ２ ）  

① ク ロ ッ ク の 設 定  
・ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 を す る 。  

 
② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ ０ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ ， Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ ＝ ０ の 設 定 を す る 。  
 
③ ポ ー ト の 設 定 を す る  

・ ク ロ ッ ク ポ ー ト ， デ ー タ ポ ー ト を Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 ポ ー ト に す る 。  
 
④ 通 信 ス タ ー ト （ ア ド レ ス 送 信 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に ア ド レ ス デ ー タ を 書 き 込 む 。  
・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト す る 。 （ ス タ ー ト ビ ッ ト ＋ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ （ ８ ビ ッ ト ） ＋ ス ト ッ プ ビ ッ ト （ Ｈ ） の

転 送 を 行 う 。 ）  
 
⑤ ア ド レ ス デ ー タ の 確 認 （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に は 送 信 時 で も 、 デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ま た 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む と ス ト ッ プ ビ ッ ト の 位 置 の

デ ー タ が Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ に 読 み 込 ま れ ま す 。 ）  
・ ア ク ノ レ ッ ジ を Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ を み て 確 認 す る 。  
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・ バ ス 競 合 負 け の 条 件 が 起 こ っ た 場 合 （ 表 ３ － ７ － １  注 １  参 照 ） 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が ク リ

ア さ れ る た め 割 り 込 み が 発 生 し ま せ ん 。 他 に マ ス タ モ ー ド の デ バ イ ス が 存 在 す る 等 、

バ ス 競 合 負 け の 条 件 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 場 合 、 タ イ マ モ ジ ュ ー ル を 併 用 し

た タ イ ム ア ウ ト 処 理 な ど を 行 い 、 こ の 条 件 を 検 出 し て く だ さ い 。  
 
⑥ デ ー タ の 送 信  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  
・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ （ ８ ビ ッ ト ） ＋ ス ト ッ プ ビ ッ ト （ Ｈ ） の

転 送 を 行 う 。 ）  
 
⑦ 送 信 デ ー タ の 確 認 （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。 （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に は 送 信 時 で も 、 デ ー タ 入 出 力 ポ ー ト の シ リ ア ル

デ ー タ が 読 み 込 ま れ て い ま す 。 ま た 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む と ス ト ッ プ ビ ッ ト の 位 置 の

デ ー タ が Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ に 読 み 込 ま れ ま す 。 ）  
・ ア ク ノ レ ッ ジ を Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト １ を み て 確 認 す る 。  
・ バ ス 競 合 負 け の 条 件 が 起 こ っ た 場 合 （ 表 ３ － ７ － １  注 １  参 照 ） 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が ク リ

ア さ れ る た め 割 り 込 み が 発 生 し ま せ ん 。 他 に マ ス タ モ ー ド の デ バ イ ス が 存 在 す る 等 、

バ ス 競 合 負 け の 条 件 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 場 合 、 タ イ マ モ ジ ュ ー ル を 併 用 し

た タ イ ム ア ウ ト 処 理 な ど を 行 い 、 こ の 条 件 を 検 出 し て く だ さ い 。  
・ 引 き 続 き デ ー タ を 送 る 場 合 は ⑥ に 戻 る 。  
・ 通 信 を 終 了 す る 場 合 は ⑩ に 行 く 。  

 
⑧ デ ー タ の 受 信  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を １ に す る 。  
・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ 受 信 （ ８ ビ ッ ト ） ＋ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １  ビ ッ ト ８ （ ア ク

ノ レ ッ ジ ） 出 力 を 行 う 。 ）  
 
⑨ 受 信 デ ー タ の 読 み 込 み （ 割 り 込 み 後 ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 む 。  
・ 引 き 続 き デ ー タ を 受 信 す る 場 合 は ⑧ に 戻 る 。  
・ 通 信 を 終 了 す る 場 合 は ⑩ の * に 行 く 。 こ の 時 、 ア ク ノ レ ッ ジ デ ー タ と し て （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １  

ビ ッ ト ８ ） が 既 に 出 力 さ れ 、 マ ス タ 側 の ク ロ ッ ク の 解 放 は 行 わ れ て い ま す 。  
 
⑩ 通 信 の 終 了  

・ ク ロ ッ ク 出 力 ポ ー ト を 操 作 し （ Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ ０ ， Ｐ １ ５ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ５ ＝ ０ ） 、 ク ロ ッ ク 出

力 に ０ を 出 す 。  
・ デ ー タ 出 力 ポ ー ト を 操 作 し （ Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ ０ ， Ｐ １ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ４ ＝ ０ ） 、 デ ー タ 出

力 に ０ を 出 す 。  
・ ク ロ ッ ク 出 力 ポ ー ト を も と に 戻 し （ Ｐ １ ５ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ５ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ５ ＝ ０ ） 、 ク ロ ッ

ク 出 力 を 解 放 す る 。  
*  ・ 全 て の ス レ ー ブ が ク ロ ッ ク を 解 放 し 、 ク ロ ッ ク が １ に な る の を 待 つ 。  

・ デ ー タ セ ッ ト ア ッ プ 時 間 を と り 、 デ ー タ 出 力 ポ ー ト を 操 作 し （ Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ ０ ， Ｐ １ ４ Ｄ

Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ４ ＝ １ ） 、 デ ー タ 出 力 に １ を 出 す 。 こ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ オ ー バ ラ ン フ ラ グ ： Ｓ Ｉ １

Ｏ Ｖ Ｒ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ ： Ｆ Ｅ ３ ４ の ビ ッ ト ２ ） が セ ッ ト さ れ ま す が 、 動 作 に 支 障 は あ り ま せ ん 。  
・ デ ー タ 出 力 ポ ー ト を も と に 戻 す （ Ｐ １ ４ Ｆ Ｃ Ｒ ＝ １ に 設 定 し た 後 、 Ｐ １ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ＝ １ ， Ｐ １ ４

＝ ０ と す る 。 ） 。  
・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ と Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。  
・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 る 。  
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３ - ７ - ４ - ４  Ｂ Ｕ Ｓ － ス レ ー ブ （ モ ー ド ３ ）  

① ク ロ ッ ク の 設 定  
・ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 を す る 。 （ ア ク ノ レ ッ ジ デ ー タ セ ッ ト ア ッ プ 時 間 の 設 定 の た め ）  

 
② モ ー ド の 設 定  

・ Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｍ １ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ ， Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ ＝ １ ， Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ ＝ ０ の 設 定 を す る 。  
 
③ ポ ー ト の 設 定 を す る  

・ ク ロ ッ ク ポ ー ト ， デ ー タ ポ ー ト を Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 ポ ー ト に す る 。  
 
④ 通 信 ス タ ー ト （ ア ド レ ス 待 ち ）  

* 1  ・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を セ ッ ト す る 。  
* 2  ・ ス タ ー ト ビ ッ ト の 検 出 で Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が 自 動 的 に セ ッ ト さ れ る 。  

・ 受 信 （ ８ ビ ッ ト ） を 行 い 、 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り で ク ロ ッ ク 出 力 に ０ を 出 力 し 割 り

込 み が か か る 。  
 
⑤ ア ド レ ス デ ー タ の 確 認 （ 割 り 込 み 後 ）  

・ ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と 、 Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ が セ ッ ト さ れ る の で 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ＆

Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ ＝ １ を 確 認 す る こ と で 、 ア ド レ ス を 受 信 し た こ と を 判 別 す る 。  
（ Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ は 自 動 的 に ク リ ア さ れ な い の で 、 ソ フ ト で ク リ ア し て だ さ い ）  

・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 み 、 ア ド レ ス を 確 認 す る 。  
・ ア ド レ ス が 一 致 し な い 場 合 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ と Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 割 り 込 み を 抜 け 、 ⑧ の

* で ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 検 出 を 待 つ 。  
 

⑥ デ ー タ の 受 信  
* ・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ 前 に 受 信 を 行 っ て い た 場 合 ア ク ノ レ ッ ジ

を 出 し 、 （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ 時 間 後 ク ロ ッ ク ポ ー ト を 解 放 し ま す 。 ）  
・ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が 自 動 的 に ク リ ア さ れ 、 割 り 込 み が

か か る の で 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 割 り 込 み を 抜 け 、 ④ の * 2 に 戻 る 。  
・ 受 信 （ ８ ビ ッ ト ） を 行 い 、 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り で ク ロ ッ ク 出 力 に ０ を 出 力 し 割 り

込 み が か か る 。 た だ し 、 途 中 で ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と ク ロ ッ ク カ ウ ン タ は

ク リ ア さ れ ま す の で 、 割 り 込 み の 発 生 に は 更 に ８ 個 の ク ロ ッ ク が 必 要 で す 。  
・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 み 、 デ ー タ を 格 納 す る 。  
注 意 ：  Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の ビ ッ ト ８ は 、 第 ９ ク ロ ッ ク ↑ が き て な い の で ま だ 更 新 さ れ て い ま せ ん 。  
・ 受 信 を 続 け る 場 合 ⑥ の * に 戻 る 。  

 
⑦ デ ー タ の 送 信  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を ク リ ア す る 。  
・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  
・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ 前 の 受 信 の ア ク ノ レ ッ ジ を 出 し 、 （ Ｓ Ｂ Ｒ １

の 設 定 値 ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ 時 間 後 ク ロ ッ ク ポ ー ト を 解 放 し ま す 。 ）  
* 1  ・ 送 信 （ ８ ビ ッ ト ） を 行 い 、 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り で ク ロ ッ ク 出 力 に ０ を 出 力 し 割 り

込 み が か か る 。  
* 2  ・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が １ の 時 、 ⑦ の * 3 に 行 き ま す 。  

・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ が ０ の 時 、 ⑦ の * 4 か ら の 割 り 込 み な の で 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ と Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ を ク リ ア し

て ④ の * 1 に 戻 る 。  
* 3  ・ 必 要 に 応 じ て 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ を 読 み 込 み 、 送 信 デ ー タ を 確 認 す る 。  



Ｓ Ｉ Ｏ １  

3-42 

注 意 ：  Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の ビ ッ ト ８ は 、 第 ９ ク ロ ッ ク ↑ が き て な い の で ま だ 更 新 さ れ て い ま せ ん 。  
・ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ に 次 の 出 力 デ ー タ を 書 き 込 む 。  
・ Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア し 、 割 り 込 み を 抜 け る 。 （ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ 時 間 後

の ク ロ ッ ク ポ ー ト を 解 放 し ま す 。 ）  
・ マ ス タ か ら の ア ク ノ レ ッ ジ が あ る （ Ｌ ） 場 合 は 、 ⑦ の * 1 に 戻 り ま す 。  
・ マ ス タ か ら の ア ク ノ レ ッ ジ が な い （ Ｈ ） 場 合 は 、 デ ー タ 送 信 の 終 了 と み な し 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ

Ｎ を 自 動 的 に ク リ ア し 、 デ ー タ ポ ー ト を 解 放 し ま す 。  
※   た だ し 、 こ の 直 後 に 再 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン が 来 る 場 合 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ ＝ １ に し て か

ら 割 り 込 み を 抜 け る 必 要 が あ り ま す （ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ は 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン の 検 出

で 、 自 動 的 に は セ ッ ト さ れ ま せ ん ） 。  
ス レ ー ブ 送 信 動 作 直 後 に 想 定 外 の 再 ス タ ー ト が き た 場 合 （ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を ソ フ ト で

１ に し て い な い 場 合 ） 、 マ ス タ の ア ド レ ス 送 信 を 妨 害 す る 可 能 性 が あ り ま す 。  
* 4  ・ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と 、 割 り 込 み が か か り 、 ⑦ の * 2 に 戻 り ま す 。  
 

⑧ 通 信 の 終 了  
・ Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ を セ ッ ト し ま す 。  
・ 自 動 的 に 終 了 さ せ る 場 合 は ⑥ の * に 戻 り ま す 。  
・ 強 制 的 に 終 了 す る 場 合 は 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ と Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を ク リ ア す る 。 （ ク ロ ッ ク ポ ー ト を

解 放 し ま す 。 ）  
* ・ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン を 検 出 す る と 、 割 り 込 み が か か る の で 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ と Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ

を ク リ ア し て ④ の * 2 に 戻 る 。  
 

３ - ７ - ５  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ７ - ５ - １  Ｓ Ｉ Ｏ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｃ Ｏ Ｎ １ ）  

① Ｓ Ｉ Ｏ １ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FE34 0000 0000 R/W SCON1 - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE

 
Ｓ Ｉ １ Ｍ １ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ 1 モ ー ド 制 御  
Ｓ Ｉ １ Ｍ ０ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ 1 モ ー ド 制 御  
 
表 ３ － ７ － ２  Ｓ Ｉ Ｏ 1 動 作 モ ー ド  
モード ＳＩ１Ｍ１ ＳＩ１Ｍ０ 動作モード 

０ ０ ０ 同期式８ビットＳＩＯ 
１ ０ １ ＵＡＲＴ（ＳＴＯＰ－ＢＩＴ１，ＰＡＲＩＴＹなし） 
２ １ ０ ＢＵＳマスタ対応モード 
３ １ １ ＢＵＳスレーブ対応モード 

 
Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ 動 作 フ ラ グ  

①  こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は 動 作 中 で す 。  
②  こ の ビ ッ ト の セ ッ ト ・ ク リ ア に つ い て は 、 表 ３ － ７ － １ を 参 照 し て く だ さ い 。  

 
Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｅ Ｃ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ 受 信 ／ 送 信 制 御  

①  こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は 受 信 モ ー ド と な り ま す 。  
②  こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は 送 信 モ ー ド と な り ま す 。  
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Ｓ Ｉ １ Ｄ Ｉ Ｒ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｍ Ｓ Ｂ ／ Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 選 択  
①  こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 と な り ま す 。  
②  こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｓ Ｉ Ｏ １ は Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 と な り ま す 。  

 
Ｓ Ｉ １ Ｏ Ｖ Ｒ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ オ ー バ ラ ン フ ラ グ  

①  モ ー ド ０ ， １ ， ３ の 時 、 Ｓ Ｉ １ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ の 状 態 で 、 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を

検 出 す る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ ま す 。  
②  Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ ＝ １ の 状 態 で 、 Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ を セ ッ ト す る 条 件 が 成 立 す る と 、 こ の ビ ッ

ト が セ ッ ト さ れ ま す 。  
③  モ ー ド ３ の 時 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン の 検 出 で 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ ま す 。  
④  こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 
Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ （ ビ ッ ト １ ） ： シ リ ア ル 転 送 終 了 フ ラ グ  

①  シ リ ア ル 転 送 が 終 了 （ 表 ３ － ７ － １ 参 照 ） す る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ ま す 。  
②  こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 
Ｓ Ｉ １ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

①  こ の ビ ッ ト と Ｓ Ｉ １ Ｅ Ｎ Ｄ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ３ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み

要 求 が 発 生 し ま す 。  
 

３ - ７ - ５ - ２  シ リ ア ル バ ッ フ ァ １ （ Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ １ の シ リ ア ル 転 送 で 扱 う デ ー タ の 格 納 を 行 う ９ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
②  動 作 の 開 始 時 に 、 Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の 下 位 ８ ビ ッ ト の デ ー タ が 送 受 信 用 の デ ー タ シ フ ト レ ジ ス

タ に 転 送 さ れ 、 ８ ビ ッ ト の デ ー タ 転 送 時 に 、 送 受 信 用 の シ フ ト レ ジ ス タ の 内 容 が Ｓ Ｂ Ｕ

Ｆ １ の 下 位 ８ ビ ッ ト に 入 り ま す 。  
③  モ ー ド １ ， ２ ， ３ で は 、 ９ 番 目 の デ ー タ （ ス ト ッ プ ビ ッ ト の 位 置 の デ ー タ ） 入 力 時 に 、 こ の

デ ー タ が Ｓ Ｂ Ｕ Ｆ １ の ビ ッ ト ８ に 入 り ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10

 
３ - ７ - ５ - ３  ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ レ ジ ス タ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ ）  

①  Ｓ Ｉ Ｏ １ の シ リ ア ル 転 送 の 転 送 レ ー ト を 設 定 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
②  こ の レ ジ ス タ に デ ー タ を 書 き 込 む と 、 直 ち に ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ 用 の カ ウ ン タ が 初

期 化 さ れ ま す 。  
③  転 送 レ ー ト は モ ー ド に よ り 異 な り ま す 。 （ モ ー ド ３ で は ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ は 動 作 し ま

せ ん 。 ）  
モ ー ド ０ ， ２  ： Ｔ Ｓ Ｂ Ｒ １ ＝ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ） × ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ   

（ 設 定 範 囲  ２ ～  ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
モ ー ド １  ： Ｔ Ｓ Ｂ Ｒ １ ＝ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ の 設 定 値 ＋ １ ） × ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ   

（ 設 定 範 囲  ８ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

FE36 0000 0000 R/W SBR1 - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10

 



Ａ Ｄ Ｃ １ ２  
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３ - ８ ＡＤコンバータ（ＡＤＣ１２）  

 

３ - ８ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 下 記 の 特 長 を 持 っ た １ ２ ビ ッ ト 分 解 能 の Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 内 蔵 し て い ま す 。

こ の Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 使 う こ と に よ っ て 、 容 易 に ア ナ ロ グ 信 号 を マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に 取 り

込 む こ と が で き ま す 。  
 
① １ ２ ビ ッ ト 分 解 能  
② 逐 次 比 較 方 式  
③ Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 切 り 替 え 機 能 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  
④ ８ チ ャ ネ ル ア ナ ロ グ 入 力  
⑤ 変 換 時 間 切 り 替 え 機 能  
 

３ - ８ - ２  機 能  

① 逐 次 比 較 方 式  
・ １ ２ ビ ッ ト の 分 解 能 を 持 っ て い ま す 。  
・ 変 換 に は 、 変 換 開 始 か ら 所 定 の 変 換 時 間 が 必 要 で す 。  
・ 変 換 結 果 は 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ） に 転 送 さ れ ま す 。  

 
② Ａ Ｄ 変 換 切 り 替 え 機 能 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  

使 用 条 件 に 合 わせ分 解 能 を切 り替 えられる よう、１２ビット ＡＤ変 換 モードと８ビ ット Ａ Ｄ

変 換 モ ー ド が あ り ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 切 り 替 え は 、 Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） で 行 い 

ます。  
  

③ ８ チ ャ ネ ル ア ナ ロ グ 入 力  
変 換 さ れ る 信 号 は 、 Ｐ ０ ０ ～ Ｐ ０ ６ 及 び Ｐ ７ ０ か ら 入 力 さ れ る ８ 種 類 の ア ナ ロ グ 信 号 か ら

ＡＤ制 御 レジスタ（ ＡＤＣＲＣ） で選 択 されます。  
 
④ 変 換 時 間 切 り 替 え 機 能  

Ａ Ｄ 変 換 時 間 を １ ／ １ ～ １ ／ １ ２ ８ （ 分 周 比 ） に 切 り 替 え る こ と が で き ま す 。 適 切 な Ａ Ｄ

変 換 が で き る よ う に Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） と Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ スタ （ Ａ Ｄ

ＲＬＣ） に よ っ て 切 り 替 え ま す 。  
 

⑤ Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り  

ま す 。  
 

・ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE58 0000 0000 R/W ADCRC AD 
CHSEL3

AD 
CHSEL2

AD 
CHSEL1

AD 
CHSEL0 ADCR3 AD 

START 
AD 

ENDF ADIE 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2  ADTM1 ADTM0

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0
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３ - ８ - ３  回 路 構 成  

３ - ８ - ３ - １  Ａ Ｄ 変 換 制 御 回 路  

① Ａ Ｄ 変 換 制 御 回 路 に は １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド と ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド が あ り ま す 。  
 

３ - ８ - ３ - ２  比 較 回 路  

① 入 力 さ れ る ア ナ ロ グ 信 号 と 基 準 電 圧 を 比 較 す る コ ン パ レ ー タ と 、 基 準 電 圧 発 生 回

路 と 変 換 結 果 を 制 御 す る 回 路 で 構 成 さ れ て い ま す 。 ア ナ ロ グ 入 力 チ ャ ネ ル を 選 択 し 、

変 換 時 間 の 制 御 レ ジ ス タ で 設 定 さ れ た 時 間 で 変 換 が 終 了 す る と 、 Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ

（ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ） の 変 換 終 了 フ ラ グ （ Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  
変 換 結 果 は 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） に 格 納 さ れ ま す 。  

 
３ - ８ - ３ - ３  マ ル チ プ レ ク サ １ （ Ｍ Ｐ Ｘ １ ）  

① ８ チ ャ ネ ル か ら Ａ Ｄ 変 換 す る ア ナ ロ グ 信 号 を 選 択 し ま す 。  
 

３ - ８ - ３ - ４  基 準 電 圧 自 動 発 生 回 路  

① ラ ダ ー 抵 抗 と マ ル チ プ レ ク サ （ Ｍ Ｐ Ｘ ２ ） で 構 成 さ れ て お り 、 比 較 回 路 に 出 力 す る 基 準

電 圧 を 発 生 し ま す 。 基 準 電 圧 の 発 生 制 御 は 、 Ａ Ｄ 変 換 を 開 始 す る と 自 動 的 に 基

準 電 圧 が 発 生 し 、 終 了 す る と 自 動 的 に 停 止 し ま す 。 基 準 電 圧 は Ｖ Ｄ Ｄ ～ Ｖ Ｓ Ｓ の 範

囲 で 作 成 さ れ ま す 。  
 

３ - ８ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ８ - ４ - １  Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ）  

① Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 動 作 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE58 0000 0000 R/W ADCRC AD 
CHSEL3

AD 
CHSEL2

AD 
CHSEL1

AD 
CHSEL0 ADCR3 AD 

START 
AD 

ENDF ADIE 

 
Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ７ ） ：  
Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ６ ） ：  
Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ １ （ ビ ッ ト ５ ） ：  
Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ：  

 
Ａ Ｄ 変 換 す る 信 号 を 選 択 し ま す 。  

ＡＤ変 換 入 力 信 号 選 択



Ａ Ｄ Ｃ １ ２  
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ＡＤ 

ＣＨＳＥＬ３ 
ＡＤ 

ＣＨＳＥＬ２ 
ＡＤ 

ＣＨＳＥＬ１

ＡＤ 
ＣＨＳＥＬ０

信号入力端子 

０ ０ ０ ０ Ｐ００／ＡＮ０ 
０ ０ ０ １ Ｐ０１／ＡＮ１ 
０ ０ １ ０ Ｐ０２／ＡＮ２ 
０ ０ １ １ Ｐ０３／ＡＮ３ 
０ １ ０ ０ Ｐ０４／ＡＮ４ 
０ １ ０ １ Ｐ０５／ＡＮ５ 
０ １ １ ０ Ｐ０６／ＡＮ６ 
０ １ １ １ － 
１ ０ ０ ０ Ｐ７０／ＡＮ８ 

 
Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ３ （ ビ ッ ト ３ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 

Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ａ Ｄ 変 換 動 作 制 御  
Ａ Ｄ 変 換 を 開 始 （ １ ） ／ 停 止 （ ０ ） し ま す 。 ‘ １ ’ の 設 定 時 、 Ａ Ｄ 変 換 が 開 始 さ

れ 、 Ａ Ｄ 変 換 が 終 了 す る と 自 動 的 に リ セ ッ ト さ れ ま す 。 変 換 に は 変 換 時 間

の 制 御 レ ジ ス タ で 設 定 さ れ た 時 間 が 必 要 で す 。 変 換 時 間 の 設 定 は Ａ Ｄ 変

換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ２ （ ビ ッ ト ０ ） と Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ

（ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ １ ， Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ０ の ３ ビ ッ ト で 行 い ま す 。  
‘ ０ ’ の 設 定 時 、 Ａ Ｄ 変 換 が 停 止 し ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 動 作 中 に ク リ ア す る と 正

し い 変 換 結 果 が 得 ら れ ま せ ん 。  
Ａ Ｄ 変 換 動 作 中 は 、 絶 対 に ク リ ア ま た は Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 状 態 に し な い で く

だ さ い 。  
 
Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ａ Ｄ 変 換 終 了 フ ラ グ  

Ａ Ｄ 変 換 の 終 了 を 知 ら せ ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 が 終 了 す る と セ ッ ト （ １ ） さ れ ま す 。  
Ａ Ｄ Ｉ Ｅ が ‘ １ ’ の 場 合 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し 、

‘ ０ ’ の 場 合 、 Ａ Ｄ 変 換 が 動 作 し て い な い こ と を 示 し て い ま す 。  
こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 
Ａ Ｄ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ａ Ｄ 変 換 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み

要 求 が 発 生 し ま す 。  
 
注 意 ：  
・ Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ３ ～ ０ の ‘ ０ １ １ １ ’ と ‘ １ ０ ０ １ ’ ～ ‘ １ １ １ １ ’ 設 定 を 禁 止 し ま す 。  
・ Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が ‘ １ ’ の 動 作 状 態 で ホ ー ル ド モ ー ド 状 態 に し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 ‘ ０ ’

に な っ た こ と を 確 認 し て か ら ホ ー ル ド モ ー ド 状 態 に し て く だ さ い 。  
・ 変 換 動 作 中 は Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ （ Ｆ Ｅ ５ ８ ｈ ） レ ジ ス タ に 対 し て 、 読 み 出 し 命 令 、 ブ ラ ン チ 命 令 、

コ ン ペ ア 命 令 以 外 は 実 行 し な い で く だ い 。 但 し 、 変 換 動 作 中 に 停 止 す る 場 合 に は

構 い ま せ ん 。  
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３ - ８ - ４ - ２  Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ）  

① Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 動 作 の モ ー ド 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2  ADTM1 ADTM0

 
Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ４ （ ビ ッ ト ７ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ３ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 制 御 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  

Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の 分 解 能 を １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド （ ０ ） ／ ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ

ー ド （ １ ） に 切 り 替 え ま す 。  
‘ １ ’ の 設 定 時 、 ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ と し て 動 作 し ま す 。 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変

換 結 果 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ） の み セ ッ ト さ れ 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ

Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） は 変 化 し ま せ ん 。  
‘ ０ ’ の 設 定 時 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ と し て 動 作 し ま す 。 変 換 結 果 は Ａ Ｄ

変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ） と Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ

Ｃ ） の 上 位 ４ ビ ッ ト に セ ッ ト さ れ ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ２ （ ビ ッ ト ５ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｍ Ｄ １ （ ビ ッ ト ４ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ０ （ ビ ッ ト ３ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｔ Ｍ １ （ ビ ッ ト １ ） ：  
Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ：  

 
Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ２ （ ビ ッ ト ０ ） の １ ビ ッ ト と 合

わ せ て ３ ビ ッ ト で 変 換 時 間 を 制 御 し ま す 。  
 

ADRLC 
レジスタ ADMRC レジスタ 

ＡＤＴＭ２ ＡＤＴＭ１ ＡＤＴＭ０

ＡＤ分周比 

０ ０ ０ １／１ 
０ ０ １ １／２ 
０ １ ０ １／４ 
０ １ １ １／８ 
１ ０ ０ １／１６ 
１ ０ １ １／３２ 
１ １ ０ １／６４ 
１ １ １ １／１２８ 

ＡＤ変 換 時 間 制 御
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変 換 時 間 算 出 方 法  
・１２ビットＡＤ変 換 モード ：  変 換 時 間 ＝（（５２／（ＡＤ分 周 比 ）） + ２）×（１／３）×Ｔｃｙｃ  
・  ８ビットＡＤ変 換 モード ：  変 換 時 間 ＝（（３２／（ＡＤ分 周 比 ）） + ２）×（１／３）×Ｔｃｙｃ  

 
注 意 ：  
・ 変 換 時 間 は 下 記 の 時 、 通 常 時 の ２ 倍 と な り ま す 。  

① シ ス テ ム リ セ ッ ト 後 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で 初 の Ａ Ｄ 変 換 を 行 っ た 時 。  
② Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド を ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド か ら １ ２ ビ ッ ト 変 換 Ａ Ｄ モ ー ド に 切 り 替 え 、

初 の Ａ Ｄ 変 換 を 行 っ た 時 。  
・ ２ 回 目 以 降 ま た は 、 ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で は 「 変 換 時 間 算 出 方 法 」 で 示 さ れ る 変 換

時 間 で動 作 します。  
 
３ - ８ - ４ - ３  Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ）  

① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 下 位 ４ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ と 変 換

時 間 を 制 御 す る レ ジ ス タ で す 。  
② Ａ Ｄ 変 換 途 中 の デ ー タ は 確 定 デ ー タ で は あ り ま せ ん の で 、 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換 終 了

後 に 読 み 出 し て く だ さ い 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2

 
 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ７ ） ：  
 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ６ ） ：  
 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ １ （ ビ ッ ト ５ ） ：  
 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ：  

 
Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ３ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｒ Ｌ １ （ ビ ッ ト １ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

‘ ０ ’ 固 定 で 使 用 し ま す 。  
 
Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ２ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ａ Ｄ 変 換 時 間 制 御  

Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ １ （ ビ ッ ト １ ） ， Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ０ （ ビ ッ ト ０ ） の

２ ビ ッ ト と 合 わ せ て ３ ビ ッ ト で 変 換 時 間 を 制 御 し ま す 。 時 間 設 定 は Ａ Ｄ モ ー

ド レ ジ ス タ 説 明 を 参 照 し て く だ さ い 。  
 
注 意 ：  
・ 変 換 デ ー タ に は 誤 差 （ 量 子 化 誤 差 + 総 合 誤 差 ） が 含 ま れ て い ま す の で 、 必 ず 新

の 「 半 導 体 ニ ュ ー ズ 」 の 規 格 に 従 っ て 有 効 と な る 変 換 デ ー タ の み を ご 使 用 く だ さ い 。  
 
 
 
 
 

ＡＤ変 換 結 果 の下 位 ４ビットデータ  
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３ - ８ - ４ - ４  Ａ Ｄ 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ）  

① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 上 位 ８ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ で す 。 ８

ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 全 ８ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ で す 。  
② Ａ Ｄ 変 換 途 中 の デ ー タ は 確 定 デ ー タ で は あ り ま せ ん の で 、 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換 終 了

後 に 読 み 出 し て く だ さ い 。  

 

３ - ８ - ５  Ａ Ｄ Ｃ 動 作 の 具 体 例  

３ - ８ - ５ - １  １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド  

① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド の 設 定  
 ・ Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｍ Ｄ ３ （ ビ ッ ト ６ ） ＝ ０ に し ま す 。  
 
② 変 換 時 間 の 設 定  
 ・ 変 換 時 間 を １ ／ ３ ２ 分 周 に 設 定 す る 場 合 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ）

の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ２ （ ビ ッ ト ０ ） ＝ １ に し 、 Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｔ Ｍ １ （ ビ ッ ト １ ） ＝

０ 、 Ａ Ｄ Ｔ Ｍ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ＝ １ に し ま す 。  
 
③ 入 力 チ ャ ネ ル の 設 定  
 ・ Ａ Ｄ チ ャ ネ ル 入 力 の Ａ Ｎ ５ を 使 用 す る 場 合 、 Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ

Ｅ Ｌ ３ （ ビ ッ ト ７ ） ＝ ０ 、 Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ６ ） ＝ １ 、 Ａ Ｄ Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ １ （ ビ ッ ト ５ ） ＝ ０ 、 Ａ Ｄ Ｃ

Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ ０ （ ビ ッ ト ４ ） ＝ １ に し ま す 。  
 
④ Ａ Ｄ 変 換 ス タ ー ト  
 ・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ ビ ッ ト ２ ） ＝ １ に し ま す 。  
 ・ シ ス テ ム リ セ ッ ト 後 と ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド か ら １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド に 切 り 替 え た

時 、 初 の 変 換 時 間 は 通 常 の ２ 倍 と な り ま す 。 ２ 回 目 以 降 は 通 常 の 変 換 時 間 と な

り ま す 。  
 
⑤ Ａ Ｄ 変 換 終 了 フ ラ グ の 検 知  
 ・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ ） の Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ＝ １ に な る ま で モ ニ タ し ま す 。  
 ・ Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ＝ １ に な っ た こ と を 確 認 後 、 終 了 フ ラ グ の Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ を ０ に ク リ ア

し ま す 。  
 
⑥ Ａ Ｄ 変 換 デ ー タ の 読 み 込 み  
 ・ Ａ Ｄ 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ Ｃ ） と Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ Ｃ ） を

読 み 込 み ま す 。 読 み 込 ん だ 変 換 デ ー タ に は 誤 差 （ 量 子 化 誤 差 + 総 合 誤 差 ） が 含 ま

れ て い ま す の で 、 新 の 「 半 導 体 ニ ュ ー ズ 」 の 規 格 に 従 っ て 有 効 と な る 変 換 デ ー タ を

使 用 し ま す 。  
・ 上 記 読 み 出 し デ ー タ を ソ フ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン 処 理 へ  
・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 り ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0
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３ - ８ - ６  Ａ Ｄ Ｃ 使 用 上 の 留 意 点  

① サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期 に よ っ て 選 択 で き る 変 換 時 間 は 変 わ り ま す 。 適 切 な 変 換 時

間 を 実 現 す る た め に プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 場 合 に は 、 必 ず 新 の 「 半 導 体 ニ ュ ー ズ 」

を 参 照 し て く だ さ い 。  
 
② 変 換 動 作 中 に Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ＝ ０ に す る と 、 変 換 動 作 が 停 止 し ま す 。  
 
③ 変 換 動 作 中 に ホ ー ル ド モ ー ド 状 態 に し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が ‘ ０ ’ に

な っ た こ と を 確 認 し て か ら ホ ー ル ド モ ー ド 状 態 に し て く だ さ い 。  
 
④ 変 換 中 に リ セ ッ ト 状 態 に 入 る と 、 自 動 的 に Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が リ セ ッ ト さ れ 変 換 動 作 を 停

止 し ま す 。  
 
⑤ 変 換 を 終 了 す る と Ａ Ｄ 変 換 終 了 フ ラ グ （ Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ ） が セ ッ ト さ れ 、 同 時 に Ａ Ｄ 変 換 動

作 制 御 ビ ッ ト （ Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ） が リ セ ッ ト さ れ ま す 。 変 換 終 了 は Ａ Ｄ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ を モ ニ タ す る

こ と に よ っ て 確 認 で き ま す 。 ま た 、 Ａ Ｄ Ｉ Ｅ を セ ッ ト す る こ と に よ っ て 、 変 換 終 了 で ベ ク タ ア

ド レ ス ０ ０ ４ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  
 
⑥ 変 換 動 作 中 は Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ （ Ｆ Ｅ ５ ８ ｈ ） レ ジ ス タ に 対 し て 、 読 み 出 し 命 令 、 ブ ラ ン チ 命 令 、

コ ン ペ ア 命 令 以 外 は 実 行 し な い で く だ い 。 但 し 、 変 換 の 動 作 中 に 停 止 す る 場 合 に は

構 い ま せ ん 。  
 
⑦ 変 換 時 間 は 下 記 の 時 、 通 常 時 の ２ 倍 と な り ま す 。  
・ シ ス テ ム リ セ ッ ト 後 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で 初 の Ａ Ｄ 変 換 を 行 っ た 時 。  
・ Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド を ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド か ら １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド に 切 り 替 え 、 初

の ＡＤ変 換 を行 った時 。  
２ 回 目 以 降 ま た は 、 ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で は 「 変 換 時 間 算 出 方 法 」 で 示 さ れ る 変 換

時 間 で動 作 します。  
 
⑧ 変 換 デ ー タ に は 誤 差 （ 量 子 化 誤 差 + 総 合 誤 差 ） が 含 ま れ て い ま す の で 、 必 ず 新

の 「 半 導 体 ニ ュ ー ズ 」 の 規 格 に 従 っ て 有 効 と な る 変 換 デ ー タ の み を ご 使 用 く だ さ い 。  
 
⑨ Ｐ ０ ０ ／ Ａ Ｎ ０ ～ Ｐ ０ ６ ／ Ａ Ｎ ６ ， Ｐ ７ ０ ／ Ａ Ｎ ８ へ の 入 力 電 圧 は 規 格 の 範 囲 で 使 用 し て く

だ さ い 。  
特 に Ｖ Ｄ Ｄ 以 上 ， Ｖ Ｓ Ｓ 以 下 の 電 圧 が 入 力 さ れ る と 、 そ の チ ャ ネ ル の 変 換 値 や 他 の チ

ャ ネ ル の 変 換 値 に も 影 響 を 与 え る こ と が あ り ま す 。  
 
⑩ ノ イ ズ 等 に よ る 変 換 精 度 の 低 下 を 極 力 防 ぐ 対 策 と し て 下 記 を 行 っ て く だ さ い 。  
・ Ｖ Ｄ Ｄ １ 、 Ｖ Ｓ Ｓ １ 端 子 の 直 近 ( 出 来 る 限 り 直 近 5 m m 以 内 が 望 ま し い ) に は 必 ず バ イ パ

ス コ ン デ ン サ ( 数 μ F ＋ 数 千 p F ) を 外 付 け し て く だ さ い 。  
・ ア ナ ロ グ 入 力 端 子 に は ノ イ ズ 除 去 に 適 な ロ ー パ ス フ ィ ル タ （ Ｒ Ｃ ） や コ ン デ ン サ を ア

ナ ロ グ 入 力 端 子 の 直 近 に 外 付 け し て く だ さ い 。 ま た 、 コ ン デ ン サ の Ｇ Ｎ Ｄ は カ ッ プ リ ン

グ の 影 響 を 防 ぐ た め 、 ノ イ ズ が 重 畳 し て な い Ｇ Ｎ Ｄ を ご 使 用 く だ さ い 。 （ 目 安 と し て は

Ｒ ＝ ～ 5 k Ω 以 下 ／ Ｃ ＝ １ ０ ０ ０ ｐ Ｆ ～ ０ ． １ μ Ｆ ）  
・ ア ナ ロ グ 信 号 線 は デ ィ ジ タ ル パ ル ス 信 号 線 や 大 電 流 変 化 の あ る 信 号 線 と 隣 接 ・ 交

差 ・ 平 行 配 線 を し な い で く だ さ い 。 ま た は 、 ア ナ ロ グ 信 号 線 の 両 端 を ノ イ ズ が 重 畳 し

て い な い Ｇ Ｎ Ｄ で シ ー ル ド し て く だ さ い 。  
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・ 変 換 動 作 中 の ア ナ ロ グ 入 力 端 子 に 隣 接 す る 端 子 へ デ ィ ジ タ ル パ ル ス を 印 加 し た り 、

隣 接 す る 端 子 か ら 出 力 し な い で く だ さ い 。  
・ ポ ー ト 出 力 が 変 化 し て い る 場 合 に は 、 ノ イ ズ の 影 響 に よ っ て 正 し い 変 換 結 果 が 得 ら

れ な い こ と が あ り ま す 。 ノ イ ズ の 影 響 を 少 な く す る た め に 、 電 源 と マ イ コ ン の 各 Ｖ Ｄ Ｄ 端

子 と の 間 に 生 ず る 配 線 抵 抗 を 下 げ る こ と が 必 要 で す 。 応 用 回 路 を 作 成 す る 時 に は 、

こ の 点 に 注 意 し て 作 成 し て く だ さ い 。  
・ 発 振 端 子 の 振 幅 電 圧 と 各 端 子 入 出 力 電 圧 は Ｖ Ｄ Ｄ ～ Ｖ Ｓ Ｓ 以 内 に な る よ う 調 整 し  
 て く だ さ い 。  

 
⑪ 有 効 と す る 変 換 デ ー タ は 多 数 回 行 っ た 変 換 値 の 大 値 と 小 値 を 切 り 捨 て 、 残 り

の デ ー タ を 平 均 化 す る 等 の 処 理 を 行 っ て く だ さ い 。  
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４ 制 御 機 能  
 

４ - １ 割 り込 み機 能  

４ - １ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 低 レ ベ ル （ Ｌ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｈ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｘ ） の ３ レ ベ ル の 多 重 割 り 込

み 制 御 機 能 を 持 っ て い ま す 。  
マ ス タ 割 り 込 み 許 可 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ） ， 割 り 込 み 優 先 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｐ ） で 、 割 り 込 み の 許

可 や 割 り 込 み 優 先 順 位 の 指 定 を 行 い ま す 。  
 

４ - １ - ２  機 能  

① 割 り 込 み 動 作  
・ 周 辺 モ ジ ュ ー ル は 、 そ れ ぞ れ の 割 り 込 み 要 求 フ ラ グ と 割 り 込 み 要 求 許 可 フ ラ グ が

と も に “ １ ” に な る と 、 所 定 の ベ ク タ ア ド レ ス に 対 す る 割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  
・ 周 辺 モ ジ ュ ー ル か ら の 割 り 込 み 要 求 を 受 け る と 、 割 り 込 み レ ベ ル ， 優 先 順 位 ， 割

り 込 み 許 可 状 態 を 判 断 し ま す 。 そ の 結 果 、 割 り 込 み を 受 け 付 け る 場 合 に は 、 Ｐ Ｃ

の 値 を ス タ ッ ク に 待 避 し 、 あ ら か じ め 決 め ら れ て い る ベ ク タ ア ド レ ス に 分 岐 し ま す 。  
・ 割 り 込 み ル ー チ ン か ら の 復 帰 は 、 Ｒ Ｅ Ｔ Ｉ 命 令 に よ り 行 わ れ 、 Ｐ Ｃ と 割 り 込 み レ ベ ル

が 以 前 の 状 態 に 戻 り ま す 。  
 

② 多 重 割 り 込 み 制 御  
・ 低 レ ベ ル （ Ｌ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｈ ） ， 高 レ ベ ル （ Ｘ ） の ３ つ の 割 り 込 み レ ベ ル が あ り 、 割

り 込 み 処 理 中 に 同 一 レ ベ ル ま た は 下 位 の レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 が 入 っ て も 受 け

付 け ら れ ま せ ん 。  
 
③ 割 り 込 み の 優 先  

・ ２ つ 以 上 の ベ ク タ ア ド レ ス へ の 割 り 込 み 要 求 が 同 時 に 発 生 し た 場 合 、 レ ベ ル の 高

い も の が 優 先 さ れ ま す 。 ま た 、 同 一 レ ベ ル で は 、 飛 び 先 ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い 方

の 割 り 込 み が 優 先 さ れ ま す 。  
 

④ 割 り 込 み 要 求 許 可 受 け 付 け 制 御  
・ マ ス タ 割 り 込 み 許 可 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ） で 、 Ｈ レ ベ ル と Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 受 け 付 け

の 許 可 ／ 禁 止 の 制 御 が で き ま す 。  
・ Ｘ レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 受 け 付 け の 禁 止 は で き ま せ ん 。  

 
⑤ 割 り 込 み 受 け 付 け 禁 止 期 間  

・ Ｉ Ｅ （ Ｆ Ｅ ０ ８ ） ， Ｉ Ｐ （ Ｆ Ｅ ０ ９ ） レ ジ ス タ 書 き 込 み ， ホ ー ル ド 解 除 後 の ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ の 期 間 、 割

り 込 み は 受 け 付 け ら れ ま せ ん 。  
・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ （ Ｆ Ｅ ０ ７ ） レ ジ ス タ 書 き 込 み 命 令 と 次 の 命 令 の 実 行 の 間 に は 割 り 込 み は か

か り ま せ ん 。  
・ Ｒ Ｅ Ｔ Ｉ 命 令 と 次 の 命 令 の 実 行 の 間 に は 割 り 込 み は か か り ま せ ん 。  
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⑥ 割 り 込 み レ ベ ル 制 御  
・ ベ ク タ ア ド レ ス 単 位 で 割 り 込 み レ ベ ル の 選 択 が で き ま す 。  

 
割 り 込 み 一 覧  

Ｎｏ． ベクタ 選択レベル 割り込み要因 
１ ００００３Ｈ ＸまたはＬ ＩＮＴ０ 
２ ００００ＢＨ ＸまたはＬ ＩＮＴ１ 
３ ０００１３Ｈ ＨまたはＬ ＩＮＴ２／Ｔ０Ｌ／ＩＮＴ４ 
４ ０００１ＢＨ ＨまたはＬ ＩＮＴ３ 
５ ０００２３Ｈ ＨまたはＬ Ｔ０Ｈ 
６ ０００２ＢＨ ＨまたはＬ なし 
７ ０００３３Ｈ ＨまたはＬ なし 
８ ０００３ＢＨ ＨまたはＬ ＳＩＯ１ 
９ ０００４３Ｈ ＨまたはＬ ＡＤＣ／Ｔ６／Ｔ７ 

１０ ０００４ＢＨ ＨまたはＬ ポート０ 
・ 優 先 レ ベ ル  Ｘ ＞ Ｈ ＞ Ｌ  

・ 同 一 レ ベ ル で は ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い も の が 優 先  

 

⑦ 割 り 込 み の 許 可 や 割 り 込 み 優 先 順 位 の 指 定 を 行 う に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス

タ を 操 作 す る 必 要 が あ り ま す 。  
 

・ Ｉ Ｅ ， Ｉ Ｐ  

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE08 0000 HH00 R/W IE IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0

FE09 0000 0000 R/W IP IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

 
 

４ - １ - ３  回 路 構 成  

４ - １ - ３ - １   マ ス タ 割 り 込 み 許 可 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ）   （ ６ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｈ レ ベ ル ， Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み の 許 可 ／ 禁 止 を 行 う 。  
② 割 り 込 み レ ベ ル フ ラ グ の 状 態 を 読 め る 。  
③ ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ０ ３ Ｈ ， ０ ０ ０ ０ Ｂ Ｈ の 割 り 込 み の レ ベ ル 切 り 替 え （ Ｌ ／ Ｘ ） を 行 う 。  
 

４ - １ - ３ - ２   割 り 込 み 優 先 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｐ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ １ ３ Ｈ ～ ０ ０ ０ ４ Ｂ Ｈ の 割 り 込 み の レ ベ ル 切 り 替 え （ Ｈ ／ Ｌ ） を 行 う 。  
 



L C 8 7 2 R 0 0  第 ４ 章  
 

4-3 

４ - １ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - １ - ４ - １   マ ス タ 割 り 込 み 許 可 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ）  

① 割 り 込 み の 制 御 を 行 う ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で 、 ビ ッ ト ６ ～ ４ は Ｒ ／ Ｏ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE08 0000 HH00 R/W IE IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0

 
Ｉ Ｅ ７ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｈ レ ベ ル ， Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み の 許 可 ／ 禁 止 制 御  

・ こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｈ レ ベ ル ， Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 の 受 付 が 許 可 さ れ  
ま す 。  

・ こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｈ レ ベ ル ， Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 の 受 付 が 禁 止 さ れ  
ま す 。  

・ こ の ビ ッ ト の 値 に か か わ ら ず 、 Ｘ レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 の 受 付 は 許 可 さ れ て

い ま す 。  
 
Ｘ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｘ レ ベ ル 割 り 込 み フ ラ グ （ Ｒ ／ Ｏ ）  

・ Ｘ レ ベ ル の 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ 、 Ｘ レ ベ ル の 割

り 込 み か ら 復 帰 す る と 、 こ の ビ ッ ト が リ セ ッ ト さ れ ま す 。  
・ こ の ビ ッ ト は 読 み 出 し 専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト の 値 を 命 令 で 直 接 、 書 き 換 え る こ

と は で き ま せ ん 。  
 
Ｈ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｈ レ ベ ル 割 り 込 み フ ラ グ （ Ｒ ／ Ｏ ）  

・ Ｈ レ ベ ル の 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ 、 Ｈ レ ベ ル の

割 り 込 み か ら 復 帰 す る と 、 こ の ビ ッ ト が リ セ ッ ト さ れ ま す 。  
・ こ の ビ ッ ト は 読 み 出 し 専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト の 値 を 命 令 で 直 接 、 書 き 換 え る こ

と は で き ま せ ん 。  
 
Ｌ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｌ レ ベ ル 割 り 込 み フ ラ グ （ Ｒ ／ Ｏ ）  

・ Ｌ レ ベ ル の 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ 、 Ｌ レ ベ ル の 割

り 込 み か ら 復 帰 す る と 、 こ の ビ ッ ト が リ セ ッ ト さ れ ま す 。  
・ こ の ビ ッ ト は 読 み 出 し 専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト の 値 を 命 令 で 直 接 、 書 き 換 え る こ

と は で き ま せ ん 。  
 

（ ビ ッ ト ３ ， ２ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  

 
Ｘ Ｃ Ｎ Ｔ １ （ ビ ッ ト １ ） ： ０ ０ ０ ０ Ｂ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 制 御 フ ラ グ  

・ こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ０ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み は Ｌ レ ベ ル と な り   
ま す 。  

・ こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ０ Ｂ Ｈ へ の 割 り 込 み は Ｘ レ ベ ル と な り   
ま す 。  

 
Ｘ Ｃ Ｎ Ｔ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ： ０ ０ ０ ０ ３ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 制 御 フ ラ グ  

・ こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ０ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み は Ｌ レ ベ ル と な り   
ま す 。  

・ こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ０ ３ Ｈ へ の 割 り 込 み は Ｘ レ ベ ル と な り   
ま す 。  
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４ - １ - ４ - ２   割 り 込 み 優 先 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｐ ）  

① ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ １ ３ Ｈ ～ ０ ０ ０ ４ Ｂ Ｈ の 割 り 込 み の レ ベ ル 切 り 替 え （ Ｈ ／ Ｌ ） を 行 う ８ ビ ッ

ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE09 0000 0000 R/W IP IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

 
  対象割り込み 

ベクタアドレス ＩＰのビット 
値

割り込みレベル 

０ Ｌレベル 
７ ０００４ＢＨ ＩＰ４Ｂ 

１ Ｈレベル 
０ Ｌレベル 

６ ０００４３Ｈ ＩＰ４３ 
１ Ｈレベル 
０ Ｌレベル 

５ ０００３ＢＨ ＩＰ３Ｂ 
１ Ｈレベル 
０ Ｌレベル 

４ ０００３３Ｈ ＩＰ３３ 
１ Ｈレベル 
０ Ｌレベル 

３ ０００２ＢＨ ＩＰ２Ｂ 
１ Ｈレベル 
０ Ｌレベル 

２ ０００２３Ｈ ＩＰ２３ 
１ Ｈレベル 
０ Ｌレベル 

１ ０００１ＢＨ ＩＰ１Ｂ 
１ Ｈレベル 
０ Ｌレベル 

０ ０００１３Ｈ ＩＰ１３ 
１ Ｈレベル 
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４ - ２ システムクロック発 生 機 能  

 

４ - ２ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク 発 生 回 路 と し て 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 、 中 速 Ｒ Ｃ 発 振

回 路 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 の ３ 系 統 の 発 振 回 路 を 内 蔵 し て い ま す 。 こ の う ち 、 中 速 Ｒ

Ｃ 発 振 と 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 は 抵 抗 と コ ン デ ン サ Ｃ を 内 蔵 し て お り 、 外 付 け 回 路 が 不

要 で す 。  
こ れ ら ３ 種 類 の ク ロ ッ ク か ら プ ロ グ ラ ム で シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 選 択 し ま す 。  
 

４ - ２ - ２  機 能  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択  
・ メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 ， 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 の ３ 系 統 の 発 振 ク ロ ッ ク

か ら プ ロ グ ラ ム で シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 選 択 し ま す 。  
 

② シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周  
・ シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 選 択 さ れ た 発 振 ク ロ ッ ク を 分 周 し て 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク と し て 供 給

し ま す 。  
・ 分 周 回 路 は ２ 段 階 で 構 成 さ れ て い ま す 。  
  １ 段 目 は 、 1

1  ま た は 2
1  の 選 択 が で き ま す 。  

  ２ 段 目 は 、 1
1 ， 2

1 ， 4
1 ， 8

1 ， 16
1 ， 32

1 ， 64
1 ， 128

1  の 選 択 が で き ま す 。  

 
③ 発 振 回 路 の 制 御  

・ 命 令 で 、 上 記 ３ 系 統 の 発 振 の 停 止 ／ 許 可 を 独 立 に 制 御 で き ま す 。  
・ Ｃ Ｆ 発 振 回 路 に は 消 費 電 流 低 減 タ イ プ の Ｃ Ｆ 発 振 ロ ー ア ン プ と Ｃ Ｆ 発 振 ノ ー マ ル

ア ン プ が 選 択 で き ま す 。  
 
④ 入 力 端 子 兼 用 機 能  

・ Ｃ Ｆ 発 振 端 子 （ Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ ） は 、 汎 用 入 力 ポ ー ト と し て 使 用 で き ま す 。  
 
⑤ モ ー ド 毎 の 発 振 回 路 の 状 態  

モード／クロック メインクロック 中速ＲＣ発振 周波数可変ＲＣ発振 システムクロック 

リセット状態 停止 動作 停止 中速ＲＣ発振 

リセット解除 動作 動作 停止 中速ＲＣ発振 

通常動作 プログラマブル プログラマブル プログラマブル プログラマブル 

ホルト 突入時の状態 突入時の状態 突入時の状態 突入時の状態 

ホールド 停止 停止 停止 停止 

ホールド解除直
後

突入時の状態 動作 停止 中速ＲＣ発振 

 
各 モードの突 入 方 法 ／解 除 方 法 については４．３スタンバイ機 能 を参 照 してください。  
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⑥ シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り

ま す 。  
・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ， Ｏ Ｃ Ｒ ， Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｉ Ｖ ， Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ ， Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ ， Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ  

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH HH00 R/W PCON - - - - - - PDN IDLE

FE0C HHHH H000 R/W CLKDIV - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0

FE0D 00HX XXXX R/W MRCR MRCSEL MRCST - RCCTD4 RCCTD3 RCCTD2 RCCTD1 RCCTD0

FE0E 0H00 XX00 R/W OCR CLKSGL - CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP

FE43 HHHH 0HHH R/W XT2PC - - - - XTCFIN - - - 

FE7C HHHH H0HH R/W SLWRC - - - - - CFLAMP - - 

 

４ - ２ - ３  回 路 構 成  

４ - ２ - ３ - １  メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路  

① Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ 端 子 に セ ラ ミ ッ ク 発 振 子 と 容 量 を 接 続 し 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ と Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ レ ジ ス

タ を 制 御 す る こ と に よ り 発 振 が 可 能 に な り ま す 。  
② Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ 端 子 の デ ー タ を レ ジ ス タ Ｏ Ｃ Ｒ の ビ ッ ト ２ ， ３ と し て 読 む こ と が で き ま す 。  
③ メ イ ン ク ロ ッ ク 、 ま た は 汎 用 入 力 ポ ー ト と し て 使 用 し な い 場 合 は 、 汎 用 入 力 ポ ー ト 仕

様 に 選 択 し 、 Ｃ Ｆ １ 端 子 と Ｃ Ｆ ２ 端 子 を １ ０ ０ ｋ Ω で Ｖ Ｓ Ｓ １ に プ ル ダ ウ ン し て く だ さ い 。  
 

４ - ２ - ３ - ２  内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 （ 従 来 型 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 ）   

① 内 蔵 の 抵 抗 と 容 量 に よ り ( 標 準 １ Ｍ Ｈ ｚ ) 発 振 し ま す 。  
② リ セ ッ ト ま た は ホ ー ル ド 解 除 後 に は 、 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 の ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り  

ま す 。  
③ メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 と は 異 な り 、 発 振 開 始 直 後 か ら 正 常 な 周 波 数 で 発 振 を 行 い ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - ３  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路  

① 内 蔵 の 抵 抗 と 容 量 に よ り 発 振 し ま す 。  
② 源 発 振 周 波 数 １ ６ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク を ５ ビ ッ ト の カ ウ ン タ で カ ウ ン ト し ま す 。 速 の ク ロ ッ ク

設 定 は ８ Ｍ Ｈ ｚ で す 。  
③ カ ウ ン タ 値 が カ ウ ン ト 設 定 値 と 一 致 す る 毎 に ク ロ ッ ク を ト グ ル 出 力 し ま す 。  
④ 外 部 Ｃ Ｆ 発 振 よ り や や 精 度 を 必 要 と し な い メ イ ン ク ロ ッ ク に 適 し て い ま す 。  

  

●リセット 
・メインクロック動作 
・サブクロック停止 
・ＲＣ発振動作 
・周波数可変ＲＣ発振停止 

●通常動作モード 
・それぞれの発
振の動作／停
止はプログラマ

●ホールドモード 
・それぞれの発振の
状態は、突入時の
状態を保持

●リセット 
・メインクロックはリセット状態で

停止、リセット解除後発振 
・中速ＲＣ発振動作 
・周波数可変ＲＣ発振停止 

●通常動作モード 
・それぞれの発振の動作／停止

はプログラマブル。 

●ホルトモード 
・それぞれの発振の状態は、突

入時の状態を保持。 

●ホールドモード 
・全ての発振は停止 
・ＯＣＲレジスタのビット１，４，５
がクリアされるため、解除時、
中速ＲＣ発振は動作し、中速Ｒ
Ｃ発振がシステムクロックとな
る。 

・ＭＲＣＲレジスタのビット６，７が
クリアされるため、解除時周波
数可変Ｒ Ｃ発振は停止とな
る。 
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４ - ２ - ３ - ４  パ ワ ー 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ）  （ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 動 作 モ ー ド （ 通 常 ／ ホ ル ト ／ ホ ー ル ド ） を 設 定 し ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - ５  発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｏ Ｃ Ｒ ）  （ ７ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 発 振 回 路 の 動 作 停 止 ／ 開 始 の 制 御 を 行 い ま す 。  
② シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 選 択 を 行 い ま す 。  
③ シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 使 う 発 振 ク ロ ッ ク の 分 周 比 を 1

1  ま た は 2
1  に 設 定 し ま す 。  

④ Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ 端 子 の デ ー タ を ビ ッ ト ２ ， ３ と し て 読 み 込 め ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - ６  低 速 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ ）  （ １ ビ ッ ト ）  

① Ｃ Ｆ 発 振 回 路 の ア ン プ サ イ ズ 切 り 替 え を 行 い ま す 。 Ｃ Ｆ 発 振 ロ ー ア ン プ は 消 費 電 流 低

減 化 と し て 、 低 電 圧 、 Ｃ Ｆ ＝ ４ Ｍ Ｈ ｚ 、 シ ス テ ム 分 周 ＝ １ ／ ４ ～ １ ／ １ ６ な ど の 動 作 条 件

時 に 効 果 を 発 揮 し ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - ７  Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ 汎 用 ポ ー ト 入 力 制 御 レ ジ ス タ （ Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ ）  （ １ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｃ Ｆ １ 、 Ｃ Ｆ ２ 端 子 の 汎 用 入 力 の 制 御 を 行 い ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - ８  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ ）  （ ７ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 動 作 停 止 ／ 開 始 の 制 御 を 行 い ま す 。  
② メ イ ン ク ロ ッ ク の Ｃ Ｆ ／ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 の 選 択 を 行 い ま す 。  
③ 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク の 周 波 数 を 設 定 し ま す 。  
 

４ - ２ - ３ - ９  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 制 御 レ ジ ス タ （ Ｃ Ｌ ＫＤ Ｉ Ｖ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 回 路 の 制 御 を 行 い ま す 。  
分 周 比 は 1

1 ， 2
1 ， 4

1 ， 8
1 ， 16

1 ， 32
1 ， 64

1 ， 128
1  の 設 定 が 可 能 で す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ２ － １   シ ス テ ム ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ブ ロ ッ ク 図  
 
 

CF 発振 

周波数可変 
RC 発振 

CF クロック

CFLAMP 

セ
レ
ク
タ 

fSCLK : システムクロック周波数 
fCYC : サイクルクロック周波数 
 （ 小命令サイクル） 
fCYC = fSCLK /3 

セ
レ
ク
タ 

ﾒｲﾝクロック

RC クロック

MRCST 

RCCTD4～0 
MRCSFT 

RCSTOP 

MRCSEL CLKCB5,4

CLKSGL CLKDV2～0 

システムクロック
SCLK

5 

2

3 

分

周 

(1)

分

周 

(2) 

内蔵中速 RC 発振 

CFSTOP 
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４ - ２ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - ２ - ４ - １  パ ワ ー 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ）  （ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 動 作 モ ー ド （ 通 常 ／ ホ ル ト ／ ホ ー ル ド ） を 設 定 す る ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
・ 各 モードの 突 入 方 法 ／解 除 方 法 に ついては４．３  スタンバイ機 能 を参 照 してくだ さい。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH H000 R/W PCON - - - - - - PDN IDLE

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ２ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｐ Ｄ Ｎ （ ビ ッ ト １ ） ： ホ ー ル ド モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

① ビ ッ ト の セ ッ ト は 命 令 で 行 い ま す 。  
・ ホ ー ル ド モ ー ド に 入 る と 全 て の 発 振 （ メ イ ン ク ロ ッ ク ， 中 速 Ｒ Ｃ , 周 波 数

可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ） が 停 止 し 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ ， ４ ， ５ と Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ レ ジ ス

タ の ビ ッ ト ７ ， ６ が ク リ ア さ れ ま す 。  
・ ホ ー ル ド モ ー ド 復 帰 後 、 中 速 Ｒ Ｃ は 発 振 を 開 始 し 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク は

中 速 Ｒ Ｃ と な り ま す 。  
② Ｐ Ｄ Ｎ の ク リ ア は 、 ホ ー ル ド 解 除 信 号 （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｐ ０

Ｉ Ｎ Ｔ ） の 発 生 、 ま た は リ セ ッ ト 信 号 で 行 わ れ ま す 。  
③ Ｐ Ｄ Ｎ が セ ッ ト さ れ る と 自 動 的 に ビ ッ ト ０ も セ ッ ト さ れ ま す 。  

 
Ｉ Ｄ Ｌ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： ホ ル ト モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

① こ の ビ ッ ト を セ ッ ト す る と ホ ル ト モ ー ド に 入 り ま す 。  
② ビ ッ ト １ が セ ッ ト さ れ る と 自 動 的 に こ の ビ ッ ト も セ ッ ト さ れ ま す 。  
③ イ ン タ ラ プ ト 要 求 の 受 付 、 ま た は リ セ ッ ト 信 号 で こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ま す 。  

 
ＰＤＮ ＩＤＬＥ 動作モード 

０ ０ 通常動作モード 
０ １ ホルトモード 
１ １ ホールドモード 

 
４ - ２ - ４ - ２  発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｏ Ｃ Ｒ ）  （ ７ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  発 振 回 路 の 動 作 制 御 ， シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 選 択 ， Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ 端 子 の デ ー タ の 読 み

込 み を 行 う ７ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。 ビ ッ ト ３ ， ２ は 読 み 出 し 専 用 で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0E 0H00 XX00 R/W OCR CLKSGL - CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP

 
（ ビ ッ ト ６ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｃ Ｌ Ｋ Ｓ Ｇ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） ： ク ロ ッ ク 分 周 選 択  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 ビ ッ ト ４ ， ５ で 選 択 さ れ た ク ロ ッ ク を 直 接 シ ス テ ム ク ロ

ッ ク と し て 使 用 し ま す 。  
②  こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 ビ ッ ト ４ ， ５ で 選 択 さ れ た ク ロ ッ ク 周 波 数 の 2

1 の ク ロ

ッ ク を シ ス テ ム ク ロ ッ ク と し て 使 用 し ま す 。  
 
Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ５ （ ビ ッ ト ５ ） ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択  
Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ４ （ ビ ッ ト ４ ） ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択  
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①  Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ５ ， Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ４ で 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 選 択 を 行 い ま す 。  
②  リ セ ッ ト 時 ， ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 、 Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ５ ， Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ４ は ク リ ア さ れ  

ま す 。  
 

ＣＬＫＣＢ５ ＣＬＫＣＢ４ システムクロック 
０ ０ 中速ＲＣ発振 
０ １ メインクロック 
１ ０ 設定禁止 
１ １ メインクロック 

 
Ｘ Ｔ ２ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｃ Ｆ ２ 端 子 デ ー タ （ 読 み 出 し 専 用 ）  
Ｘ Ｔ １ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｃ Ｆ １ 端 子 デ ー タ （ 読 み 出 し 専 用 ）  
 
Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ ビ ッ ト １ ） ： 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 制 御  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 停 止 し ま す 。  
②  こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 動 作 し ま す 。  
③  リ セ ッ ト 時 、 こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ 発 振 可 能 に な り ま す 。  

 
Ｃ Ｆ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ ビ ッ ト ０ ） ： メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 制 御  

①  こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 は 停 止 し ま す 。  
②  こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 回 路 は 動 作 し ま す 。  
③  リ セ ッ ト 時 ， こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ま す 。  

 
ＯＣＲレジスタ ＸＴ２ＰＣレジスタ ＣＦ１，ＣＦ２の状態 ＯＣＲレジスタ（ＦＥ０ＥＨ） 

ＣＦＳＴＯＰ ＸＴＣＦＩＮ  ＸＴ２ＩＮ ＸＴ１ＩＮ 
０ ０ メインクロック発振動作 ＣＦ２端子データ ＣＦ１端子データ

１ ０ メインクロック発振停止 不定 不定 
０ １ 設定禁止 ＣＦ２端子データ ＣＦ１端子データ

１ １ 汎用入力 ＣＦ２端子データ ＣＦ１端子データ

注 意 ： Ｃ Ｆ １ と Ｃ Ｆ ２ を 汎 用 入 力 ポ ー ト と し て 機 能 さ せ る た め に は 、 Ｘ Ｔ Ｃ Ｆ Ｉ Ｎ （ Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ ： Ｆ

Ｅ ４ ３ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ３ ） を １ に セ ッ ト し 、 Ｃ Ｆ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ Ｏ Ｃ Ｒ ： Ｆ Ｅ ０ Ｅ  レ ジ ス タ の ビ ッ ト

０ ） ＝ １ に 設 定 し て く だ さ い 。  
 
４ - ２ - ４ - ３  低 速 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｌ Ｗ Ｒ Ｃ ）  （ １ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｃ Ｆ 発 振 回 路 の ア ン プ サ イ ズ 切 り 替 え を 行 う １ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7C HHHH H0HH R/W SLWRC - - - - - CFLAMP - - 

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ３ ， １ ， ０ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と ‘ １ ’ が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｃ Ｆ Ｌ Ａ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｃ Ｆ 発 振 ア ン プ サ イ ズ 切 り 替 え 制 御  

① こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｃ Ｆ 発 振 回 路 は ロ ー ア ン プ サ イ ズ が 選 択 さ れ ま す 。  
② こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 Ｃ Ｆ 発 振 回 路 は ノ ー マ ル ア ン プ サ イ ズ が 選 択 さ れ  

ま す 。  
＊ 切 り 替 え 時 に は 手 順 が 必 要 と な る た め ４ － ２ － ５ を 参 照 く だ さ い 。  
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４ - ２ - ４ - ４  Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ 汎 用 ポ ー ト 入 力 制 御 レ ジ ス タ （ Ｘ Ｔ ２ Ｐ Ｃ ）  （ １ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｃ Ｆ １ 、 Ｃ Ｆ ２ 端 子 の 汎 用 入 力 の 制 御 を 行 う １ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE43 HHHH 0HHH R/W XT2PC - - - - XTCFIN - - - 

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ４ ， ２ ～ ０ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｘ Ｔ Ｃ Ｆ Ｉ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｃ Ｆ １ 、 Ｃ Ｆ ２ 入 力 制 御  

① こ の ビ ッ ト と Ｃ Ｆ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ （ Ｏ Ｃ Ｒ ： Ｆ Ｅ ０ Ｅ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ ） の 設 定 に よ り Ｃ Ｆ

１ 、 Ｃ Ｆ ２ 端 子 は メ イ ン ク ロ ッ ク ／ 汎 用 入 力 ポ ー ト が 切 り 替 わ り ま す 。 （ 詳

細 は 「 ４ － ２ － ４ － ２  発 振 制 御 レ ジ ス タ 」 を 参 照 し て く だ さ い 。 ）  
 

４ - ２ - ４ - ５  周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ （ Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ ）  （ ７ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の 動 作 制 御 、 メ イ ン ク ロ ッ ク の 選 択 を 行 う ７ ビ ッ ト の レ ジ ス タ

で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0D 00HX XXXX R/W MRCR MRCSEL MRCST - RCCTD4 RCCTD3 RCCTD2 RCCTD1 RCCTD0

 
Ｍ Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク 選 択  

① こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 が メ イ ン ク ロ ッ ク に 選 択 さ れ

ま す 。  
上 記 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の 設 定 で メ イ ン ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 さ れ て

い る 場 合 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。  
② こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 は メ イ ン ク ロ ッ ク に 選 択 さ れ

ま せ ん 。 Ｃ Ｆ が メ イ ン ク ロ ッ ク と な り ま す 。  
③ こ の ビ ッ ト は ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 ク リ ア さ れ ま す 。  

 
Ｍ Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ） ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 開 始 制 御  

① こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 動 作 を 開 始 し ま す 。  
   ② こ の ビ ッ ト が “ ０ ” の 時 、 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 停 止 し ま す 。  

 ③ こ の ビ ッ ト は ホ ー ル ド モ ー ド 突 入 時 ク リ ア さ れ ま す 。  
 
Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ ４ （ ビ ッ ト ４ ） ：  
Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ ３ （ ビ ッ ト ３ ） ：  
Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ：  
Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ １ （ ビ ッ ト １ ） ：  
Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ：  

 
① 源 発 振 ク ロ ッ ク の カ ウ ン タ 値 を 設 定 し ま す 。  
② 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 の 発 生 す る ク ロ ッ ク 周 波 数 、  

源 発 振 周 波 数 ／ （ （ Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ 設 定 値 ＋ １ ） × ２ ） と な り ま す 。  
③ Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ の 初 期 値 は 不 定 と な り ま す 。  

 
注 意 ： カ ウ ン ト 値 の 設 定 に よ っ て は シ ス テ ム ク ロ ッ ク が 高 速 と な り 、 動 作 ク ロ ッ ク 範 囲 を 超

え た 場 合 は 誤 動 作 す る 場 合 が あ り ま す 。  
 

周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 周 波 数 設 定  
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注 意 ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク に サ ブ ク ロ ッ ク ま た は 、 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク を 選 択 時 に 、 Ｍ

Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） ＝ ‘ Ｈ ’ 状 態 で Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ の 書 き 換 え を 行 っ た 場 合 は デ ー タ の

設 定 が 正 常 に 行 わ れ な い 場 合 が あ り ま す 。  
シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 ク ロ ッ ク を 選 択 時 の Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ の 書 き 換 え は

Ｍ Ｒ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ） ＝ ‘ Ｌ ’ 設 定 で 行 っ て く だ さ い 。  
 
注 意 ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 が “ 発 振 停 止 ” 状 態 か ら “ 発 振 許 可 ” 状 態 と な っ た

後 、 １ ０ ０ μ ｓ ｅ ｃ 以 上 の 発 振 安 定 時 間 を 設 け て か ら シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 切 り 替 え て

く だ さ い 。  
 
注 意 ： 周 波 数 可 変 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 機 種 に よ り ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ タ イ プ と ５ ビ ッ ト カ ウ ン タ タ

イ プ が あ り ま す の で 、 こ の 機 能 を 使 用 す る 場 合 に は 開 発 ツ ー ル 含 め 確 認 が 必 要

で す 。 本 機 種 は ５ ビ ッ ト カ ウ ン タ で す 。  
 
注 意 ： Ｒ Ｃ Ｃ Ｔ Ｄ の 初 期 値 は 機 種 に よ り 内 蔵 （ 中 速 ） Ｒ Ｃ 発 振 周 波 数 に 近 い 値 に 設 定

さ れ る 機 種 と 不 定 値 に な る 機 種 が あ り ま す 。 本 機 種 は 不 定 値 で す 。  
 

４ - ２ - ４ - ６  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 制 御 レ ジ ス タ （ Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｉ Ｖ ）  （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 制 御 を 行 い ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0C HHHH H000 R/W CLKDIV - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ３ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と ‘ １ ’ が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ ２ （ ビ ッ ト ２ ） ：  
Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ １ （ ビ ッ ト １ ） ：    シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 分 周 比 を 設 定 し ま す 。  
Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ：  
 

Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ ２  Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ １ Ｃ Ｌ Ｋ Ｄ Ｖ ０ 分 周 比  

０  ０  ０  
1

1  

０  ０  １  2
1  

０  １  ０  4
1  

０  １  １  8
1  

１  ０  ０  16
1  

１  ０  １  32
1  

１  １  ０  64
1  

１  １  １  128
1  
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４ - ２ - ５  Ｃ Ｆ 発 振 ア ン プ サ イ ズ 切 り 替 え の 具 体 例  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 状 態  
・ シ ス テ ム ク ロ ッ ク は Ｃ Ｆ 発 振 （ メ イ ン ） 以 外 の 状 態 に し ま す 。  

 
② Ｃ Ｆ 発 振 の ア ン プ サ イ ズ を ロ ー ア ン プ に 切 り 替 え  

・ 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 制 御 レ ジ ス タ の Ｃ Ｆ Ｌ Ａ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ２ ） ＝ １ に 設 定 し ま す 。  
③ Ｃ Ｆ 発 振 安 定 時 間 待 ち  

・ 半 導 体 ニ ュ ー ズ に 記 載 さ れ て い る Ｃ Ｆ 発 振 安 定 時 間 を 待 ち ま す 。  
 
④ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 切 り 替 え  

・ 発 振 制 御 レ ジ ス タ の Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ４ （ ビ ッ ト ４ ） ＝ １ 、 Ｃ Ｌ Ｋ Ｃ Ｂ ５ （ ビ ッ ト ５ ） ＝ ０ に 設 定 し 、 シ

ス テ ム ク ロ ッ ク を Ｃ Ｆ 発 振 （ メ イ ン ） に 切 替 え ま す 。  
 
注 意 ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク が Ｃ Ｆ 発 振 （ メ イ ン ） の 状 態 で 、 Ｃ Ｆ 発 振 の ア ン プ サ イ ズ を 切 替 え な

い で く だ さ い 。 切 り 替 え を 行 う と 切 り 替 え 時 に 発 振 が 不 安 定 と な り 、 シ ス テ ム の 誤

動 作 を 引 起 し ま す 。  
注 意 ： Ｃ Ｆ 発 振 の ロ ー ア ン プ を 使 用 す る 場 合 に は 、 ノ ー マ ル ア ン プ と 動 作 電 圧 範 囲 が

異 な り ま す の で 、 半 導 体 ニ ュ ー ズ を 必 ず ご 確 認 く だ さ い 。  
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４ - ３ スタンバイ機 能  

 

４ - ３ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 停 電 時 や プ ロ グ ラ ム 待 機 中 の 消 費 電 流 を 低 減 す る た め に 、 ホ ル ト ， ホ ー

ル ド と 呼 ば れ る ２ つ の ス タ ン バ イ モ ー ド が あ り ま す 。 ス タ ン バ イ 状 態 で は 、 命 令 の 実 行 は

停 止 し ま す 。  
 

４ - ３ - ２  機 能  

① ホ ル ト モ ー ド  
・ 命 令 の 実 行 は 停 止 し ま す が 、 周 辺 回 路 は 動 作 を 継 続 し ま す （ シ リ ア ル 転 送 の 一

部 機 能 は 停 止 し ま す ） 。  
・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ を セ ッ ト す る こ と に よ り 、 ホ ル ト モ ー ド に 入 り ま す 。  
・ リ セ ッ ト ま た は 割 り 込 み 要 求 の 受 付 に よ り 、 Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ が ク リ ア さ れ 、

通 常 動 作 モ ー ド に 復 帰 し ま す 。  
 
② ホ ー ル ド モ ー ド  

・ 全 て の 発 振 が 停 止 し ま す 。 命 令 の 実 行 が 停 止 し 、 周 辺 回 路 も 動 作 を 停 止 し ま す

（ 注 １ ） 。  
・ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ を セ ッ ト す る こ と に よ り 、 ホ ー ル ド モ ー ド に 入 り ま す 。 こ の 時 、

Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ０ （ ホ ル ト モ ー ド 設 定 フ ラ グ ） も 自 動 的 に セ ッ ト さ れ ま す 。  
・ リ セ ッ ト ま た は ホ ー ル ド 解 除 信 号 （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｐ ０ Ｉ Ｎ Ｔ ） の 発 生

に よ り 、 Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ が ク リ ア さ れ 、 ホ ル ト モ ー ド に 移 行 し ま す 。  
 
（ 注 １ ） ： Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の 変 換 動 作 中 に ホ ル ト モ ー ド 、 ホ ー ル ド モ ー ド に 設 定 し な い で く

だ さ い 。 必 ず 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ２ ） が ’ ０ ‘ に な っ た こ と を 確

認 し て か ら 各 モ ー ド に 設 定 し て く だ さ い 。  
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４ - ３ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

４ - ３ - ３ - １   パ ワ ー 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｏ Ｎ ）   （ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 動 作 モ ー ド （ 通 常 ／ ホ ル ト ／ ホ ー ル ド ） を 設 定 す る ２ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
・ 各 モードの 突 入 方 法 ／解 除 方 法 に ついては４．３  スタンバイ機 能 を参 照 してくだ さい。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH HH00 R/W PCON - - - - - - PDN IDLE

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ２ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 読 む と “ １ ” が 読 ま れ ま す 。  
 
Ｐ Ｄ Ｎ （ ビ ッ ト １ ） ： ホ ー ル ド モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

① こ れ ら の ビ ッ ト の セ ッ ト は 命 令 で 行 い ま す 。  
・ ホ ー ル ド モ ー ド に 入 る と 全 て の 発 振 （ メ イ ン ク ロ ッ ク ， 中 速 Ｒ Ｃ ,  周 波 数

可 変 Ｒ Ｃ 発 振 ） が 停 止 し 、 Ｏ Ｃ Ｒ レ ジ ス タ の ビ ッ ト １ ， ４ ， ５ と Ｍ Ｒ Ｃ Ｒ レ ジ ス

タ の ビ ッ ト ７ ， ６ が ク リ ア さ れ ま す 。  
・ ホ ー ル ド モ ー ド 復 帰 後 、 中 速 Ｒ Ｃ は 発 振 を 開 始 し 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク は

中 速 Ｒ Ｃ と な り ま す 。  
② Ｐ Ｄ Ｎ の ク リ ア は 、 ホ ー ル ド 解 除 信 号 （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｐ ０

Ｉ Ｎ Ｔ ） の 発 生 、 ま た は リ セ ッ ト 信 号 で 行 わ れ ま す 。  
③ Ｐ Ｄ Ｎ が セ ッ ト さ れ る と 自 動 的 に ビ ッ ト ０ も セ ッ ト さ れ ま す 。  

 
Ｉ Ｄ Ｌ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： ホ ル ト モ ー ド 設 定 フ ラ グ  

① こ の ビ ッ ト を セ ッ ト す る と ホ ル ト モ ー ド に 入 り ま す 。  
② ビ ッ ト １ が セ ッ ト さ れ る と 自 動 的 に こ の ビ ッ ト も セ ッ ト さ れ ま す 。  
③ イ ン タ ラ プ ト 要 求 の 受 付 、 ま た は リ セ ッ ト 信 号 で こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ま す 。  

 
ＰＤＮ ＩＤＬＥ 動作モード 

０ ０ 通常動作モード 
０ １ ホルトモード 
１ １ ホールドモード 
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表 ４ － ３ － １  ス タ ン バ イ 動 作  
項目／モード リセット状態 ホルトモード ホールドモード 

突入条件 ・ RES 信号印加 
・ウォッチドッグタイマでのリセ
ット発生 

・内蔵リセット回路でのリセット
信号発生 

ＰＣＯＮレジスタ 
ビット１＝“０” 
ビット０＝“１” 

ＰＣＯＮレジスタ 
ビット１＝“１” 

突入後、 
変化するデータ 

別表の示すように初期化され
る。 

ＷＤＴレジスタ（ＦＥ０Ｆ）のビッ
ト４がセットされている場合、
ＷＤＴレジスタのビット２～０が
クリアされる。 

・ＷＤＴレジスタ（ＦＥ０Ｆ）のビ
ット４がセットされている場
合 、ＷＤＴレジスタのビット
２～０がクリアされる。 

・ＰＣＯＮレジスタのビット０が
“１”になる。 
・ＯＣＲレジスタ（ＦＥ０Ｅ）のビ
ット５，４，１がクリアされる。

・ＭＲＣＲレジスタ（FE0D）の
ビット７，６がクリアされる。 

メインクロック発振 停止 突入時の状態 停止 
内蔵中速ＲＣ発振 動作 突入時の状態 停止 
周波数可変ＲＣ発振 停止 突入時の状態 停止 
ＣＰＵ 初期化される 停止 停止 
Ｉ／Ｏ端子状態 表４－３－２参照 ← ← 
ＲＡＭ ・ RES の場合：不定 

・ウォッチドッグタイマリセット
の場合：データ保持 

データ保持 データ保持 

周辺モジュール 停止 突入時の状態 
（注２） 

停止 

復帰条件 突入条件の解消 ・割り込み要求の受付 
・リセット突入条件の成立 

・ＩＮＴ０～２，４またはＰ０ＩＮＴ
からの割り込み要求発生 

・リセット突入条件の成立 
復帰先 通常動作モード 通常動作モード 

（注１） 
ホルトモード 
（注１） 

復帰後に変化するデ
ータ 

なし ＰＣＯＮレジスタのビット０＝
“０”となる 

ＰＣＯＮレジスタのビット１＝
“０”となる 

（ 注 １ ）  リ セ ッ ト 突 入 条 件 の 成 立 で 復 帰 し た 場 合 、 リ セ ッ ト 状 態 に 移 行 す る 。  

（ 注 ２ ）  シ リ ア ル 転 送 の 一 部 機 能 は 停 止 し ま す 。  
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表 ４ － ３ － ２  モ ー ド に よ る 端 子 状 態 （ 本 シ リ ー ズ の 場 合 ）  
端子名 リセット時 通常動作時 ＨＡＬＴ時 ＨＯＬＤ時 ＨＯＬＤ解除時 

ＲＥＳ ・入力端子 ← ← ← ← 

・ CF 発振用インバー

タの入力。 
・発振は開始しない。

・レジスタ XT2PC(FE43H)
の bit3 で CF 発振用イン

バータの入力／汎用入

力を制御。 
・ レジスタ OCR(FE0EH)
で発振可能／停止を制

御。 

← ・ CF 発振用インバータ

の入力／汎用入力

は、ホールド突入時の

状態。 
 

・ホールドモード突入

時の状態。 
CF1 

・CF1,CF2 の間に帰

還抵抗あり。 
・CF1,CF2 の間に帰還抵

抗はプログラムで制御。

 ・CF1,CF2 の間の帰還

抵抗はホールド突入

時の状態。 

 

CF2 ・ CF 発振用インバー

タの出力 
・発振は開始しない。

・ CF1,CF2 の間に帰

還抵抗あり。 
・ CF1 に関係なく

VDD レベル出力。

 

・レジスタ XT2PC(FE43H)
の bit3 で CF 発振用イン

バータの入力／汎用入

力を制御。 
・ レジスタ OCR(FE0EH)
で発振可能／停止を制

御。 
・CF1,CF2 の間に帰還抵

抗はプログラムで制御。

← ・ CF 発振用インバータ

の出力／汎用入力

は、ホールド突入時の

状態。 
・CF1,CF2 の間の帰還

抵抗はホールド突入時

の状態。 

・ホールドモード突入

時の状態。 

P00-P07 ・ 入力モード 
・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P10-P17 ・ 入力モード 
・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P20-P21 ・ 入力モード 
・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P70 ・ 入力モード 
・ プルアップ抵抗オフ

・ 入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 
・ ウォッチドッグタイマ用

Nch 出力トランジスタは

プロクラムで制御（オン

時間が自動拡張される

ので、オフするまで 1920
～2048Tcyc かかる）。

・ 入力モード 
・ プルアップ抵抗はオ

フ。 
・ ウォッチドッグタイマ用

Nch 出力トランジスタ

はオフ（オン時間の自

動拡張機能はリセット

される）。 

← ・通常動作時と同じ。
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図 ４ － ３ － １   ス タ ン バ イ モ ー ド 遷 移  
 
 
 
 
 
 

●全てのモード

■ホールド突入条件 
・PCON レジスタ(FE07H)の 
ビット 1=1 

■ホールド解除条件 
・INT0, INT1 のレベル割り込み

要求発生 
・INT2, INT4,ポート 0 割り込みの

何れかでの割り込み要求の発

生 
・リセット突入条件の成立 （注 1）

■ホルト突入条件 
・PCON レジスタ(FE07H)の 
ビット 1=0, ビット 0=1 

●ホールドモード 
・全ての発振は停止 
・OCR レジスタのビット 1, 4, 5 がク

リアされるため、解除時、中速

RC 発振が動作しシステムクロッ

クとなる。 
・MRCR レジスタのビット 6, 7 クリ

アされるため、解除後も周波数

可変 RC 発振は停止となる。 
・CPU, 周辺モジュールは、動作

停止。 

●リセット 
・メインクロックはリセット状態で

停止、リセット解除後発振 
・中速 RC 発振動作 
・周波数可変 RC 発振停止 
・各レジスタは初期状態 

●通常動作モード 
・それぞれの発振の動作／停

止はプログラマブル 
・CPU,周辺モジュールは通常

動作する。

●ホルトモード 
・それぞれの発振の状態は、

突入時の状態を保持。 
・CPU は動作停止。周辺モジ

ュールは動作。 

■リセット状態解除条件 
・リセット突入条件が解除されて

から所定の時間の経過 

（注 1） リセット突入条件の成立の場合、リセット状態に移行する。 

（注 2）  ホルト／ホールドモードに突入した時の割り込みレベルにより高位の割り込みでないと割り込み要

求が受けられないため、ホルトからの復帰はできません。 

ホルト／ホールドモード突入時の割
り込みレベル ホルト解除可能な割り込み要求レベル 

割り込みがかかっていない状態 

L レベル 

H レベル 

X レベル 

X レベル，H レベル，L レベル 

X レベル，H レベル 

X レベル 

なし（割り込みによる解除不可能） 

■リセット状態突入条件 
・RES 端子に L レベル印加 
・ウオッチドッグタイマでのリセット

信号発生 
・内蔵リセット回路でのリセット信

号発生 

■ホルト解除条件 
・割り込み要求の受け付け （注 2）

・リセット突入条件の成立 （注 1）
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４ - ４ リセット機 能  

 

４ - ４ - １  概 要  

リセット 機 能 とは、電 源 投 入 時 や動 作 中 に マイク ロコンピュータを初 期 化 する機 能 です。  
 

４ - ４ - ２  機 能  

本 シ リ ー ズ は 、 次 の ３ つ の 機 能 を 持 っ て い ま す 。  
 

① ＲＥＳ 端 子 に よ る 外 部 リ セ ッ ト 機 能  

ＲＥＳ 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を ２ ０ ０ [ μ s ] 以 上 印 加 す る こ と で 、 確 実 に リ セ ッ ト が か か り ま す 。

し か し 、 わ ず か な 幅 （ ２ ０ ０ [ μ s ] 以 内 ） の 「 Ｌ 」 レ ベ ル が 印 加 さ れ て も リ セ ッ ト が か か る こ と

が あ る の で 注 意 が 必 要 で す 。  

ＲＥＳ 端 子 に 適 正 な時 定 数 を外 付 けすこ とに より、電 源 投 入 時 の リセットと して使 用 で き

ます。  
② 内 蔵 リ セ ッ ト 機 能  

電 源 の 初 期 投 入 時 に リ セ ッ ト を か け る パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ） 機 能 と 電 源 電 圧 が

低 下 し た 時 に リ セ ッ ト を か け る 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト （ Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能 が あ り ま す 。 パ ワ ー オ ン

リ セ ッ ト の 解 除 レ ベ ル と 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト 機 能 を 【 許 可 】 使 用 す る ／ 【 禁 止 】 使 用 し

な い と 検 知 レ ベ ル を オ プ シ ョ ン に て 選 択 で き ま す 。  
③ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ る 暴 走 検 出 リ セ ッ ト 機 能  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は 、 外 部 割 り 込 み 端 子 （ Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ ） に 抵 抗 と コ ン デ

ン サ を 外 付 け し て 、 適 当 な 時 定 数 を 作 る こ と で 暴 走 検 出 リ セ ッ ト と し て 使 用 す る こ と が

で き ま す 。  
 
リ セ ッ ト 回 路 の 構 成 例 を 図 ４ － ４ － １ に 示 し ま す 。 リ セ ッ ト 端 子 の 外 付 け 回 路 は 内 蔵 リ

セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン を 【 禁 止 】 し 外 部 パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト 回 路 を 構 成 し た 場 合 の 一 例

で す 。  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ４ － １   リ セ ッ ト 回 路 ブ ロ ッ ク 図  
 

ウォッチドッグ

タイマ(WDT) 

内蔵リセット回路

(POR/LVD) 

マイコン内部 マイコン外部

P70/INT0

/T0LCP 

RES 
同期回路 

内部 RESET

信号
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４ - ４ - ３  リ セ ッ ト 時 の 状 態  

ＲＥＳ 端 子 、 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ か ら の リ セ ッ ト が 発 生 す る と 、 シ ス テ ム ク ロ ッ

ク に 同 期 し た リ セ ッ ト 信 号 に よ り 、 各 ハ ー ド ウ ェ ア が 初 期 化 さ れ ま す 。  
リ セ ッ ト が か か る と シ ス テ ム ク ロ ッ ク は 内 蔵 中 速 Ｒ Ｃ 発 振 に 切 り 換 わ る た め 、 電 源 投 入 時

で も 直 ち に ハ ー ド ウ ェ ア の 初 期 化 が 行 わ れ ま す 。 メ イ ン ク ロ ッ ク 発 振 が 安 定 す る の を 待 っ

て 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク を メ イ ン ク ロ ッ ク に 切 り 換 え ま す 。  
リ セ ッ ト 時 、 プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ の 初 期 値 は 、 ユ ー ザ オ プ シ ョ ン 設 定 に よ り 選 択 し た プ ロ グ

ラ ム ス タ ー ト ア ド レ ス に な り ま す 。 ま た 、 各 特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） の 初 期 値 は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｅ

Ｎ Ｄ Ｉ Ｘ （ Ａ － Ｉ ） ス ペ シ ャ ル フ ァ ン ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） マ ッ プ に 示 す 値 と な り ま す 。  
 
＜ 注 意 点 ＞  
・ ス タ ッ ク ポ イ ン タ の 初 期 値 は ０ ０ ０ ０ Ｈ と な り ま す 。  
・ デ ー タ Ｒ Ａ Ｍ の 内 容 は リ セ ッ ト で 初 期 化 さ れ る こ と は あ り ま せ ん 。 よ っ て 、 電 源 投 入 時 で

は Ｒ Ａ Ｍ の 内 容 が 「 不 定 」 と な っ て い ま す の で 注 意 が 必 要 で す 。  
・ 内 蔵 リ セ ッ ト 機 能 を 使 用 す る 場 合 、 リ セ ッ ト 端 子 に は 使 用 条 件 に 合 わ せ た 外 付 け 回

路 を 構 成 す る 必 要 が あ り ま す の で 、 必 ず 【 ４ － ６ 項  内 蔵 リ セ ッ ト 機 能 】 の 各 リ セ ッ ト 機

能 の 動 作 仕 様 、 回 路 構 成 、 注 意 点 ・ 留 意 点 を ご 確 認 く だ さ い 。  
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４ - ５ ウォッチドッグタイマ機 能  

 

４ - ５ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 プ ロ グ ラ ム の 暴 走 を 検 出 す る た め に Ｒ Ｃ 回 路 を 外 付 け す る ウ ォ ッ チ ド ッ グ

タ イ マ を 内 蔵 し て い ま す 。  
ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 に 外 付 け し た Ｒ Ｃ 回 路 を 充 電 し 、

「 Ｈ 」 レ ベ ル に 達 す る と プ ロ グ ラ ム が 暴 走 し た と み な し 、 リ セ ッ ト や 割 り 込 み を か け る こ と が で

きます。  
 

４ - ５ - ２  機 能  

① 暴 走 の 検 出  
定 期 的 に Ｒ Ｃ 回 路 を 放 電 す る プ ロ グ ラ ム を 作 成 し ま す 。 プ ロ グ ラ ム が 暴 走 す る と Ｒ Ｃ

回 路 を 放 電 す る 命 令 を 実 行 し な い の で 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 は 「 Ｈ 」 レ ベ

ル に 達 し 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ が プ ロ グ ラ ム の 暴 走 を 検 出 し ま す 。  
 
② 暴 走 検 出 後 の 動 作  

ウ ォ ッ チ ドッグ タ イ マ が プ ロ グ ラ ム の 暴 走 を 検 出 し た 場 合 、 次 の ２つの 動 作 を選 択 す る

ことができます。  
・ リ セ ッ ト （ プ ロ グ ラ ム の 再 実 行 ）  
・ 外 部 割 り 込 み Ｉ Ｎ Ｔ ０ の 発 生 （ プ ロ グ ラ ム の 継 続 ）  

外 部 割 り 込 み Ｉ Ｎ Ｔ ０ は マ ス タ 割 り 込 み 許 可 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ） に よ っ て 優 先 レ

ベ ル が 変 わ り ま す 。  
 

４ - ５ - ３  回 路 構 成  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は 、 高 ス レ ッ シ ュ ホ ー ル ド バ ッ フ ァ ， パ ル ス ス ト レ ッ チ ャ 回 路 と ウ ォ ッ チ

ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ で 構 成 さ れ て い ま す 。 構 成 図 を ４ － ５ － １ に 示 し ま す 。  
 
・ 高 ス レ ッ シ ュ ホ ー ル ド バ ッ フ ァ  

外 付 け さ れ た 容 量 Ｃ の 充 電 圧 を 検 出 し ま す 。  
 
・ パ ル ス ス ト レ ッ チ ャ 回 路  

外 付 け さ れ た 容 量 Ｃ の 放 電 を 確 実 に 行 う た め に 、 放 電 時 間 よ り も 長 く 放 電 し ま す 。  
ス ト レ ッ チ 時 間 は 、 １ ９ ２ ０ ～ ２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ で す 。  

 
・ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ ）  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 を 制 御 し ま す 。  
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リセット

ＭＯＶ　＃５５Ｈ，ＷＤＴ
（命令）

Ｐ７０／ＩＮＴ０
／Ｔ０ＬＣＰ

－
＋

Ｃ

Ｒ

割り込み制御回路

ＩＮＴ０割り込み

パルスストレッチャ回路

７ － －５ ４ ２ １ ０

ＷＤＴ（ＦＥ０Ｆ）
 

 
図 ４ － ５ － １   ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 構 成 図  

４ - ５ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - ５ - ４ - １  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0F 0H00 H000 R/W WDT WDTFLG - WDTB5 WDTHLT - WDTCLR WDTRST WDTRUN

 
ビット名 機能 

ＷＤＴＦＬＧ（ビット７） 
暴走検出フラグ 
０ ： 暴走無し 
１ ： 暴走有り 

ＷＤＴＢ５（ビット５） 
汎用フラグ 
汎用フラグとして使用できます 

ＷＤＴＨＬＴ（ビット４） 
ＨＡＬＴ／ＨＯＬＤ時の機能制御 
０ ： ウォッチドッグタイマの動作許可 
１ ： ウォッチドッグタイマの動作停止 

ＷＤＴＣＬＲ（ビット２） 
ウォッチドッグタイマのクリア制御 
０ ： ウォッチドッグタイマのクリア禁止 
１ ： ウォッチドッグタイマのクリア許可 

ＷＤＴＲＳＴ（ビット１） 
暴走検出時のリセット制御 
０ ： 暴走検出時のリセット禁止 
１ ： 暴走検出時のリセット実行 

ＷＤＴＲＵＮ（ビット０） 
ウォッチドッグタイマの動作制御 
０ ： ウォッチドッグタイマの動作維持 
１ ： ウォッチドッグタイマの動作開始 

 
Ｗ Ｄ Ｔ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ７ ） ： 暴 走 検 出 フ ラ グ  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ っ て プ ロ グ ラ ム の 暴 走 が 検 出 さ れ た 場 合 は セ ッ ト さ

れ ま す 。 こ の ビ ッ ト を モ ニ タ す る こ と に よ っ て 、 プ ロ グ ラ ム の 暴 走 が 発 生 し た か

ど う か を 知 る こ と が で き ま す 。 （ た だ し 、 W D T Ｒ Ｓ Ｔ ＝ １ の 場 合 の み ）  
こ の ビ ッ ト は 自 動 的 に リ セ ッ ト さ れ ま せ ん 。 プ ロ グ ラ ム で リ セ ッ ト す る 必 要 が あ

り ま す 。  
 

Ｗ Ｄ Ｔ Ｂ ５ （ ビ ッ ト ５ ） ： 汎 用 フ ラ グ  
汎 用 フ ラ グ と し て 使 用 で き ま す 。  
こ の ビ ッ ト を 操 作 し て も 機 能 ブ ロ ッ ク の 動 作 に 影 響 を 与 え ま せ ん 。  

INT0 割り込み 
P70／INT0 
／T0LCP 

割り込み制御回路

WDT(FE0F)

+ 
- 

パルスストレッチャ回路

C 

R 

7 - 5 4 - 2 1 0

リセット 

MOV ＃55H,WDT 
（命令） 
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Ｗ Ｄ Ｔ Ｈ Ｌ Ｔ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 機 能 制 御  

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ が Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 状 態 に な っ た 場 合 の ウ ォ ッ チ ド ッ グ

タ イ マ 動 作 （ ０ ） ／ 停 止 （ １ ） を 制 御 し ま す 。 「 １ 」 の 設 定 時 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ／ Ｈ Ｏ Ｌ

Ｄ 状 態 で は Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｌ Ｒ ， Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ ， Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ が リ セ ッ ト さ れ 、 ウ ォ ッ チ ド ッ

グ タ イ マ は 停 止 し ま す 。 「 ０ 」 の 設 定 時 で は Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｌ Ｒ ， Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ ， Ｗ Ｄ Ｔ

Ｒ Ｕ Ｎ は 変 化 せ ず 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 状 態 で も ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は 動 作 し

ま す 。  
「 １ 」 の 設 定 で 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド か ら 通 常 動 作 モ ー ド に 復 帰 し た 時

に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 機 能 を 使 用 す る 場 合 は 、 再 び 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ

の 初 期 化 、 動 作 開 始 の 設 定 を 行 っ て く だ さ い 。  
 
Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｌ Ｒ （ ビ ッ ト ２ ） ： ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の ク リ ア 制 御  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 動 作 中 （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に お け る 外 付 け 容 量 の 電 荷

の 放 電 を 許 可 （ １ ） ／ 禁 止 （ ０ ） し ま す 。 「 １ 」 の 設 定 時 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ

ク リ ア 命 令 を 実 行 す る こ と に よ り 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の Ｎ チ ャ ネ ル

ト ラ ン ジ ス タ が Ｏ Ｎ し 、 外 付 け 容 量 の 電 荷 を 放 電 し ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を ク リ

ア し ま す 。 こ の 時 、 パ ル ス ス ト レ ッ チ ャ 回 路 が 動 作 し ま す 。 「 ０ 」 の 設 定 時 、 Ｐ

７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の Ｎ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ を Ｏ Ｎ さ せ る こ と を 禁 止

し 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を ク リ ア す る こ と が で き な い よ う に し ま す 。  
ま た 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 停 止 中 （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に 、 「 １ 」 に 設 定 し た 時 も

Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の Ｎ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ が Ｏ Ｎ し 、 外 付 け 容

量 の 電 荷 を 放 電 し ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を ク リ ア し ま す 。  
 
Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ （ ビ ッ ト １ ） ： 暴 走 検 出 時 の リ セ ッ ト 制 御  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ が プ ロ グ ラ ム の 暴 走 を 検 出 し た 場 合 、 リ セ ッ ト の 実 行

（ １ ） ／ 禁 止 （ ０ ） を 制 御 し ま す 。 「 １ 」 の 設 定 時 、 暴 走 検 出 時 に リ セ ッ ト が か

か り 、 プ ロ グ ラ ム を ユ ー ザ オ プ シ ョ ン 設 定 に よ り 選 択 し た プ ロ グ ラ ム ス タ ー ト ア

ド レ ス か ら 再 実 行 し ま す 。 「 ０ 」 の 設 定 時 に は リ セ ッ ト は か か ら ず 、 外 部 割 り

込 み 「 Ｉ Ｎ Ｔ ０ 」 が 発 生 し て 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ３ Ｈ 番 地 を コ ー ル し ま す 。  
 

Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ０ ） ： ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 制 御  
ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 の 開 始 （ １ ） ／ 維 持 （ ０ ） を 制 御 し ま す 。 「 １ 」 の 設

定 時 、 ウ ォ ッ チ タ イ マ 機 能 が 動 作 し 、 「 ０ 」 の 設 定 時 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 機

能 に 何 も 影 響 を 与 え ま せ ん 。 つ ま り 、 一 旦 動 作 開 始 し た ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ

マ は プ ロ グ ラ ム で 停 止 さ せ る こ と は で き ま せ ん 。 （ リ セ ッ ト 時 停 止 ）  
 

【 注 意 】  
Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ ＝ １ の 場 合 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ が 動 作 し て い な く て も 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０

Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 が 「 Ｈ 」 レ ベ ル に な る と 、 リ セ ッ ト が か か り ま す 。  
ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を 停 止 （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） さ せ た 状 態 で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の ク リ

ア 制 御 ビ ッ ト （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｌ Ｒ ） を 「 １ 」 に セ ッ ト す る と 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の Ｎ チ ャ

ネ ル ト ラ ン ジ ス タ が Ｏ Ｎ し ま す 。  
ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を 使 用 し な い 場 合 は 、 こ の 点 に 留 意 し て プ ロ グ ラ ム を 作 成 し て く だ

さ い 。 プ ロ グ ラ ム や 応 用 回 路 に よ っ て は 、 消 費 電 流 が 増 加 す る 場 合 が あ り ま す 。  
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４ - ５ - ４ - ２  マ ス タ 割 り 込 み 許 可 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｅ ）  

詳 細 は 、 「 第 ４ 章  ４ ‐ １ ‐ ４ ‐ １  マ ス タ 割 り 込 み 許 可 制 御 レ ジ ス タ 」 を 参 照 し て く だ  

さ い 。  
 

４ - ５ - ４ - ３  ポ ー ト ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ７ ）  

詳 細 は 、 「 第 ３ 章  ３ ‐ ４ ‐ ３ ‐ １  ポ ー ト ７ 制 御 レ ジ ス タ 」 を 参 照 し て く だ さ い 。  
 

４ - ５ - ５  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 使 い 方  

定 期 的 に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を ク リ ア す る 命 令 が 実 行 さ れ る よ う に プ ロ グ ラ ム を 作 成 し ま

す 。 ま た 、 外 付 け Ｒ Ｃ 回 路 の 時 定 数 が ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を ク リ ア す る 時 間 間 隔 よ り も

大 き く な る よ う に 、 抵 抗 値 Ｒ ， 容 量 値 Ｃ を 選 択 し ま す 。  
 
① ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 初 期 化  

ＲＥＳ 端 子 に よ る 外 部 リ セ ッ ト 時 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ ） の 全 ビ ッ

ト は リ セ ッ ト さ れ ま す 。 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 は 「 Ｈ 」 レ ベ ル に 充 電 さ れ て い る

場 合 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 を 開 始 す る 前 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル ま で 放 電 し て く だ さ い 。

放 電 に 際 し て は 、 内 蔵 の Ｎ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ を 使 用 し ま す が 、 Ｏ Ｎ 抵 抗 を 持 っ て

い る の で 、 外 付 け の 容 量 値 と の 時 定 数 だ け の 放 電 時 間 が 必 要 で す 。  
ポ ー ト ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ７ ： Ｆ Ｅ ５ Ｃ ） の ビ ッ ト ０ ， ４ を ０ ， ０ ま た は １ ， １ に し 、 Ｐ ７ ０ 端 子 の

ポ ー ト 出 力 を オ ー プ ン と し ま す 。  
・ 放 電 開 始  

Ｗ Ｄ Ｔ に 「 ０ ４ Ｈ 」 を 書 き 込 み 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の 出 力 Ｎ チ ャ ネ ル ト ラ

ン ジ ス タ を Ｏ Ｎ さ せ 、 コ ン デ ン サ を 放 電 し ま す 。  
・ 「 Ｌ 」 レ ベ ル 確 認  

Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の デ ー タ 検 出  
Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の デ ー タ を Ｌ Ｄ 命 令 等 で 読 み 込 み 、 「 ０ 」 が 読 み 込

ま れ れ ば 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 は 「 Ｌ 」 レ ベ ル に な っ て い る と 判 断 し ま す 。  
 
② ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 開 始  

( 1 )  ビ ッ ト ２ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｌ Ｒ ） と ビ ッ ト ０ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ ） に 「 １ 」 を 書 き 込 み ま す 。  
( 2 )  暴 走 検 出 で リ セ ッ ト を か け る 場 合 は 、 ビ ッ ト １ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ ） を 同 時 に 「 １ 」 に し ま

す 。  
( 3 )  Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド と Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 を 停 止 す る 場 合

に は 、 ビ ッ ト ４ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｈ Ｌ Ｔ ） を 同 時 に セ ッ ト し ま す 。  
Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ に 「 １ 」 を 書 き 込 む こ と で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 機 能 が 働 き 始 め ま す 。

一 度 動 作 が 始 ま る と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ ） へ の 書 き 込 み は 禁

止 さ れ 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の ク リ ア と ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ ） の 読

み 出 し の み が 可 能 と な り ま す 。 従 っ て 、 命 令 に よ る 停 止 は で き ま せ ん 。 ウ ォ ッ チ ド ッ グ

タ イ マ の 機 能 が 停 止 す る の は 、 リ セ ッ ト 時 、 ま た は Ｗ Ｄ Ｔ Ｈ Ｌ Ｔ が セ ッ ト さ れ た 状 態 で Ｈ

Ａ Ｌ Ｔ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド に 入 っ た 場 合 で す 。 こ の 場 合 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｌ Ｒ ， Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ ， Ｗ Ｄ

Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ が リ セ ッ ト さ れ ま す 。  
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③ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の ク リ ア  
電 源 投 入 と 同 時 に 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 に 外 付 け し た Ｒ Ｃ 回 路 へ の 充 電

が 開 始 さ れ ま す 。 こ の 端 子 の 電 圧 値 が 「 Ｈ 」 レ ベ ル に 達 す る と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ

制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ ） の 設 定 に 従 っ て 、 リ セ ッ ト あ る い は 割 り 込 み が 発 生 し ま す 。 通

常 の プ ロ グ ラ ム 動 作 を 行 う に は 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 が 「 Ｈ 」 レ ベ ル に 達 す

る 前 に 、 定 期 的 に Ｒ Ｃ 回 路 を 放 電 す る 必 要 が あ り ま す （ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の ク リ

ア ） 。 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 中 に ク リ ア す る に は 、 次 の 命 令 を 実 行 し て く だ さ い 。  
 

MOV  #55H,WDT 
 
前 述 の 命 令 は 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の Ｎ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ を Ｏ Ｎ に し 、

パ ル ス ス ト レ ッ チ ャ 機 能 （ Ｍ Ｏ Ｖ 命 令 実 行 後 も ト ラ ン ジ ス タ が Ｏ Ｎ に な っ て い る ） に よ り 、

最 短 １ ９ ２ ０ ～ 最 長 ２ ０ ４ ８ サ イ ク ル タ イ ム の 間 、 コ ン デ ン サ を 放 電 し ま す 。  
 
④ 暴 走 検 出  

定 期 的 に 前 述 の 命 令 を 実 行 し な い と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ が ク リ ア さ れ な い の で 外

付 け Ｒ Ｃ 回 路 が 充 電 さ れ ま す 。 充 電 が 進 み 、 Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 が 「 Ｈ 」 レ

ベ ル に 達 す る と 、 プ ロ グ ラ ム が 暴 走 し た と 判 断 さ れ 、 リ セ ッ ト あ る い は 割 り 込 み が 発 生

し ま す 。 こ の 時 、 暴 走 検 出 フ ラ グ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｆ Ｌ Ｇ ） が セ ッ ト さ れ ま す （ た だ し 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ

＝ １ の 場 合 の み ） 。  
こ の 場 合 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ が 「 １ 」 で あ れ ば リ セ ッ ト が か か り 、 プ ロ グ ラ ム を ユ ー ザ オ プ シ ョ ン

設 定 に よ り 選 択 し た プ ロ グ ラ ム ス タ ー ト ア ド レ ス か ら 再 実 行 し 、 「 ０ 」 で あ れ ば 外 部 割 り

込 み （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ） を 発 生 し 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ０ ３ Ｈ へ プ ロ グ ラ ム の 実 行 が 移 り ま す 。  
 

・ 使 用 上 の 注 意 点  
① Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド を 使 っ て 極 低 消 費 電 力 を 実 現 す る 場 合 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を 使

用 し な い か 、 ま た は Ｗ Ｄ Ｔ Ｈ Ｌ Ｔ に 「 １ 」 を 書 き 込 ん で 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ

イ マ の 動 作 を 禁 止 し て お く 必 要 が あ り ま す 。  
また、ウォッチドッグタイマを使 用 しない時 は、必 ずＷＤＴＣＬＲを「０」にしてください。  

 
② Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 は ２ つ の 入 力 レ ベ ル を 持 っ て お り 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ

マ 回 路 の 入 力 レ ベ ル は 、 ポ ー ト 入 力 や 割 り 込 み 検 出 レ ベ ル に 比 べ て ス レ ッ シ ュ ホ

ー ル ド レ ベ ル が 高 く な っ て い ま す 。  
入 力 レ ベ ル に つ い て は 、 最 新 の 「 半 導 体 ニ ュ ー ズ 」 を 参 照 し て く だ さ い 。  
 

Ｐ７０／ＩＮＴ０
／Ｔ０ＬＣＰ

－
＋

Ｃ

Ｒ

高スレッシュホールド

ポート７回路割り込み

ウォッチドッグタイマ

ＭＯＶ　＃５５Ｈ，ＷＤＴ（命令）

 
図 ４ － ５ － ２   Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ Ｃ Ｐ 端 子 の 構 造 （ Ｐ ７ ０ 設 定 ： プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｏ Ｆ Ｆ ）  

ウォッチドッグダイマ 

ポート７回路割り込み 

MOV ＃55H、WDT（命令） 

P70／INT0 
／T0LCP 

+ 
- 

R 

C

高スレッシュホールド 
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③ ポ ー ト ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ ７ ： Ｆ Ｅ ５ Ｃ ） の ビ ッ ト ４ ， ０ を ０ ， １ と し て Ｐ ７ ０ ／ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ／ Ｔ ０ Ｌ

Ｃ Ｐ 端 子 に プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 を つ け た 場 合 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ で

外 付 け す る 抵 抗 を 省 略 す る こ と が で き ま す （ 図 ４ － ５ － ３ 参 照 ） 。  
こ の 場 合 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 値 は 電 源 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ に よ っ て 変 化 し ま す 。 最 新 の

「 半 導 体 ニ ュ ー ズ 」 で プ ル ア ッ プ 抵 抗 値 を 確 認 し た 上 で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の

時 定 数 を 計 算 し て く だ さ い 。  
 

－
＋

Ｃ

ポート７回路割り込み

ウォッチドッグタイマ
Ｐ７０／ＩＮＴ０
／Ｔ０ＬＣＰ

Ｒ

ＭＯＶ　＃５５Ｈ，ＷＤＴ（命令）

Ｐ７０ＤＤＲ（ＦＥ５Ｃビット４）
Ｐ７０ＤＴ（ＦＥ５Ｃビット０）

Ｐ７０ＤＤＲ（ＦＥ５Ｃビット４）
Ｐ７０ＤＴ（ＦＥ５Ｃビット０）

 
図 ４ － ５ － ３   プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 を 使 用 し た 場 合 の 応 用 回 路  

 
④  Ｗ Ｄ Ｔ Ｈ Ｌ Ｔ ＝ １ の 設 定 で 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド に 突 入 す る と 、 Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｌ Ｒ ， Ｗ

Ｄ Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ ， Ｗ Ｄ Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ が リ セ ッ ト さ れ ま す 。 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド か ら 通 常 動 作

モ ー ド に 復 帰 し た 時 に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 機 能 を 使 用 す る 場 合 は 、 再 び 、 ウ ォ ッ

チ ド ッ グ タ イ マ の 初 期 化 、 動 作 開 始 の 設 定 を 行 っ て く だ さ い 。  
 

ウォッチドッグダイマ 

ポート７回路割り込み 

MOV ＃55H,WDT（命令） 

P70／INT0 
／T0LCP 

+ 
- 

C

R 

Ｐ７０DDR（FE５C ビット４） 
Ｐ７０DT（FE５C ビット０） 

ＨＡＬＴ／ＨＯＬＤ 

P７０DT(FE５C ビット０)
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４ - ６ 内 蔵 リセット機 能  

 

４ - ６ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 内 蔵 リ セ ッ ト 機 能 と し て パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト （ Ｐ Ｏ Ｒ ） と 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト

（ Ｌ Ｖ Ｄ ） を 内 蔵 し て い ま す 。 こ の 機 能 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 外 付 け に 必 要 で あ っ た リ

セ ッ ト 回 路 部 品 （ リ セ ッ ト Ｉ Ｃ な ど ） を 削 減 で き ま す 。  
 

４ - ６ - ２  機 能  

① パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト （ 以 下 Ｐ Ｏ Ｒ ） 機 能  
Ｐ Ｏ Ｒ は 電 源 投 入 時 に リ セ ッ ト を か け る た め の 機 能 で す 。 こ の 機 能 は 低 電 圧 検 知 リ

セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン 【 禁 止 】 を 選 択 し た 時 の み オ プ シ ョ ン に よ り Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル の 選

択 が 可 能 で す 。 但 し 、 電 源 投 入 時 に チ ャ タ リ ン グ が 入 る 場 合 や 電 源 が 瞬 停 す る お

そ れ の あ る 場 合 に は 、 下 記 の 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン を 併 用 す る か 、 外

付 け に リ セ ッ ト 回 路 を 構 成 す る 必 要 が あ り ま す 。  
 
② 低 電 圧 検 知 リ セ ッ ト （ 以 下 Ｌ Ｖ Ｄ ） 機 能  

Ｐ Ｏ Ｒ 機 能 と の 併 用 に よ り 電 源 投 入 時 と 電 源 電 圧 低 下 時 に リ セ ッ ト を か け る こ と が で

き ま す 。 こ の 機 能 は オ プ シ ョ ン に よ り 【 許 可 】 使 用 す る ／ 【 禁 止 】 使 用 し な い の 選 択 と

検 知 レベルの 選 択 が可 能 です。  
 

４ - ６ - ３  回 路 構 成  

内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 は 、 Ｐ Ｏ Ｒ ， Ｌ Ｖ Ｄ ， パ ル ス ス ト レ ッ チ ャ 回 路 ， 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ 放 電 ト ラ ン ジ ス

タ ， 外 付 け 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ ＋ プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ ま た は プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み で 構 成

さ れ て い ま す 。 構 成 図 を ４ － ６ － １ に 示 し ま す 。  
・ パ ル ス ス ト レ ッ チ ャ 回 路  

Ｐ Ｏ Ｒ ， Ｌ Ｖ Ｄ の リ セ ッ ト 信 号 を ス ト レ ッ チ す る 回 路 で 、 内 部 リ セ ッ ト 期 間 と リ セ ッ ト 端 子

に 外 付 け さ れ た 場 合 の 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を 放 電 す る た め に 使 用 し ま す 。 ス ト レ ッ チ 時 間 は

３ ０ μ ｓ ～ １ ０ ０ μ ｓ で す 。  
・ 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ 放 電 ト ラ ン ジ ス タ  

リ セ ッ ト 端 子 に 外 付 け さ れ た 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を 放 電 す る た め の Ｎ ｃ ｈ ト ラ ン ジ ス タ で す 。 リ セ

ッ ト 端 子 に 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を 外 付 け し な い 場 合 に は 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み 外 付 け

し 内 部 リ セ ッ ト 信 号 の モ ニ タ を 行 う こ と も で き ま す 。  
・ オ プ シ ョ ン 選 択 回 路  

Ｌ Ｖ Ｄ の オ プ シ ョ ン を 設 定 す る 回 路 で 、 Ｌ Ｖ Ｄ を 【 許 可 】 使 用 す る ／ 【 禁 止 】 使 用 し な

いの 選 択 と検 知 レベルの 選 択 をします。４－６－４項 を参 照 くだ さい。  
・ 外 付 け 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ ＋ プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ  

内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 の リ セ ッ ト 信 号 が 解 除 さ れ て か ら 、 更 に 外 付 け の Ｃ ， Ｒ 時 定 数 に よ

り リ セ ッ ト 期 間 を ス ト レ ッ チ し ま す 。 こ れ に よ り 、 電 源 投 入 時 に 電 源 チ ャ タ リ ン グ な ど が

発 生 し て も リ セ ッ ト 突 入 ／ 解 除 の 繰 り 返 し を 回 避 で き ま す 。 Ｐ Ｏ Ｒ + Ｌ Ｖ Ｄ 併 用 時 は

容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ を 外 付 け し た 、 図 ４ － ６ － １ の 回 路 構 成 を 推 奨

し ま す 。 推 奨 定 数 は Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ ＝ ０ ． ０ ２ ２ μ Ｆ ， Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ ＝ ５ １ ０ ｋ Ω で す 。 但 し 、 セ ッ ト 仕 様

に よ り リ セ ッ ト 端 子 に 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を 外 付 け で き な い 場 合 で も 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ

を 必 ず 外 付 け し て く だ さ い 。  
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  図 ４ － ６ － １   内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 構 成 図  

４ - ６ - ４  オ プ シ ョ ン  

 リ セ ッ ト 回 路 オ プ シ ョ ン に は Ｐ Ｏ Ｒ と Ｌ Ｖ Ｄ オ プ シ ョ ン が あ り ま す 。  

① Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン  
【 許 可 】 ： 使 用 す る  【 禁 止 】 ： 使 用 し な い  

② Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル オ プ シ ョ ン  ③ Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル オ プ シ ョ ン  
選択オプション

typ.値 
ＶＤＤ動作 min.値

（＊） 
選択オプション

typ.値 
ＶＤＤ動作 min.値

（＊） 
－ － 【１．６７Ｖ】 １．８Ｖ～ 

【１．９１Ｖ】 ２．１Ｖ～ 【１．９７Ｖ】 ２．１Ｖ～ 
【２．０１Ｖ】 ２．２Ｖ～ 【２．０７Ｖ】 ２．２Ｖ～ 
【２．３１Ｖ】 ２．５Ｖ～ 【２．３７Ｖ】 ２．５Ｖ～ 
【２．５１Ｖ】 ２．７Ｖ～ 【２．５７Ｖ】 ２．７Ｖ～ 
【２．８１Ｖ】 ３．０Ｖ～ 【２．８７Ｖ】 ３．０Ｖ～ 
【３．７９Ｖ】 ４．０Ｖ～ 【３．８６Ｖ】 ４．０Ｖ～ 
【４．２８Ｖ】 ４．５Ｖ～ 【４．３５Ｖ】 ４．５Ｖ～ 

＊ Ｖ Ｄ Ｄ 動 作 ｍ ｉ ｎ ． 値 は オ プ シ ョ ン で 選 択 し た Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル ／ Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル

に 対 し て 、 リ セ ッ ト が か か ら ず に 動 作 さ せ る こ と の で き る 下 限 値 の 目 安 を 示 し ま す 。  
① Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン  
 【 許 可 】 を 選 択 す る と Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル オ プ シ ョ ン で 選 択 さ れ た 電 圧 で リ セ ッ ト が か

か り ま す 。  
（ 注 １ ） こ の 時 の 動 作 電 流 は 全 て の モ ー ド に お い て 数 μ Ａ 常 時 流 れ ま す 。  

【 禁 止 】 を 選 択 す る と Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト は か か り ま せ ん 。  
（ 注 ２ ） こ の 時 の 動 作 電 流 は 全 て の モ ー ド に お い て 流 れ ま せ ん 。  

＊ 詳 細 は ４ － ６ － ５ 項 の リ セ ッ ト 回 路 の 動 作 波 形 例 を 参 照 く だ さ い 。  
② Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル オ プ シ ョ ン  

Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン で 【 許 可 】 を 選 択 し た 時 の み Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル を ７ レ ベ

ル 選 択 で き ま す 。 使 用 す る 動 作 条 件 に 適 し た 検 知 レ ベ ル を 選 択 し ま す 。   
③ Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル オ プ シ ョ ン  

Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン で 【 禁 止 】 を 選 択 し た 時 の み Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル を ８ レ ベ ル

選 択 で き ま す 。 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 し な い 場 合 の Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル は 、 保 証 動

作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ． に 影 響 し な い 最 低 レ ベ ル （ １ ． ６ ７ Ｖ 以 下 ） を 選 択 し て く だ さ い 。  
（ 注 ３ ） こ の 時 の 動 作 電 流 は Ｐ Ｏ Ｒ が リ セ ッ ト を 解 除 す る と 電 流 は 流 れ ま せ ん 。  
（ 注 ４ ） 保 証 動 作 電 圧 m i n . 以 下 の Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル を 選 択 （ １ ． ６ ７ Ｖ 以 下 ） す る 場

合 に は 、 使 用 上 の 留 意 点 が あ り ま す の で ４ － ６ － ６ － ② 項 を 参 照 く だ さ い 。  

パワーオンリセット 

（POR） 

RES 
RESET

ｵﾌﾟｼｮﾝ パルスストレッチャ 

低電圧検知リセット 

（LVD） 

マイコン内部 

RRES=510kΩ 

CRES=0.022μF 



内 蔵 リ セ ッ ト  

4-28 

 
● 選 択 参 考 例 １  

セ ッ ト 仕 様 に よ り Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ７ Ｖ ま で リ セ ッ ト を か け ず に 動 作 さ せ た い の で 、 そ れ に 最

適 な Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル を 選 択 し た い 。  
 
Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン は 【 許 可 】 を 選 択 し 、 Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル は 【 ２ ． ５ １

Ｖ 】 を 選 択 し ま す 。  
 
 
 
 
 
 
 
● 選 択 参 考 例 ２  
 Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ２ ． ７ Ｖ ／ Ｔ ｃ ｙ ｃ = ２ ５ ０ ｎ ｓ ま で の 動 作 保 証 と な っ て い る の で 、 そ の 条 件 で 最

適 な Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル を 選 択 し た い 。  
 
Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン は 【 許 可 】 を 選 択 し 、 Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト レ ベ ル オ プ シ ョ ン

は 【 ２ ． ８ １ Ｖ 】 を 選 択 し ま す 。  
 
 
 
 
 

 
 
● 選 択 参 考 例 ３  

外 付 け に ３ ． ０ Ｖ 検 知 の リ セ ッ ト Ｉ Ｃ を 使 用 す る の で 、 内 部 リ セ ッ ト 回 路 は 使 用 し た く

な い 。 （ ４ － ６ － ７ － ① 項 を 合 わ せ て ご 参 照 く だ さ い ）  
 

Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 機 能 オ プ シ ョ ン は 【 禁 止 】 を 選 択 し 、 Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル オ プ シ ョ ン は

【 １ ． ６ ７ Ｖ 】 を 選 択 し ま す 。  
 

 
 
 
 
 

   
 

（ 注 ５ ） 参 考 例 に 表 記 さ れ て い る 動 作 保 証 値 （ 電 圧 ／ 動 作 周 波 数 ） は 使 用 す る 機

種 に よ り 異 な り ま す の で 、 必 ず 最 新 の 半 導 体 ニ ュ ー ズ を 参 照 し 適 切 な 設 定 レ

ベ ル を 選 択 し て く だ さ い 。  

LVD リセット電圧(LVDET=Typ. 2.51V) 

LVD 解除電圧(LVDET+LVHYS) 
VDD=2.7V 

セット仕様動作範囲 

LVD リセット電圧(LVDET=Typ. 2.81V) 

LVD 解除電圧(LVDET+LVHYS) 

動作保証下限値 
(VDD=2.7V/Ｔｃｙｃ=250ns) 

マイコン動作保証範囲 
(VDD=2.7V～5.5V/Ｔｃｙｃ=250ns) 

POR 解除電圧(PORRL=Typ. 1.67V) 

VDD=3.1V 

セット仕様動作範囲 

外付け 3.0V 検知回路 
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４ - ６ - ５  内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 の 動 作 波 形 例  

① Ｐ Ｏ Ｒ の み （ Ｌ Ｖ Ｄ 使 用 し な い ） の 動 作 波 形 例  
（ リ セ ッ ト 端 子 ： プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ Ｐ Ｏ Ｒ は ト ラ ン ジ ス タ が 駆 動 始 め る ま で の 期 間 、 不 定 領 域 （ Ｐ Ｏ Ｕ Ｋ Ｓ ） が 存 在 し ま す 。  
・ Ｐ Ｏ Ｒ は Ｖ Ｓ Ｓ レ ベ ル か ら 電 源 を 立 ち 上 げ た 時 の み リ セ ッ ト が 発 生 し ま す 。 ま た 、 こ の 時

の リ セ ッ ト 解 除 電 圧 に は 誤 差 が 発 生 し ま す の で 、 詳 細 は 半 導 体 ニ ュ ー ズ を 参 照 く だ

さ い 。  
・ ( a ) の よ う に 電 源 が Ｖ Ｓ Ｓ レ ベ ル ま で 下 が ら な い 状 態 で 電 源 が 再 投 入 さ れ た 場 合 に は 、

安 定 し た リ セ ッ ト は か か り ま せ ん 。 こ の ケ ー ス が 想 定 さ れ る 場 合 に は 、 ② 項 の よ う に Ｌ Ｖ

Ｄ 機 能 を 併 用 す る か 、 外 付 け に リ セ ッ ト 回 路 を 構 成 し て く だ さ い 。  
・ ( b ) の よ う に 電 源 が Ｖ Ｓ Ｓ レ ベ ル ま で 十 分 下 が り 、 そ の 状 態 が １ ０ ０ μ ｓ 以 上 保 持 さ れ て

か ら 電 源 が 再 投 入 さ れ た 場 合 の み リ セ ッ ト が か か り ま す 。  
 
② Ｐ Ｏ Ｒ ＋ Ｌ Ｖ Ｄ を 併 用 し た 場 合 の 動 作 波 形 例  

（ リ セ ッ ト 端 子 ： プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み ）  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ Ｐ Ｏ Ｒ ＋ Ｌ Ｖ Ｄ の 併 用 時 も 同 様 に ト ラ ン ジ ス タ が 駆 動 始 め る ま で の 期 間 、 不 定 領 域 （ Ｌ

Ｖ Ｕ Ｋ Ｓ ） が 存 在 し ま す 。  
・ 電 源 投 入 時 と 電 源 低 下 時 と も に リ セ ッ ト が か か り ま す 。 ま た 、 こ の 時 の リ セ ッ ト 解 除 ／

突 入 電 圧 に は 誤 差 が 発 生 し ま す の で 、 詳 細 は 半 導 体 ニ ュ ー ズ を 参 照 く だ さ い 。  
・ Ｌ Ｖ Ｄ に は 検 知 レ ベ ル 付 近 で リ セ ッ ト 解 除 ／ 突 入 を 繰 り 返 さ な い よ う ヒ ス テ リ シ ス 幅 （ Ｌ

Ｖ Ｈ Ｙ Ｓ ） が あ り ま す 。  

POR 解除電圧 
(PORRL) 

VDD 

RES# 

ﾘｾｯﾄ不定領域 
(POUKS) 

(a) (b) 

ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 
100μs 期間以上 

VDD 

RES# 

LVD ヒステリシス幅 
(LVHYS) 

LVD リセット電圧 
(LVDET) 

ﾘｾｯﾄ不定領域 
(LVUKS) 

ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 

LVD 解除電圧 
(LVDET+LVHYS) 
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４ - ６ - ６  内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 使 用 上 の 留 意 点  

① 内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み で リ セ ッ ト を か け る 時  
内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み を 使 用 し て リ セ ッ ト を か け る 場 合 で も Ｌ Ｖ Ｄ 併 用 時 と 同 様 に リ セ ッ ト 端

子 を 直 接 Ｖ Ｄ Ｄ に 短 絡 し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 使 用 条 件 に 最 適 な 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ と プ ル

ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ ま た は プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ の み を 外 付 け し て く だ さ い 。 ま た 、 想 定

さ れ る 電 源 投 入 条 件 で 評 価 を 十 分 行 い 、 確 実 に リ セ ッ ト が か か る こ と を 入 念 に ご 確

認 く だ さ い 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ６ － ２   内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例  
 
 

② 内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み で Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル １ ． ６ ７ Ｖ 以 下 を 選 択 時  
内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル １ ． ６ ７ Ｖ 以 下 を 選 択 時 は 、 電 源 立 ち 上 り 時 間 に 合 わ せ リ セ ッ

ト 端 子 に 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ を 外 付 け し 、 解 除 電 圧 が 保 証 動 作 電

圧 ｍ ｉ ｎ ． 以 上 に 達 し て か ら リ セ ッ ト が 解 除 さ れ る よ う 調 整 し て く だ さ い 。 ま た は 、 保 証 動

作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ． 以 上 に 達 す る ま で の 期 間 、 リ セ ッ ト 端 子 に Ｌ レ ベ ル を 入 力 し て く だ さ い 。  
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ６ － ３   内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ の み の 解 除 レ ベ ル 波 形 例  

VDD 

RES 

POR 解除ﾚﾍﾞﾙ 

1.67V 時 

ﾘｾｯﾄ不定領域 

(LVUKS) 

保証動作電圧 min.

ﾘｾｯﾄ VIH ﾚﾍﾞﾙ 

ﾘｾｯﾄ期間

RES 

マイコン

From POR

RESET 

RRES 

CRES 
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③ 数 百 μ ｓ よ り 短 い （ 速 い ） 電 源 瞬 停 ・ 電 源 変 動 が 想 定 さ れ る 時  

内 蔵 Ｌ Ｖ Ｄ リ セ ッ ト 回 路 は 電 源 低 下 を オ プ シ ョ ン で 選 択 さ れ た 検 知 レ ベ ル で 検 知 し て

か ら リ セ ッ ト 信 号 を 発 生 さ せ る ま で の 応 答 時 間 が あ り 、 図 ４ － ６ － ４ の よ う な 低 電 圧 最

小 検 知 幅 Ｔ Ｌ Ｖ Ｄ Ｗ が 規 定 さ れ て い ま す 。 （ 半 導 体 ニ ュ ー ズ を 参 照 ） こ の た め 、 電 源 が

最 小 検 知 幅 よ り 短 い （ 速 い ） 電 源 瞬 停 や 電 源 変 動 が 想 定 さ れ る 場 合 に は 、 図 ４ － ６

－ ５ の よ う な 対 策 例 や そ の 他 の 対 策 を 必 ず 行 っ て く だ さ い 。  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ６ － ４   電 源 瞬 停 ・ 電 源 変 動 波 形 例  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ６ － ５   電 源 瞬 停 ・ 電 源 変 動 対 策 例  
 

VDD 

LVD リセット電圧 

(LVDET) 

TLVDW

VSS 

LVD 解除電圧 

LVDET-0.5V

電源 

VSS1

RES

VDD1

マイコン
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４ - ６ - ７  内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 未 使 用 上 の 留 意 点  

① 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 せ ず 外 付 け に リ セ ッ ト Ｉ Ｃ を 構 成 す る 時  
内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 し な い 場 合 で も 電 源 投 入 時 に 内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ が 動 作 し 、 リ セ ッ ト

端 子 の 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ 放 電 用 Ｎ ｃ ｈ ト ラ ン ジ ス タ が Ｏ Ｎ し ま す 。 こ の た め 、 リ セ ッ ト Ｉ Ｃ を 外 付

け す る 場 合 に は 、 検 知 レ ベ ル を 保 証 動 作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ． 以 上 の タ イ プ を 使 用 し 、 マ イ コ

ン 内 蔵 の Ｐ Ｏ Ｒ 解 除 レ ベ ル は 保 証 動 作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ． に 影 響 し な い 最 低 レ ベ ル （ １ ． ６ ７

Ｖ ） を 選 択 し て く だ さ い 。 下 図 に リ セ ッ ト Ｉ Ｃ の Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ・ タ イ プ と Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ・ タ

イ プ 使 用 時 の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例 を 示 し ま す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ６ － ６   Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ・ タ イ プ 使 用 時 の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ６ － ７   Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ・ タ イ プ 使 用 時 の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例  

RES 

Nch ｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ･

ﾀｲﾌﾟ 

リセット IC マイコン

From POR 

RESET 

数百 kΩ 

RES 

CMOS･ﾀｲﾌﾟ 

リセット IC 

マイコン

From POR 

RESET 

貫通電流防止のため、数 kΩ～数

十 kΩ程度の保護抵抗を挿入 
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② 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 せ ず 外 付 け に Ｐ Ｏ Ｒ 回 路 を 構 成 す る 時  

４ － ６ － ７ － ① 項 と 同 様 に 内 蔵 リ セ ッ ト 回 路 を 使 用 し な い 場 合 で も 電 源 投 入 時 に 内

蔵 Ｐ Ｏ Ｒ が 動 作 し ま す 。 し か し 、 内 蔵 Ｐ Ｏ Ｒ よ り 長 い リ セ ッ ト 期 間 を 設 け た い た め に 外 部

に も Ｐ Ｏ Ｒ 回 路 を 構 成 し 、 容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ を ０ ． １ μ Ｆ 以 上 に す る 場 合 に は 、 必 ず 図 ４ － ６

－ ８ の よ う に ダ イ オ ー ド Ｄ Ｒ Ｅ Ｓ も 外 付 け し て く だ さ い 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４ － ６ － ８   外 部 Ｐ Ｏ Ｒ の リ セ ッ ト 回 路 構 成 例  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RES 

マイコン

From POR

RESET 

RRES 

CRES 

DRES 

ダイオードを外付け
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ＡＰＰＥＮＤＩＸ－Ⅰ 

・スペシャルファンクションレジスタ（ＳＦＲ）マップ 

 

ＡＰＰＥＮＤＩＸ－Ⅱ 

・ポート０ブロック図 

・ポート１ブロック図 

・ポート２ブロック図 

・ポート７ブロック図 

・ポート１／ポート７ブロック図 
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 AI-1

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC872R00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

0～007F XXXX XXXX R/W RAM128B 9 ﾋﾞｯﾄ構成          

FE00 0000 0000 R/W AREG  - AREG7 AREG6 AREG5 AREG4 AREG3 AREG2 AREG1 AREG0 

FE01 0000 0000 R/W BREG  - BREG7 BREG6 BREG5 BREG4 BREG3 BREG2 BREG1 BREG0 

FE02 0000 0000 R/W CREG  - CREG7 CREG6 CREG5 CREG4 CREG3 CREG2 CREG1 CREG0 

FE03              

FE04              

FE05              

FE06 0000 0000 R/W PSW  - CY AC PSWB5 PSWB4 LDCBNK OV P1 PARITY 

FE07 HHHH HH00 R/W PCON  - - - - - - - PDN IDLE 

FE08 0000 HH00 R/W IE  - IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0 

FE09 0000 0000 R/W IP  - IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

FE0A 0000 0000 R/W SPL  - SP7 SP6 SP5 SP4 SP3 SP2 SP1 SP0 

FE0B 0000 0000 R/W SPH  - SP15 SP14 SP13 SP12 SP11 SP10 SP9 SP8 

FE0C HHHH H000 R/W CLKDIV  - - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0 

FE0D 00HX XXXX R/W MRCR  - MRCSEL MRCST - RCCTD4 RCCTD3 RCCTD2 RCCTD1 RCCTD0 

FE0E 0H00 XX00 R/W OCR BIT2, 3 で XT1, XT2 を読む - CLKSGL - CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP 

FE0F 0H00 H000 R/W WDT  - WDTFLG - WDTB5 WDTHLT - WDTCLR WDTRST WDTRUN 

FE10 0000 0000 R/W T0CNT  - T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE 

FE11 0000 0000 R/W T0PRR ﾌﾟﾘｽｹｰﾗは 8 ﾋﾞｯﾄ(max.256Tcyc) - T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0 

FE12 0000 0000 R T0L  - T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0 

FE13 0000 0000 R T0H  - T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0 

FE14 0000 0000 R/W T0LR  - T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0 

FE15 0000 0000 R/W T0HR  - T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0 

FE16 XXXX XXXX R T0CAL ﾀｲﾏ 0 ｷｬﾌﾟﾁｬﾚｼﾞｽﾀ L - T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0 

FE17 XXXX XXXX R T0CAH ﾀｲﾏ 0 ｷｬﾌﾟﾁｬﾚｼﾞｽﾀ H - T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0 

FE18              

FE19              

FE1A              

FE1B              

FE1C              

FE1D              



 AI-2

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC872R00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1E              

FE1F              

FE20              

FE21              

FE22              

FE23              

FE24              

FE25              

FE26              

FE27              

FE28              

FE29              

FE2A              

FE2B              

FE2C              

FE2D              

FE2E              

FE2F              

FE30              

FE31              

FE32              

FE33              

FE34 0000 0000 R/W SCON1  - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE 

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 9bit REG SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10 

FE36 0000 0000 R/W SBR1  - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10 

FE37              

FE38              

FE39              

FE3A              

FE3B              

FE3C              

FE3D              



L C 8 7 2 R 0 0  A P P E N D I X - Ⅰ  

 AI-3

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC872R00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE3E              

FE3F              

FE40 0000 0000 R/W P0  - P07 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR  - P0HPUS P0LPUS P0FLG P0IE P0HPU P0LPU P0HDDR P0LDDR 

FE42 00HH HHHH R/W P0FCR  - T7OE T6OE - - - - - - 

FE43 HHHH 0HHH R/W XT2PC 発振端子汎用ポート入力制御 - - - - - XTCFIN - - - 

FE44 0000 0000 R/W P1  - P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

FE45 0000 0000 R/W P1DDR  - P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR 

FE46 HH00 0HHH R/W P1FCR  - - - P15FCR P14FCR P13FCR - - - 

FE47 0000 HHH0 R/W P1TST  - FIXO FIX0 FIX0 FIX0 - - - FIXO 

FE48 HHHH HH00 R/W P2  - - - - - - - P21 P20 

FE49 HHHH HH00 R/W P2DDR  - - - - - - - P21DDR P20DDR 

FE4A 0000 0000 R/W I45CR  - FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE 

FE4B 0000 0000 R/W I45SL  - FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0 

FE4C              

FE4D              

FE4E              

FE4F              

FE50              

FE51              

FE52              

FE53              

FE54              

FE55              

FE56              

FE57              

FE58 0000 0000 R/W ADCRC 12bit-AD 制御 - ADCHSEL3 ADCHSEL2 ADCHSEL1 ADCHSEL0 ADCR3 ADSTART ADENDF ADIE 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC 12bit-AD ﾓｰﾄﾞ - ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2 ADTM1 ADTM0 

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC 12bit-AD 変換結果 L - DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2 

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC 12bit-AD 変換結果 H - DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0 

FE5C HHH0 HHH0 R/W P7 1bit-IO (4:DDR 0:DATA) - - - - P70DDR - - - P70DT 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR  - INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE 



 AI-4

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC872R00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR  - INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE 

FE5F 00HH H000 R/W ISL  - ST0HCP ST0LCP - - - NFSEL NFON ST0IN 

FE60              

FE61              

FE62              

FE63              

FE64              

FE65              

FE66              

FE67              

FE68              

FE69              

FE6A              

FE6B              

FE6C              

FE6D              

FE6E              

FE6F              

FE70              

FE71              

FE72              

FE73              

FE74              

FE75              

FE76              

FE77              

FE78 0000 0000 R/W T67CNT  - T7C1 T7C0 T6C1 T6C0 T7OV T7IE T6OV T6IE 

FE79              

FE7A 0000 0000 R/W T6R  - T6R7 T6R6 T6R5 T6R4 T6R3 T6R2 T6R1 T6R0 

FE7B 0000 0000 R/W T7R  - T7R7 T7R6 T7R5 T7R4 T7R3 T7R2 T7R1 T7R0 

FE7C HHHH H0HH R/W SLWRC  - - - - - - CFLAMP - - 
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 AI-5

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC872R00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7D              

FE7E 0000 0000 R/W FSR0 FLASH 制御 (bit4 は R/0) - FSR0B7 

Fix to 0 

FSR0B6

Fix to 0

FSAERR FSWOK INTHIGH FSLDAT FSPGL FSWREQ 

FE7F              

FE80              

FE81              

FE82              

FE83              

FE84              

FE85              

FE86              

FE87              

FE88              

FE89              

FE8A              

FE8B              

FE8C              

FE8D              

FE8E              

FE8F              

FE90              

FE91              

FE92              

FE93              

FE94              

FE95              

FE96              

FE97              

FE98              

FE99              

FE9A              

FE9B              



 AI-6

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC872R00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE9C              

FE9D              

FE9E              

FE9F              

FEA0              

FEA1              

FEA2              

FEA3              

FEA4              

FEA5              

FEA6              

FEA7              

FEA8              

FEA9              

FEAA              

FEAB              

FEAC              

FEAD              

FEAE              

FEAF              

FEB0              

FEB1              

FEB2              

FEB3              

FEB4              

FEB5              

FEB6              

FEB7              

FEB8              

FEB9              

FEBA              

FEBB              
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ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC872R00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEBC              

FEBD              

FEBE              

FEBF              

FEC0              

FEC1              

FEC2              

FEC3              

FEC4              

FEC5              

FEC6              

FEC7              

FEC8              

FEC9              

FECA              

FECB              

FECC              

FECD              

FECE              

FECF              

FED0              

FED1              

FED2              

FED3              

FED4              

FED5              

FED6              

FED7              

FED8              

FED9              

FEDA              

FEDB              



 AI-8
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ポ ー ト ０  ブ ロ ッ ク 図  
オ プ シ ョ ン ： 出 力 形 式 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ま た は Ｎ ｃ ｈ － Ｏ Ｄ ） を ビ ッ ト 毎 に 選 択 可 能  

 

プルアップ抵抗は、 

Nch-OD オプション選択時 ： 付きません 

CMOS オプション選択時 ： プログラマブル

です。 

W-P0 

R-P0 

P0 (FE40)
ビット 7～5

CMOS
または

Nch-OD
端子

D 

C 
Q

S 
E 
L 

P07～P05

T7OUT(P07), T6OUT(P06) 

P0 (FE40)
ビット 4

CMOS
または

Nch-OD
端子

D 

C 
Q

S 
E 
L 

P04

バ
ス 

7 6 5 4 3 2 1 0

P0DDR(FE41)

P0 (FE40)
ビット 3~0

SW 

CMOS
または

Nch-OD
端子

D 

C 
Q

S 
E 
L 

P03~P00

SW 

Hi-PU Low-PU 

SW 

SW 

Low-PU Hi-PU 

SW 

SW 

Low-PU Hi-PU 

AD 入力 

(AN3~AN0)

AD 入力 

(AN4) 

AD 入力 

(AN6~AN5)

ポート 特殊機能入力 
P07
P06

タイマ 7 トグル出力 
タイマ 6 トグル出力 

P05
P04
P03
P02
P01
P00

FUNCTION 出力 
なし

AD アナログ 6 入力

AD アナログ 5 入力

AD アナログ 4 入力

AD アナログ 3 入力

AD アナログ 2 入力

AD アナログ 1 入力

AD アナログ 0 入力

なし 
なし 
なし 
なし 
なし 
なし 

ポート 0 兼用機能表

S
E
L



ポ ー ト ブ ロ ッ ク 図  

ＡⅡ-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポ ー ト ０ （ 割 り 込 み ）  ブ ロ ッ ク 図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P0 割り込み検出 

P0DDR(FE41)ビット 0

P0DDR(FE41)ビット 1

7 6 5 4 3 2 1 0 

P0DDR(FE41)

P0(FE40)ビット 7 
P07 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 6 
P06 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 5 
P05 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 4 
P04 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 3 
P03 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 2 
P02 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 1 
P01 端子入力データ 

P0(FE40)ビット 0 
P00 端子入力データ 

割り込み要求 
ベクタ 0004B 

P0 割り込み検出 
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ポ ー ト １  ブ ロ ッ ク 図  
オ プ シ ョ ン ： 出 力 形 式 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ま た は Ｎ ｃ ｈ － Ｏ Ｄ ） を ビ ッ ト 毎 に 選 択 可 能  

 

バ
ス

W-P1FCR 

P1FCR (FE46)
ビット 5～0 

P1 (FE44)
ビット 5～0

SW

CMOS
または

Nch-OD
端子 

D 

C 

Q

D 

C 
Q

S 
E 
L 

P15～P10 

P1DDR (FE45)
ビット 5～0 

D 

C 

Q

R-P1FCR 

W-P1 

R-P1 

W-P1DDR 

R-P1DDR 

OR

FUNCTION 出力 5～3 

ポート

P17
P16
P15
P14
P13

特殊機能入力 
INT1/タイマ 0H キャプチャ入力 
INT2/タイマ 0 イベント,キャプチャ入力 
INT3/SIO1 クロック/タイマ 0 イベント,キャプチャ入力 
SIO1 データ入力 
なし 

FUNCTION 出力
なし 
なし 
SIO1 クロック出力 
SIO1 データ出力
SIO1 データ出力 

ポート 1 兼用機能表 

バ
ス 

W-P1FCR 

P1FCR (FE46)
ビット 7,6 

P1 (FE44)
ビット 7,6

SW

CMOS
または

Nch-OD
端子 

D 

C 

Q

D 

C 
Q

S 
E 
L 

P17,P16 

P1DDR (FE45)
ビット 7,6 

D 

C 

Q

R-P1FCR 

W-P1 

R-P1 

W-P1DDR 

R-P1DDR 

XOR

FUNCTION 出力 7,6 

Low-PU

Low-PU

特殊入力 

INT2,INT1 

INT3(P15) 



ポ ー ト ブ ロ ッ ク 図  

ＡⅡ-4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポ ー ト ２  ブ ロ ッ ク 図  
オ プ シ ョ ン ： 出 力 形 式 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ま た は Ｎ ｃ ｈ － Ｏ Ｄ ） を ビ ッ ト 毎 に 選 択 可 能  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポ ー ト ２ （ 割 り 込 み ）  ブ ロ ッ ク 図  
 

S 
E 
L 

S
E
L

P21 

P20 

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0 

タイマ 0L キャプチャ信号 

タイマ 0H キャプチャ信号 

割り込み要求

ベクタ 00013

I45SL (FE4B) I45CR (FE4A)

ポート

P21
P20

特殊機能入力 
INT4/タイマ 0L キャプチャ/タイマ 0H キャプチャ入力 
INT4/タイマ 0L キャプチャ/タイマ 0H キャプチャ入力 

FUNCTION 出力 
なし 
なし 

ポート 2 兼用機能表

P2 (FE48)
ビット 1,0

SW 

CMOS
または

Nch-OD
端子

D

C
Q

S 
E 
L 

P21,P20

P2DDR (FE49)
ビット 1,0 

W-P2 

R-P2 

W-P2DDR 

R-P2DDR 

D

C

Q

バ
ス 

INT4(P21,P20) 

Low-PU 

特殊入力 
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ポ ー ト ７  ブ ロ ッ ク 図  
オ プ シ ョ ン ： な し  

 
 
 

W-P7 

R-P7 

バ
ス 

P7 (FE5C)
ビット 0 

SW 

端子D

C

Q

S 
E 
L 

P70

P7 (FE5C)
ビット 4 

D

C

Q

from ウォッチドッグタイマ

HALT/HOLD 

INT0 

AD 入力 (AN8)

Low-PU 

ポート

P70
特殊機能入力

INT0/タイマ 0L キャプチャ/AD アナログ 8 入力 
FUNCTION 出力

なし 

ポート 7 兼用機能表
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ポ ー ト １ ， ポ ー ト ７ （ 割 り 込 み ）  ブ ロ ッ ク 図  
 
 
 
 

S
E
L

7 6 5 4 3 2 1 0

7 6 5 4 3 2 1 0

S
E
L

S
E
L

タイマ 0 クロック入力
INT3 

INT2 

INT1 

INT0 

ノイズフィルタ 

I23CR(FE5E) 

ISL(FE5F)

割り込み要求
ベクタ 00013

割り込み要求
ベクタ 0001B

タイマ 0H キャプチャ信号 

タイマ 0L キャプチャ信号 

H レベル 
L レベル 

H レベル 
L レベル 

7 6 5 4 3 2 1 0

I01CR(FE5D) 

割り込み要求
ベクタ 00003

割り込み要求
ベクタ 0000B



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご注意 
 
本資料に掲載されている記事は、読者が正しく，且つ容易にデバイスの使用法を理解できるように作

成したものです。記載されている応用例などをそのまま用いて製品を製造するために書かれているも

のではありません。したがって、この資料にもとづいて試作・製造が行われ、その結果、安全性・特許

権・その他の権利侵害などの問題がありましても当社は一切責任を負いません。 
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